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座 長:佐 々木 洋(石 巻 専 修 大)
OM-110:05-10:25
　　 　　 Photosynthetic　 characteristics　 of　ice　algae　at　the　sea　ice　bottom　 surface,　surface
　 　 　 　 phytoplankton,　 and　sinking　phytoplankton　 and　ice　algae　off　Mackenzie　 River,　Arctic　in
　 　 　 　 March　 to　May,　2004
Yamamoto,　 S.,　Ohi,　N.　(Soka　 Univ.),　Fu㎞chi,　 M.　(NIPR),
　 　 　 　 　 　 Demers,　 S.　(Univerg.　ity　of　Quebec　 at　Rimouski),　 Miche1,　 C　(Freshwater　 Institute),
　　　　　　　 Taguchi,　 S.　(Soka　Univ.)
OM-210:25-10:45
2003-2004年CASESのカ ナ ダ 北 極 圏 ア ム ン ゼ ン湾 に 設 置 した倒 立 セ ジ メ ン ト トラ ヅプ 型 動 物
プ ラ ン ク ト ン時 系 列 採 集 装 置
服 部 寛(北 海 道 東 海 大)、 三 瓶 真(極 地 研)、 佐 々木 洋(石 巻 専 修 人)、
福 地 光 男(極 地 研)
OM-310:45-11:05
2002-2003年 ボ ー フ ォ ー ト海 に お け る 粒 状 有 機 物 フ ラ ック ス の 地 理 的 季 節 的 変 動
三 瓶 真(極 地 研)、 佐 々 木 洋(石 巻 専 修 大)、 服 部 寛(北 海 道 東 海 人)、 工 藤 栄 、




　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 :　Marchant　 H.　 AAD
ll:05-ll:10イン ト ロ ダ ク シ ョ ンMarchant,　 H.　(AAD)
11:10-11:30
The　 Southern　 Ocean　 C()ntinuous　 Plankton　 Recorder　 Survey:　 Variation　 in　zooplankton　 species
association　 in　the　Southern　 Ocean.
　 　 Hosie,　 GW.　 (AAD)
11:30-11:50
南 大洋 にお け るク ロ ロフ ィルa濃 度 の長期 変 動(1965-2002年)
平講 享、 小達 恒 夫、福 地 光 男(極 地 研)
11二50-12:10
南極 海 に生息 す る植食性 カイ ア シ類Calanoides　 acutusの 生活 史 戦 略






　 　 　 Aerobic　 dive　 limit:　What　 is　it　and　 is　it　more　 misleading　 than　 usefUl?
　 　 　 　 　 　 　 Butler,　 P.J.,　Green,　 J.A.　 (Univ.　 of　Birmingham　 )
OM-814:00-14:20
　 　 　 　 Year-round　 behaviour　 and　 energetics　 of　macaroni　 penguins
　 　 　 　 　 　 Green,　 J.A.　 (Univ.　 of　Birmingham),　 Boyd,　 1.L　 (Univ.　 of　St　Andrews),　 Woakes,　 A.J.,
　 　 　 　 　 　 　 Butler,　 PJ.　 (Univ.of　 Birmingham)
OM-914:20-14:40
　　　　　 Foraging　 ecology　 of　Little　Penguins
Ropert-Coudert,　 Y　 (NIPR),　 Ca皿ell,　 B.　(Murdoch　 Univ.),　 Kato,　 A.　(NIPR)
OM-1014:40-15:00
　 　 　 Foraging　 etifTiciences　 in　diving　 Pygoscelis　 penguins:　 What　 options　 are　open　 in　areas　 of　sympatry?
　 　 　 　 　 　 Wilson,　 R.P　 (Univ.　 of　Wales　 Swansea)
OM-1115:00-15:20
　 　　　 　Regulation　 of　stroke　 and　 glide　 of　an　avian　 fbot-propelled　 diver
綿 貫 豊 、 高 橋 晃 周(北 大)　 、　 Daunt,　 F,　Wanless,　 S.,　Harris,　 M.,
(NERC　 Centre　 for　Hydrology　 and　 Ecology)、 　 佐 藤 売 文 、 内 藤 靖 彦(極 地 研)
休 憩15:20-15:30
15:30-16:00
Japanese　 IPY　 activities　 in　2007-2008
神 田啓史、福地光男(極 地研)







座 長:中 坪 孝 之(広 島大)
10:05-10:30
ニー オ ルス ン氷 河後 退 域 にお け る地 衣類C61γ αrie11αdeli∫eiの純 生産 量 の推 定
内 田雅 己(極 地 研)、 中坪 孝 之(広 島人)、 神 田啓 史(極 地研)、 小 泉 博(岐 阜 大)
10:30-10:55
北極ニーオルス ンの異 なった遷移段階で生 育 してい る植物体中の窒素濃度 と炭素 同位体 比の
比較
久米 篤(富 山大)、 中野隆志(ll」梨県環境科学研)、 坂田(別 宮)有 紀子(都 留文化人)、
平場祐子(岡 山大)、 神 田啓史(極 地研)
10:55-11:20
カナダ高緯度北極 圏 ・エルズ ミア島の氷河後退域モ レーン上における植生発達
一年代 とマイクロサイ トの重要性 一
森 章、人園享 司(京 都大)、 内田雅 己、神田啓史(極 地研)
休憩 11:20-11:25
座 長:大 谷修司(島 根大)
OT-411:25-11:50
コケ坊 主 の異 な る部位 にお け る脂 肪 酸組成 の比較 一 ミニ生 物 圏モ デル と して の
コケ坊 主
兼 清 温子 、 長沼 毅(広 島大)、 伊 村 智 、 内 田雅 己、 神 田啓 史(極 地研)
OT・511:50-12:15
　　　　　　 Changes　 in　soil　and　 vegctation　 properties　 under　 different　 land　 llses　in　northern　 Scandinavia.





寒冷域か ら熱帯域に分布するヤ ブレヅボカ ビ類 と卵菌類 に蓄積 されていn-3多 価不飽和脂
肪酸の生理的な役割
安藤ひ とみ、ザキア パル ビー ン(北 大)、 山田陽子(日 本女子大)、 高木智子(東 大)、
モハマ ッ ド ハサ ヌザマン(北 大、株式会社 ロム)、 小亀一弘(北 大)、 金子尭子







分布標 高域が異なるタデ科の多年生草本植物オ ンタデ とイタ ドリの生理生態的特性の解析
～分布上下限個体群のル ビスコお よびAPX活 性の比較～
坂田 剛(北 里大)、 中野隆志(山 梨県環境科学研)、 横井洋太(北 里大)
13:30-13:45
富士山森林限界における環境ス トレスに対するシラ ビソ稚樹の応答
三 田村理子(東 邦大)、 中野隆志(山 梨県環境科学研)、 丸太恵美子(東 邦大)
13:45-14:00
中国 ・長 白山の ドリアス植物群落における地温の季節変動 日本 ・立山との比較
和 田直也(富 山大)、 劉 瑛環(中 国科学院 地理資源研究所)、 川田邦夫(富 山大)
14:00-14:15
航 空 レー ザ ー測 距法 に よ る北 米 西部 亜寒 帯林一ヅ ン ドラ トラ ンセ ク トのバ イ オマス 分布
都 築 勇人(愛 媛 大)、 日下 部朝 子(早 稲 田大)、 大塚 寿 二、 末 田達 彦(愛 媛大)
休 憩14:15-14:30




PM-12003-2004年 の カナ ダ北極 圏ア ム ンゼ ン湾 周辺 海域 にお け る沈 降粒 子フ ラ ックス の変 動
　 　 　 (CASES)
佐 々木 津、 真 壁竜 介(石 巻専 修大)、 三瓶 真(極 地 研)、 服 部 寛(北 海道 東海 大)、
福 地光 男(極 地研)
PM-2カ ナ ダ北極 圏 ア ム ンゼ ン湾 の海氷 下 にお け る微 小動 物 プ ラ ンク トン(CASES.2004)
鈴 木利 一(長 崎大)、 太 田尚志(石 巻 専修 大)、 山本 真也(創 価 大)、 三 瓶 真
(極地 研)、 服部 寛(北 海 道東 海大)、 佐 々木 洋(石 巻 専修 大)、 福 地光 男(極 地 研)
PM-32004年 カナ ダ北極 圏ア ム ンゼ ン湾 の海 氷下 にお け る微 小動物 プ ラ ンク トンの摂 食 率
　 　 　 (CASES)
太 田尚志(石 巻 専修 大)、 鈴 木利 一(長 崎 大)、 三 瓶 真(極 地研)、 佐 々木 洋
(石巻 専 修大)、 服 部 寛(北 海道 東海 人)、 福 地 光 男(極 地研)
PM-42002-2003年 の カナ ダ北極 圏ボ ー フ ォー ト海 湾周 辺 海域 にお いて セ デ ィメ ン トトラ ップ
で採 集 され たマ リンス ノー 中 の微 小生物 の 変動(CASES)
渋谷 文恵(石 巻 専修 人)、 三瓶 真(極 地研)、 佐 々木 洋、 太 田 尚志(石 巻 専 修 大)、
服部 寛(北 海道 東 海大)、 福 地光 男(極 地 研)
PM-52003年 夏季 の 南極 海氷 縁域 にお いて セデ ィメ ン ト トラ ヅプて採 集 され た動 物 プ ラ ンク
トン組成 の特 性
真壁 竜介 、佐 々木 洋(石 巻 専修 大)、 谷 村 篤(三 重 大)、 福 地光 男(極 地研)
PM6　 　マ ッケ ンジー川 河 口流 域ポ リニア にお け る微 細 藻類 の 光合 成 特性
藍川 晋 平(兵 庫 県 立人)、 松 岡 敦(北 海道 人)、 山本 真也(創 価 大)、 鈴木 利 一
(長 崎大)、 真 壁 竜介(石 巻 専 修大)、 佐 藤和 彦(兵 庫 県立 大)、 工藤 栄 、 三瓶 真
(極 地研)、 菓 子 野康浩(兵 庫 県 立大)
PM-7極 域 微細 藻類 と常温性 珪 藻 の光 合成 特性
伴 亜希 子、佐 藤 和彦 、 菓 子野康 浩(兵 庫 県立大)
PM-8　 ComparedpopulationstructureandtrophicroleofThe〃iistotibellulaontheMackenzieShelfandthe
　 　 　 　 Cape　 Bathurst　 Polynya.(Beaufort　 Sea,　Arctic　 Ocean)
　 　 　 　 　 　 Prokopowicz,　 A,　 Fortier,　 L,　 Fortier,　 M.　 (Univ.　 Laval)
PM-9　 FeedingdynamicsofArcticcod(Boreogadussaida)intheMackenzieShelf/AmundsenGulfstudyarea
　 　 　 　 During　 Sept.-Oct.　 2002.
　 　 　 　 　 　 Lafrance,　 P.,　Fortier,　 L　 (Univ.　 Laval),　 Gagn6,　 J.A.　 (lnstitut　 Maurice-Lamontane)
PM-10　 Respiration　 and　 biogenic　 carbon　 fiux　under　 the　mediation　 of　large　 copepods　 on　the　Mackenzie　 shelf
　 　 　 　 (Beaufort　 Sea)・
　 　 　 　 　 　 　 Darnis,　 G,　 Fortier,　 L　 (Univ.Laval),
一5一
PM-11　 Faecal　 pellets　 and　 particulate　 organic　 carbon　 export　 in　the　CASES　 long-term　 sediments　 traps.
　 　 　 　 　 　 Forest,　 A.　(Univ.　 Laval),　 Sampei,　 M.(　 NIPR),　 Hattori,　 H.　(Hokkaido　 Tokai　 Univ.),　 Sasaki,　 H.
　 　 　 　 　 　 (Ishinomaki　 senshu　 Univ.),　 Wassmann,　 P.　(Univ.　 Troms¢),　 Fortier,　 L　 (Univ.　 Laval)
PM-12　 Arcticcodbiomassparadigm.
　 　 　 　 　 　 Benoit,　 D.　(Univ.　 Laval),　 Simard,Y　 (ISMER-UQAR),　Fortier,　 L　 (Univ.Laval)
PM-13　 "lhe　distribution　 of　surface　 phytoplankton　 along　 a　mega　 transect　 (丘omHobarttoMawson)insu㎜er
2002/2003.
　 　 　 　 　 Yasin,　 Z.,　Mohamma¢ 　M.,　 Salleh,　 S.,　Wan　 Maznah　 W.　 0.　,Aileen　 Tan　 S.H.
　 　 　 　 　 　 　 (UniversitiSainsMalaysia)
PM-14　 The　 diversity　 of　phytoplankton　 in　the　krill-box　 study　 at　Mawson　 station,　 Antarctica
　 　 　 　 　 Yasin,　 Z.,　Mohammad,　 M.,　 Salleh,　 S.,　Wan　 Maznah　 W.　 0.,　Aileen　 Tan　 S.H.(Univ.　 Sains　 Malaysia).
PM-15サ ロ マ 湖 に お け る ア イ ス ア ル ジ ー の 生 物 生 産 お よ び 氷 か ら の 物 理 的 離 脱 に 関 す る 観 測
的 研 究
西 佳 樹 、 多 部 田 茂(東 京 大)
PM-16　 Primary　 productivity　 of　Saroma　 Ko　 lagoon　 in　winter
McMi㎜,　 A.　(Univ.　 Tasmania)
PM-17北 海 道 オ ホ ー ツ ク 沿 岸 域 及 び 太 平 洋 沿 岸 域 に お け る2004年 春 季 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン 組
成 の 鉛 直 分 布 に つ い て
清 水 幾 太 郎(さ け ・ ま す 資 源 管 理 セ ン タ ー)、 大 舘 弘 延 、 工 藤 勲 、 門 谷 茂(北 大)
PM-18　 Role　 of　meso-　 and　 macrozooplankton　 grazing　 in　the　Polar　 Frontal　 Zone　 (Southern　 Ocean)
　　　　　　carbon　 cycle.
　 　 　 　 　 　 Froneman,　 P.W.,　 Bernard,　 K.S.,　 Bemar¢ 　A.TF(Rhodes　 University)
PM-19　 Crustacean　 grazers　 in　east　Antarctic　 pack　 ice
　 　 　 　 　 　 Swadling,　 KM.　 (Univ.　 of　Tasmania)
PM-20　 Diet　 of　the　warty　 squid　 Moroteuthis　 ingens:　 stomach　 contents　 and　 fatty　acid　 analysis　 of　a　ravenous
　 　 　 　 piscivore　 from　 the　sub-Antarctic
　 　 　 　 　 　 　 Phillips,　 K.　(NRIFSF)
PM-21南 極 海 域 に お け る 高DMS濃 度 の 要 因
笠 松 伸 江(総 研 大)、 小 達 恒 夫 、 福 地 光 男(総 研 大 、 極 地 研)
PM-22サ ウ ス ジ ョ ー ジ ア 島 周 辺 海 域 に お け る2002・2003年冬 期 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ 漁 業 混 獲 魚 類
岩 見 哲 夫(東 京 家 政 学 院 大)、 林 倫 成 、 瀧 憲 司 、 永 延 幹 男(遠 洋 水 産 研)
PM-23　 (}lyptonotus　 antarcticus　 (Eights)　 -　aspects　 of　biology,　 metabolism　 and　 trophochemoreception
　 　 　 　 (Admiralty　 Bay,　 King　 George　 Island,　 Antarctica)
Janecki,　 T,　Ra㎞sa-Suszczewski,　 S.　(Department　 of　Antarctic　 Biology,　 Polish　 Academy　 of
　　　　　　　　　　　Sciences,)
一6一
PM.24キ ョクバ イ の生 殖周 期 と卵 嚢 内発生 過程
沼 波 秀樹 、 岩見 哲 夫(東 京 家政 学 院大)、 平 野保 男(名 占屋 港水 族館)福 地 光 男
(極 地研)
PM-25海 氷 藻類 にお いて強 い 青色 光 に よって 誘導 され るUV吸 収 色素 に関 す る研 究
北 島正 治、 森 啓 介 、鈴 木 祥弘 、井 上和 仁(神 奈 川人)
PM-26深 海環 境 保 存 容器 に よ る深 海生 物 の捕 獲




PM-28　 Antarctic　 marine　 protists
　 　 　 　 　 　 Scott,　 FJ.,　 Marchant,　 H.J.　 (AAD)
PM-29南 極 魚 拓 図 録 作 成 状 況
福 地 光 男(極 地 研)、 八 一 ビ ー ・マ ー チ ャ ン ト(AAD)、 岩 見 哲 夫(東 京 家 政 学 院 大)
PM-30　 EHもctsofoceal五c　 dynamic　 on　movements　 of　ARGOS　 tracked　 leatherback　 turtles　 Der〃10c乃4y∫
　 　 　 coriacea:　 a　"ovel　 analySiS.
　 　 　 　 　 　 Georges,　 J.Y,　 Gaspar,　 P.,　Ferraroli,　 S.,　Fossette,　 S.,　Le　 Maho,　 Y　 (CEPE-CNRS)
PM.31産 卵 期 オ サ ガ メの 潜 水 行 動 に 見 ら れ る 「潜 り方 」の 個 体 差
田 中 秀 二(北 大)、　 Ferraroli,　 S.　(CNRS/CEPE)、佐 藤 克 文(東 京 大)、 荒 井 修 亮(京 都 大)、
内 藤 靖 彦(極 地 研)
PM.32オ オ ミ ズ ナ ギ ド リ の 給 餌 生 態 へ の 自 動 体 重 計 及 び 出 入 り 記 録 装 置 の 利 用
越 智 大 介 、 松 本 経 、 綿 貫 豊(北 大)、 出 口 智 広 、 岡 奈 理 子(山 階 鳥 類 研)
PM-33カ ヅ オ ド リ の 飛 翔 行 動 の 発 達
依 田 憲(京 都 大)、 河 野 裕 美(東 海 大)、 内 藤 靖 彦(極 地 研)
PM-34　 Molectilar-biological　 analysis　 of　Gentoo　 penguins　 at　Antarctic　 Peninsula
　 　 　 　 　 　 Telegeev,　 GD.,　 (lnstitute　 of　Molecular　 Biology　 and　 Genetics　 of　NAS　 of　Ukraine),
　 　 　 　 　 　 Legeyda　 ,　AS.,　 (lnstitute　 of　Molecular　 Biology　 and　 Genetics　 of　NAS　 of　Ukraine,　 Taras
　 　 　 　 　 　 Shevchenko　 National　 University　 of　Kyiv),　 Dybkov　 M.V,　 (lnstitute　 of　Molecular
　 　 　 　 　 　 Biology　 and　 Genetics　 of　NAS　 of　Ukraine),　 Savov,　 A.S.,　 (Medical　 University　 S()fia),
　 　 　 　 　 　 　 Vachev,　 B.,　(lnstitute　 for　Nuclear　 Research　 and　 Nuclear　 Energy),　 Bezrukov,　 V.F.
　 　 　 　 　 　 　 (Tarag.　 Shevchcnko　 Nati()nal　 University　 of　Kyiv)
PM-35　 Are　 nest-boxes　 too　hot数)r　 Little　Penguins?
　 　 　 　 　 　 Ropert-Coudert,　 Y　(NIPR),　 Cannell,　B.　(Murdoch　 Univ.),　Kato,　A.　(NIPR)
PM.36リ ュ ヅ ォ ・ホ ル ム湾 に お け る 抱 卵 期 の ア デ リー ペ ン ギ ン の 潜 水 行 動 に つ い て
吉 岡 あ や(東 京 海 洋 大)、 加 藤 明 子(極 地 研)、 佐 藤 克 文(東 大)、
長 島 秀 樹(東 京 海 洋 大)
一7一
PM-37　 Population　 dynamics　 of　king　penguins:　 assessing　 their　life-history　traits　using　data　collected　by　an
　 　　 automatic　 identification　system.
　 　 　 　 　 　 Le　Bohec,　 C.,　Gauthier-Clerc,　 M.,　Gendner,　 J.-P,　Chatelain,　 N.,　Le　Maho.,　 Y　(CEPE-CNRS)
PM-38ア ザ ラ シ に 装 着 し た カ メ ラ が 明 ら か に し た 南 極 ・棚 氷 の 裏 の 無 脊 椎 動 物 相
渡 辺 佑 基(東 大)　 、　Bornemann,　 H.　 (Alfred　 WegenerInstitut)、 　Liebsch,　 N.
(Institut　 fur　Meereskunde)、 　Pl6tz,　 J.　(Alfred　 Wegener　 Institut)、 佐 藤 克 文(東 大)、
内藤 靖 彦(バ イオ ロギ ング研)、 宮 崎 信 之(東 大)
PM-39ツ チ ク ジ ラ の 潜 水 行 動
南 川 真 吾(日 鯨 研 、 遠 洋 水 産 研)、 岩 崎 俊 秀 、 木 白俊 哉(遠 洋 水 産 研)
PM-40巨 大 ポ リニア の 巾 に鯨 は何 頭 い るの か?-25年 の衛 星 観測 史上、 最 大 の面積 とな った ポ リニ アが
ク ロ ミンク ク ジラ資源 量 推定 値 にあ たえ る影響
村瀬 弘 人(日 蝕研)、 島 田裕 之(遠 洋水 産研)
PM-41リ モー トセ ン シ ングを用 い た亜 南極 前線 周 辺 にお け るイ ワ シク ジラ と海洋 物理 パ ラメー ター と
の 関係 につ いて
木村 圭 佑(東 海 大)、 松 岡耕 二、 西脇茂 利(日 鯨研)、 岡 田喜裕(東 海 大)、
PM-42加 速 度 記録 にお け るイ ヌの行 動 の指 標化 と行 動軌跡 の推 定
植 田彩 容 子、 末 田達 彦(愛 媛 大)、 内藤 靖 彦(極 地研)
PM-43　 Dataloggers　on　wild　boars　:　Why?
　　 　　　　 Baubet,　E　(ONCES),　 Ropert　Coudert,　Y　(NIPR)
PM-44新 開発 の 動物 装着 用 カ メ ラ ロガー とその利 用 につ いて




PT-1南 極 昭和 オア シスの湖 底 堆積 物 コア 中の 有機 成 分 に よる古 環境 変動 に関 す る研 究
井 上源 喜 、榎 本綾 香(大 要女 子大)、 小森 一史 、竹 村哲 雄(東 京 理科 大)、
伊 村 智、 大 山佳 邦、 神 田啓 史(極 地 研)
PT-2脂 肪 酸 を使 った コケ坊 主 ミニ生物 圏構 造 の推 定
兼 清温 子 、長 沼 毅(広 島大)、 伊 村 智 、 工藤 栄 、 内田雅 己、神 田啓 史(極 地 研)
PT-3海 洋 と南極 す りば ち池 にお け るDMSO呼 吸能 を有 す る細 菌
松 崎雅 広 、 久保 田景 子(広 島大)、 伴 修 平(滋 賀 県 立大)、 伊村 智(極 地研)、
佐 藤敏 生(広 島人)
PT-4昭 和 オア シス 周辺 湖沼 にお け る微 生物 群集
木 村 成 子、伴 修 平(滋 賀 県立 人)、 伊 村 智、 工藤 栄(極 地研)、 松 崎 雅広(広 島 人)
PT-5昭 和 基 地周 辺 の 土壌微 生物 群 集構 造 のキ ノ ンプ ロフ ァイル 法 に よる解 析(1)
巣 山弘介 、大 谷修 司、井藤 和 人、 山本広 基(島 根大)
PT-6昭 和 基地 周辺 湖 沼 にお け る真核 微生 物 の群 集解 析
田辺(細 井)祥 子、伴 修 平(滋 賀県 立人)、 工 藤 栄、 伊 村 智(極 地 研)、 松 崎雅広
(広 島人)
PT-7南 極 陸 ヒ試 料 か ら単離 したD体 ア ミノ酸 資化 微 生 物
西 川佳 宏 、長 沼 毅(広 島大)伊 村 智、神 田啓 史(極 地 研)
PT-8南 極 の岩石 内微 生 物群 よ り分離 した単細 胞 藻類 の凍 結処 理 の再 検 討
長 島秀 行 、八 木彰 之(東 京理科 大)、 井 上源 喜(人 妻 女子 大)
PT-9　 1delltHicationofglycob而c　 enzyme　(ptl()　producing　psychrophilic　bacterium
　　　 　　　 Rashidah.　A.R.,　Nazalan,　N.,　Li　Chieen　O.　(Universiti　Sains　Malaysia)
PT-10昭 和 基 地周 辺 にお け る淡水 藻類 の 分布状 況
人谷 修 司(島 根 大)
PT-11　 AlgalcommunitiesintheAntarctictlowingwaters
　 　 　 　 　 Merican,F,　 Wan　 Maznah,　 W　 O.,　Mansor,M.,　 Wan　 Asmadi　 W.　A.　(Univ.　Sains　Malaysia)
PT-12　 Preliminary　 genetic　study　on　species　from　genusDeschampsia　 fr()mAntarctic　 (King　 George　 Is)　and
　　　　Arctic　(Spitsbergen)
　　　 　　 　 Chwedorzewska,　 K.J.　(Department　 of　Antarctic　 Biolog)1)　Polish　Academy　 of　Sciences)
PT-13南 極 に お け るUVカ ッ ト素 材 で 覆 っ た コ ラ ー ゲ ン 人 工 皮 膚 へ の 紫 外 線 の 影 響
高 橋 哲 也 、 大 谷 修 司(島 根 大)、 神 田啓 史 、 伊 村 智 、 工 藤 栄(極 地 研)、 入 江 伸 吉 、
服 部 俊 治 、 田 中 啓 友(財 日本 皮 革 研 、 株 ニ ッ ピ ・バ イ オ マ ト リ ック ス研)
PT-14高 緯 度 北 極 の 氷 河 後 退 域 にお け るSaliX　 arctica幹 の 分 解 過 程 と 菌 類 遷 移
大 園 享 司 、 森 章(京 都 大)、 内 田雅 己 、 神 田 啓 史(極 地 研)
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PT・-15高 緯 度 北極 ヅ ン ドラに生 育 す るイ ワダ レゴ ケの成 長パ ター ン と水 分条 件 の関係
上 野健 、神 田啓史(極 地 研)
PT-16ス バ ー ルバ ル ・二一 オル ス ンの 陸上 生態 系 の炭 素循環 に対 す る維 管 束植 物 の光 合成 特性 の寄 与
村 岡裕 由(岐 阜大)、 大 塚俊 之(茨 城大)、 中坪孝 之(広 島大)、 小 泉 博(岐 阜 大)
PT-17ス ピ ヅヅベル ゲ ン 島ニー オル ス ンに生息 す る ムカ ゴ トラ ノオの 生存 に及 ぼす黒 穂病 菌感 染の 影
響
東 條元 昭(大 阪府 立 大)、 西谷 里美(日 本 医科 大)
PT-18　 TyphulaborealisEkstr.はTyphula　 ishikarie〃sis　Imaiと 同種 で あ る 一コペ ンハ ー ゲ ン植物 園 に保存
されて い た東 グ リー ンラ ン ド産Typhula　 borealisの 標 本 の分 子 系統 解析 一
星 野 保(新 エ ネル ギー ・産 業 技術 総合 開 発機構)、 藤原 峰 子 、湯 本 勲
(産業 技 術総 合研 究所)
PT-19　 The　age　of　the　trees　in　spruce　open　woodland　 communities　 along　the　taiga-tundra　boundary　in　the　east
　　　　European　 part　of　Russia
　　　　　　　Katenin,　A.E.　(Laboratory　of　Far　North　Vegetation,　Komarov　 Botanical　Institute　RAS).
PT-20カ ナ ダ亜 寒 帯林 にお け る航 空 レー ザ ー測 距法 と衛 星 画像IKONOSを 用 い た葉 面 積指 数推 定法 の
検 討
日下 部朝 子(早 大)、 都築 勇 人、 末 田達 彦(愛 媛 大)
PT-21航 空 レー ザ ー測 距 に よ る森 林LAIの 新 しい推 定 方法
大塚 寿 二(愛 媛大)、 日下 部 朝子(早 稲 田大)、 都築 勇 人、 白木 紘 平 、村 上和 弥、
末 田達 彦(愛 媛大)
PT-22ハ イ マ ツの 立地 と生理 生態 学 的特性
永 野聡 一郎 、 丸 田恵美 子(東 邦大)
PT-23日 本列 島 にお け る高 山植 物 の生理 生 態1.八 ヶ岳 高 山帯 にお け るオ ヤ マ ノエ ン ドウの生 育特性
梅 津 裕 里、増 沢武 弘(静 岡大)
PT-24日 本列 島 にお け る高 山植 物 の生理 生 態II.八 ヶ岳高 山帯 にお け る キバ ナ シ ャクナ ゲ とバ クサ ン
シャ クナ ゲ の競 争関 係
長沼 慶 拓 、増 沢武 弘(静 岡大)
PT-25日 本列 島 にお け る高 山植 物 の生 理生 態III.　 白馬 岳の ウル ップ ソ ウにお け る貯蔵 物 質の季 節 変動
大橋 雄 気 、増 沢武 弘(静 岡大)
PT-26日 本列 島 に おけ る高 山植 物 の生 理生 態IV.南 ア ル プス荒 川岳 カ ール にお け る高 山植 物群 落 の菌
根形 成








Photosynthetic Characteristics of Ice Algae at the Sea Ice Bottom 
Surface, Surface Phytoplankton, and Sinking Phytoplankton and Ice 
   Algae off Mackenzie River, Arctic in March to May, 2004
Shinya  Yamamoto', Nobuaki  ON', Mitsuo Fukuchi2, Serge  Demers3, 
          Christine  Michel", and Satoru Taguchi'
 Soka University, 1-236 Tangi-Cho, Hachiouji, Tokyo 192-8577, Japan 
 2National Institute of Polar Research
, Tokyo  173-8515, Japan 
                              . 
  3Umversity of Quebec at Rimouski
, Quebec  G5L3A1, Canada 
       4Freshwater Institute
, Winnipeg R3T 2N6, Canada
Ice algae at the bottom surface of sea ice, surface phytoplankton under the 
sea ice, and sinking phytoplankton and ice algae were collected weekly to 
study their photosynthetic characteristics at the ice station off Mackenzie 
River in the Arctic Ocean during the period from March to May 2004. As 
photosynthetically active radiation in the air increased with season, 
chlorophyll a biomass of ice algae and sinking algae increased while those 
of surface phytoplankton increased to the first week of April and then 
decreased gradually. More than 90 % of ice algae and only 32 % of surface 
phytoplankton were dominated by larger fraction than 2 .0  !um. Maximum 
concentration of chlorophyll a were 67 for ice algae and 0.26 mg  Chl a  m-3 
for phytoplankton, respectively, and maximum sedimentation rate of sinking 
algae was 0.13 mg  Chl  a  m-2  d-'. The average initial slopes  (a) of P vs. I 
curve were 0.0026 ± 0.0005 for ice algae, 0.0060 ± 0.0040 for surface 
phytoplankton, and 0.049 ± 0.0038 mgC  [mg Chl-1[vE  m-2  s-1]-1 for 
sinking algae. The average maximum photosynthetic rates  (P8) were 0.23 ± 
0.076 for ice algae, 0.59 ± 0.056 for surface phytoplankton, and 0.24 ± 0.063 
mgC [mgChl  a]-111-1 for sinking algae. Although biomass of surface 
phytoplankton was the lowest, both photosynthetic characteristics  (a and  P8) 
were the highest among three assemblages. These observation may suggest 
firstly enhancement of photosynthetic activity due to abundant small cells in 
the surface phytoplankton compared to other assemblages and secondly 
some stress on ice algae and sinking algae although ice algae have been 




2003-2004年CASESの カ ナ ダ北 極 圏 ア ム ンゼ ン湾 に設 置 した倒 立 セ ジ メ ン ト ト
ラ ップ型 動 物 プ ラ ン ク トン時 系 列 採 集 装 置
服部寛(北 海道東海大)・ 三瓶真(極 地研)・佐々木洋(石 巻専修大)・ 福地光男(極 地研)
Sequential　 zooplankton　 trap　 and　 its　 preliminary　 result　 obtained　 in　the
　　　　　　Amundsen　 Gulf,　 Canadian　 Arctic　 in　 the　 CASES　 2003-2004.
Hattori,　 H.　 (Hokkaido　 Tokai　 Univ.),　 Sampei,　 M.　 (NIPR),　 H,　Sasaki,　 (Senshu　 Univ,　 Ishinomaki),
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)
　 　 　 Canadian　 Arctic　 Shelf　 Exchange　 Study　 (CASES)　 has　 been　 carried　 out　 in　the　 area　 covering　 between
offMackenzic斑ver　and　 the　 Amundsen　 Gulf　 since　 2002.　 1皿particular,　 a　year　 round　 continuous　 study　 was
done　 from　 September　 2003　 to　 August　 2004　 0n　 the　 NGCC　 Amundsen.　In　 the　 C SES　 area,　 a　large
Polyllya　 expected　 high　 biological　 production　 was　 usually　 observed　 in　the　 central　 part　 of　the　 Amundscn
Gulf丘om　 early　 spring.　 Seasonal　 changei皿the　population　 dynamics　 of　 herbivorous　 copepods　 is
important　 factor　 for　 underStanding　 arctic　 ecosystcm　 bccause　 they　 are　 key　 species　 in　the　 arctic　 food　 web.
Downward　 looking　 trap　 with　 time　 series　 sequential12　 cups　 for　 collecting　 zooplankton　 upward　 swimmer
was　 set　at　100　 m　 above　 the　 bOttom　 of　the　 central　 part　 to　the　 Amundsen　 Gulf　 (depth:　 401　 m)　 during　 280
days　 from　 October　 2003　 to　July　 2004　 to　 observe　 the　 ontogenetic　 vertical　 migration　 of　 copepods.　 This
newly　 build　 zooplankton　 trap　 and　 its　preliminary　 result　 obtained　 in　the　 CASES　 O3-04　 will　 be　 introduced
and　 then　 the　 biological　 role　 of　copepods　 in　the　 arctic　 ecosystem　 will　 be・　discussed　 in　the　 symposium.
カナダ北極 圏西部のマ ヅケ ンジー川河 口域か らアム ンゼ ン湾(Amundsen　 Gulf)　にい たる大陸
棚 にお ける物質循環 の国際共同研 究(Canadian　 Arctic　Shelf　Exchange　Study:　CASES)は 、2002年
よ りカナダのラバ ル大学の研 究者 を中心 に研 究が開始され、2003年9月 か らは研究船 を用 いた1
年 間にわたる連続 的な現 場観測が2004年8月 まで行 なわれた。 この調査海域 の内、アム ンゼ ン
湾 中央部 には毎年 ポ リニアが形成 され、基礎 生産 と2次 生産 が高 い ことが予想 されている。この
海域 にお けるカイアシ類 の生活史 を定量 的に明 らかにす ることは、大 陸棚生態系の物質循環 を理
解 する上 で重 要な意味を持 ってい る。本研究では カイアシ類 の生活史 を、 彼 らの発生段 階に伴
う季節 的鉛直移動 を と らえるこ とによ り明 らかにす るた めに、アム ンゼ ン湾 中心部(北 緯710
00.05'、 西経125°57.85')の 水 深401mの 海底か ら100m上 層 の309mに 動物 プランク トンの上 方
移動 を とらえ る新 たな採 集機 を設置 した。採 集は2003年10月13日 か ら2004年7月18日 まで
の期 間の280日 間、 時間制御 のサ ンプル瓶12本(逆 流弁付 き)で 行 なった。本 シンポジ ウムで
は その機器 の紹介 と動物 プ ランク トンの季節的上方移動 の初 期の結果 を紹介 し、動物 プラ ンク ト
ンの北極 陸棚 域での役割 について考察 する。
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OM-3
2002・2003年 ボ ー フ ォ ー ト海 に お け る 粒 状 有 機 物 フ ラ ッ ク ス の
地 理 的 季 節 的 変 動
Seasonal　 and　 spatial　variability　 in　the　flux　of　Particulate　 organic　 matter
　　　　　　　　　　 in　the　Beaufort　 Sea,　2002・2003.
三 瓶 真(極 地 研),佐 々 木 洋(石 巻 専 修 大),服 部 寛(北 海 道 東 海 大),工 藤 栄,
福 地 光 男(極 地 研)
　 M.　 Sampei　 (NIPR),　 H.　Sasaki　 (lshinomaki　 Senshu　 Univ.),　 H.　Hattori
(Hokkaido　 Tokai　 Univ.),　 S.　Kudoh,　 M.　 Fu㎞chi　 (NIPR)
Downward　 fiuxes　 of　mass　 dry　 weightΦW),　 particulate　 organic　 carbon　 (POC)　 and
nitrogen　 (PON)　 were　 measured　 using　 moored　 sediment　 traps　 in　the　 Beauf()rt　 Sea.
Time-series　 sediment　 traps　 were　 deployed　 at　ca.　70　and　 200　 m　 below　 the　sea　 sur飽 ㏄
at　two　 stations　 (CA　 7　and　 8)　fbm　 September　 2002　 thmugh　 August　 2003.
A皿uamuxesofDW,POCandPONatCA8undertheAm皿dsenGulf画ynya　 were
higher　 than　 thos帥fCA70fftheshelfbreakofMackenzieshelf(Table).　DW伽x t
69　m　 was　 lower　 than　 those　 of　199　 m　 at　CA　 7　between　 August　 and　 December.　 POC
伽x　 at　69　m　 was　 1.4　to　6　times　 higher　 than　 those　 of　199　 m　 at　CA　 7　during　 June　 and
July.　 However,　 POC　 flux　at　69　m　 was　 lower　 than　 those　 of　199　 m　 at　CA　 7　between
August　 and　 December.　 DW　 and　 POC伽xes　 at　 188　 m　 between　 August　 and
December　 were　 higher　 than　 those　 of　June　 and　 July　 at　CA　 8.　 It　seems　 that　there　 were
stmng　 in血uence　 of　lateral　 transport　 on　sinking　 POC　 between　 August　 and　 December
at　bO"om　 of　epipelagic　 layer.　 The　 infiuence　 of　lateral　 transpOrt　 was　 not　 strong　 in
sinking　 POC　 at　70　m
　 　 　 　 　 Table.　 TheannuamuxesofDW,POCandPONattwo





















スを測定するため、2002年9月 から2003年8月 までCA7,8の 二測点においてセ
ディメントトラヅブの係留観測を行なった。
DW,POC,PONフ ラックスともにホ リニア域に位置する測点CA　 8に おいて、マヅ
ケンジー河口大陸棚斜面における測点CA7よ りも高い値を記録 した(表)。CA7に
おいてDWフ ラヅクスは、8月 から12月 には199mよ りも69mで 低い値を記録
した。　POCフ ラヅクスは6,7月 には199mよ りも69mで 高い値 を記録 したが、
逆に8月 から12月 には199mよ りも69mで 低い値を記録 した。CA8で はDW,POC
フラックスともに6,7月 よりも8月 から12月 において高い値を示 した。これ らの




THE SOUTHERN OCEAN CONTINUOUS PLANKTON RECORDER SURVEY: VARIATION 
     IN ZOOPLANKTON SPECIES ASSOCIATION IN THE SOUTHERN OCEAN.
G.W. Hosie
Australian Antarctic Division, Department of Environment and Heritage, 203 Channel 
               Highway, Kingston, Tasmania 7050, Australia.
Significant changes in zooplankton composition have occurred in various ocean systems in 
recent years. These changes can be quite dramatic, occurring within one or two seasons, as 
happened with the regime shift in the North Sea and North Atlantic in the late 1980s. 
Substantial shifts also occurred in the far North Pacific in  1976/77 and more recently in 
1998/98. These regime shifts have had impacts on higher trophic levels, notably on 
commercial fish stocks. Antarctica and surrounding waters are speculated to be particularly 
sensitive and vulnerable to climate change and Antarctic zooplankton may respond to 
climatic forcing in the same fashion as demonstrated in the North Sea, Atlantic and North 
Pacific. The effect of global warming on cold water plankton and sea-ice patterns, plus UV 
impact may also trigger a sudden change in Southern Ocean plankton with subsequent 
impacts through the rest of the ecosystem. Prof. Kawamura provided some evidence of a 
significant decline in herbivorous copepod abundances between the 1930's and the 1980's 
caused by a likely excess of Antarctic krill. A possible decline in krill numbers in favour of 
salps has since been identified. Initial comparison of CPR tows across Drakes Passage in 
1927 and 2000 also support the view of change in plankton  abundances and composition. 
These various indications of change have been based primarily on the comparison of 
abundances of species between years. Caution is required in the interpretation of such 
analysis due to the inherent problems of estimating plankton abundance and high variation 
associated with abundances estimates. This presentation reports on detailed analyses of 
zooplankton species composition and associations in the Southern Ocean conducted using 
data collected by continuous plankton recorders between 1991 and 2004, in order to 
determine if any substantial changes have occurred. The permanent open ocean (POOZ) and 
the sea-ice zones (SIZ) were compared to also assess the degree of annual variation in species 
composition in zones with markedly different environmental conditions. The POOZ 
showed relatively stable associations between each summer for dominant taxa, Oithona 
similis, Calanus simillimus, Oikopleura and small calanoid copepods (mainly Ctenocalanus citer). 
This group maintained a consistent association with each other from winter to  autumn, 
despite changes in overall species composition through community succession. The SIZ 
showed a marked change in species composition in the late 1990's. In the 1990's, 
euphausiids Thysanoessa  macrura and Euphausia superba were dominant, and overall 
zooplankton was very low. In 2000, 2002, 2003 and 2004, Oithona similis, small calanoids, 
forams and appendicularians dominated, a group more typical of the POOZ. Overall, 




Long-term　 variation　 of　surface　 phytoplankton　 chlorophyll　 a
　 　 　 　 　 in　the　 Southern　 Ocean　 during　 1965-2002
平 課 享 ・小 達 恒 夫 ・福 地 光 男(国 立極 地 研 究 所)
173-8515東 京 都 板 橋 区加 賀1-9-10
Toru　 Hirawake,　 Tsuneo　 Odate　 and　 Mitsuo　 Fukuchi　 (NIPR)
　 　 9-10,　 Kaga　 1-chome,　 Itabashi-ku,　 Tokyo　 173-8515
Abstract:　 Thc　 variation　 in　 the　 phytoplankton　biomass　 ver　 a　 decadal　 time　 scale,　 and　 its
relationship　 with　 thc　 (Antarctic　 Circumpolar　 Wave)　 ACW　 and　 climate　 changc,　 has　 been　 poorly
intcrpreted　 bccause　 of　 the　 limitcd　 satellite　 chlorophyll　 a　 (chlのdata　 comparcd　 with　 the　 physical
paramcters　 from　 satcllite.　 We　 analyzcd　 a　long-term　 chl　 a　 data　 set　 along　 the　 Japanese　 Antarctic
Research　 Expcdition　 (JARE)　 cruise　 tracks　 since　 1965　 to　 investigate　 intcr-annual　 variation　 of
phytoplankton　 biomass.　 In　 thc　 Southern　 Ocean,　 increasing　 trends　 of　 chl　 a　 and　 the　 spreading　 of
highcr　 chl　 a　 arca　 to　 thc　 n()rth　 with　 3-7　 ycar　 cycles　 wcre　 found.　 Co-variati()n　 with　 phases　 of　 a
maximum　 sca　 icc　 extent　 in　 austral　 wintcr　 has　 not　 bcen　 extracted　 from　 thcse　 datasct.　 Thc
enhanccment　 of　thc　 pcriods　 and　 its　amplitude　 by　 strong　 El　 Nifio　 is　suggested.
要 旨:南 大 洋 にお ける植 物 プランクトンバ イオマ スの10年 スケ ール 変 動 につ いての 知 見 は ほと
んど無 く、また 、一南極 周極 波(ACW)、 気 候 変 動 との 関係 につ い ても明 らか となっていな い。それ は 、
人 「コ衛 星 による海 色クロロフィル デ ータが 、海 面 水 温 ・海 氷 な どの衛 星デ ー タと比 較 して非 常 に 限
られ ていることも原 因 の一一つ で ある。本 研 究で は 、1965年 以 来 、日本 南 極 地 域 観 測 隊 により砕 氷
船 の航 路 に沿 って 調査 され続 けて きたクロロフィル αデ ータを解 析 し、その長 期 変 動 の抽 出を行 っ
た。その結 果 、1965年 か ら2002年 の 間 のクロロフィルa濃 度 の 変動 に3-7年 の周 期 が 見 られ 、増
加 傾 向 を示 した。また、高 クロロフィル α濃 度 海 域 が北 へ広 がる傾 向 にあった。経 年 変 動 に見 られ
た周 期 と、冬 季 の海 氷 張 り出周 期 との同 調 は見 られなか った。また、強 いエル ・ニ ー ニョが クロロフ
ィル α濃 度 変 動 の 周 期 と振 幅 を増 加 させ いることが示 唆 された。
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南極海 に生息す る植 食性カイアシ類Calanoides　 acutusの 生活史戦略
Time-series　 study　 of　 the　 life　 cycle　 strategy　 of　 Calanoides　 acutus　 in　the　 /)　ntarctic　 Ocean
高 橋 邦 夫(極 地 研)・G.ホ ー ジ ー(オ ・一ス トラリア 南 極 局)・ 福 地 光 男(極 地 研)・ 小 達 恒 夫(極 地 研)
　 　 　 KunioT.Takahashi(NIPR),GrahamW.Hosie(AustralianAntarcticDivision),
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Mitsuo　 Fukuchi　 (NIPR)　 and　Tsuneo　 Odate　 (NIPR)
The　 seasonal　 storage　 lipid　 dynamics　 of　Calanoides　 acutus　 at　the　 surface　 layer　 over　 the　whole　 summer　 were
examined　 by　 the　 time　 series　 observations　 in　the　 Indian　 sector　 in　the　 Antarctic　 Ocean,　 in　order　 to　confirm　 the
life　cycle　 strategy　 of　this　 sp㏄ies.　 Copepodite　 V　 (CV)　 stages,　 which　 the　 major　 overwintering　 stage.　 were
dominant　 at　the　 surface　 in　November　 about　 20%　 of　the　 total　 population.　 They　 must　 have　 not　 developed
from　 eggs　 produced　 that　 spring,　 but　 have　 overwintered,　 and　 had　 not　 been　 able　 to　mature　 at　depth　 prior　 to
ascending　 to　the　 surface.　 The　 dry　 weight　 of　the　 CV　 stage　 in　January　 was　 double　 that　of　those　 of　November,
while　 the　 lipid　 weight　 did　 not　 change　 dramatically　 CV　 stages　 after　 overwintering　 had　 stored　 lipid　 as　an
energy　 reserve,　 and　 maintained　 high　 lipid　 contents　 during　 summer　 months.　 with　 surplus　 energy　 pr()bably
used　 lbr　growth.　 The　 population　 in　February　 could　 be　 divided　 in　to　two　 groups,　 based　 on　 their　 dry　 weight,
with　 the　 difference　 being　 over　 600μg.　 The　 difference　 between　 the　 two　 groups　 was　 1.5　times　 by　 lip　id　weight.
Lipid-poor　 individuals　 group　 developed　 from　 eggs　 in　the　current　 spring　 co-existed　 in　autumn　 with　 lipid-rich
individuals　 group　 that　had　 already　 overwintered　 once　 as　a　CV　 stag巳(二actttus　 has　 a　life　cycle　 of　more　 than
two　 years,　 and　 therefore　 there　 were　 two　 groups　 of　 CV　 stage　 with　 different　 life　span　 in　autumn　 period.
Individuals　 with　 insufficient　 time　 to　grow　 to　lipid-rich　 CV　 stage　 in　their　 first　summer　 could　 adapt　 the　 two
year　 life　cycle　 strategy　 and　 overwinter
南極海 で優 占す る植 食性カイアシ類CalaRoides　 acutusは 、貧植 物(餌)期 間である冬期 の生命維持の
ため、脂質 をエネルギー源 として体内 に貯蔵す る越 冬戦略 を獲得 している。そのため夏期 の脂 質貯蔵 は
成 長 や越 冬 、再 生 産 といった生物 活 動 を左 右 す る最 も重要 な要 因 であると考 えられる。本 研 究 はC.
acαt〃sの主要な越 冬ステージであるコペポダイト(C)V期 を用 いた貯蔵 脂質 の時 系列変化から、本種の生
活 史を再 検討した。C.　acutαsは 一 年サイクル の生活 史を有 し、コペポダイト幼 生期 の後期 で越冬 した個
体 は、深 層で成熟 、受精を行 ない、卵を伴 った成体雌 は春先 の植 物プランクトンのブルームに合わせて表
層 に浮上して産卵 す ると言 われてきた。しかしながら本研 究では11月 に約20%をCV期 が 占めていた。過
去 に報告されている成 長速度から、これ らの個 体はこの春 に卵からハッチアウトして成長 した可能性 は低く、
深 層で成熟 できず に浮 上し、少 なくとも2年 以上のサイクル を有す る個体 であると考えられた。また乾燥重
量および脂 質含有 量の時 系列変化から、11月、1月の個 体は脂 質含有 量ではそれ程変化が見られなかっ
たが、乾燥重 量では1.6倍 の増加が見られた。これより越冬を経験 したCV期 が脂質貯蔵を優 先して行 ない、
その後 は充 分な脂 質含有 量を維持 しながら、余剰エネルギー は 自身の成長 にまわしていることが示唆され
た。さらに、2月 には乾燥重量600pg以 上の富脂質含有 個体と、600pg以 下の貧脂 質含 量個 体が見出され 、
これら貧脂 質個体 はこの春 生まれ、表層で成 長したCV期 であると考 えられた。このことからC.　acutusは 秋
期 になるとこの春 生まれた新世代 と一度越冬 を経験した2年 目のCV期 が共存することが明らかとなり、充分
な脂 質を貯 えられなかった個 体は、冬期を生き延 び、確 実な再生産 を行なうため、2年以上 を費やす事で
適応す る柔軟性 を持ち合わせている可能性 が示唆 された。
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AEROBIC DIVE LIMIT: WHAT IS IT AND IS IT MORE 
       MISLEADING THAN USEFUL?
Patrick J Butler, Jonathan A Green.
School of Biosciences, University of Birmingham, Birmingham,  B15 
                  2TT, UK
Polar species have long been the animals of choice for studies of diving behaviour 
and physiology. The term aerobic dive limit (ADL) was first coined by Jerry 
Kooyman and his colleagues in 1983 to define the dive duration of Weddell seals, 
Leptonychotes weddellii, up to which there was no increase in post-dive lactate 
concentration in the blood. It was only possible for these scientists to make the 
necessary measurements because the seals would dive from and return to a man 
made hole in the Antarctic ice sheet. Similar measurements have only been made in 
one other species, the emperor penguin, Aptenodytes forsteri, again diving from and 
returning to similar made made ice holes. One important fact emerged from these 
two studies; these animals could dive for two to three times longer than their ADL, 
when determined as described above. In other words, there was still sufficient 
oxygen remaining in their bodies to supply the central nervous system, heart and, 
presumably, the locomotor muscles. A confusion has arisen because many authors 
have used the same term, aerobic dive limit, to describe the time it takes for a diver 
to use all of its available oxygen while submerged, i.e., useable 02 stores/rate of 02 
use  (%2 ) while under water. Clearly, the two situations are not similar. There is no 
way that a bird or mammal could remain submerged after using all of its available 
02, and yet it is able to remain under water after lactate has begun to accumulate. 
Butler and Jones (1997) suggested, therefore, that the dive duration up to which 
there is no increase in post-dive lactate should be called the diving lactate threshold 
(DLT), to make it analogous to the lactate threshold during exercise on land. The 
value calculated from useable 02 stores and  Vp2 when submerged, should be called 
the calculated aerobic dive threshold (cADL). Despite this distinction, there are 
some species, notably the gentoo and king penguins and elephant seals, which 
perform a sizeable proportion of their dives in excess of their cADL, even if the 
 1102 that is used is for when they are resting on water. Thus, either the useable 02 
stores are much larger than is assumed and/or they are used at a rate that is lower 
than the resting rate when the animals are in water. Possible explanations for these 




 YEAR-ROUND BEHAVIOUR AND ENERGETICS OF MACARONI PENGUINS 
            1J . A. Green,  21. L. Boyd,  1A. J. Woakes &  1P. J. Butler 
 1School of Biosciences
, University of Birmingham, Birmingham, B15 2TT, UK 
2Sea Mammal Research Unit
, University of St Andrews, St Andrews,  KY16 8LB, UK
Macaroni penguins are one of the principal consumers of Antarctic krill in the Scotia 
Sea. The aim of our project is to estimate the resource requirements of macaroni 
penguins at different times of year and in years of contrasting resource availability. 
We used miniature data loggers to record heart rate (fH) and diving depth. Heart rate 
was used to estimate the rate of oxygen consumption  (V02  ), and hence metabolic 
rate and rate of food consumption, while diving depth was used to indicate which 
parts of the water column the penguins used. Our analyses have allowed us to make 
the first accurate estimates of year-round energy expenditure for free-ranging 
animals and to study their energetics and behaviour during the long winter migration, 
which was previously impossible. Mean metabolic rate varied significantly between 
the two years studied, from 7.74 ± 0.69 to 10.62 ± 0.72 W  kg-1  y-1. To satisfy this 
energetic demand, a pair of macaroni penguins would have to consume between 576 
± 51 and 790 ± 54 kg of crustacean prey per year. Other analyses have focussed on 
variability and flexibility in diving behaviour during the course of the year. Diving 
behaviour is far more consistent between years but varies substantially within a year. 
Macaroni penguins dive deeper and for longer during the winter months than they do 
during their breeding season and possess diving capabilities far in excess of our 
previous understanding, which  was based on data from the breeding period only.
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         FORAGING ECOLOGY OF LITTLE PENGUINS 
          Yan  Ropert-Coudertl, Belinda  Canne112, Akiko  Kato' 
 'National Institute of Polar Research
, 1-9-10 kaga,  Itabashi-ku, Tokyo 173-8515; 
                          JAPAN  (yanatnipnac.jp) 
 2  Murdoch University
, South St, Murdoch, Perth, Australia, 6150
Little information is available about the foraging effort of Little penguins Eudyptula minor. 
This study aimed at reconstructing the time budget and underwater activity of free-
ranging Little Penguins from Penguin Island, Western Australia, foraging in a shallow 
Bay using flipper beat frequency as an index of prey pursuit. From the data recorded by 
miniature accelerometers attached to the back of 4 Little penguins, we defined 3 modes 
of flipper beat frequency: a cruising mode at 3 Hz, a deceleration mode < 3 Hz and a 
transitory increase in the frequency (>3Hz) indicating prey encounter and pursuit. Using 
this proxy of prey encounter we found that i) simple dive characteristics, especially 
undulations at the bottom phase of the dives cannot be used as reliable indexes of prey 
encounter; ii) Little Penguins feeding in shallow waters show specific adaptations 
susceptible to enhance prey capture; and iii) that the time of first prey encounter within 
the window frame of the foraging trip conditions whether birds will conduct a short daily 
trip or will decide to stay at sea overnight before resuming their foraging activity on the 
next day.
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Foraging efficiencies in diving Pygoscelis penguins: 
  What options are open in areas of sympatry?
Rory P. Wilson, School of Biology, University of Wales Swansea, Singleton Park, 
                   Swansea, SA2 8PP, Wales, UK.
Eighteen Adelie penguins, 17 chinstrap penguins and 14 gentoo penguins breeding 
sympatrically at Ardley Island, King George Island, Antarctica between December 
1991 and January 1992, were equipped with time-depth recorders to examine inter-
specific differences in diving capacities and behaviour. Although diving behaviour 
appeared superficially similar in all species, there were significant differences in the 
frequencies of maximum depths. There were marked relationships between depth and 
the durations of the following parameters: descent, bottom, ascent and surface period 
for all species. Assuming that the bottom period was used primarily to  forage, dive 
efficiency (bottom duration/total dive cycle duration) could be calculated as a 
function of maximum dive depth by combining best fit regressions for all parameters. 
This scenario showed that Adelie penguins were most efficient at depths < 20 m, 
chinstrap penguins most efficient at intermediate depths between 20 and 60 m and 
gentoo penguins most efficient at depths > 60 m. All species tended to forage at the 
depths were they were most efficient. The significance of the variable diving 
capacities with regard to reduction of inter-specific competition is discussed.
—20—
 OM-1 1
of stroke  and glide of an avian  foot-propelled diver
   Yutaka  Watanukil, Akinori  Takahashil, Francis  Daunt2, Sarah  Wanless2, 
                 Mike Harris2, Katsufumi Sato3, Yasuhiko Naito3
'Graduate School of Fisheries Sciences, Hokkaido University, Minato-cho 3-1-1, 
 Hakoclate  ,  Hokkaido,  041-8611,  Japan  ,  ywata@  f  ish  .  hokudai  .  ac  .  j  p2 NERC Centre 
for Hydrology and Ecology, UK and  3 National Institute of Polar Research, Japan
    Classical optimal diving model assumes that divers consume oxygen at 
a constant rate while descending, foraging and ascending during diving. 
Seabirds, however, have to spend more energy to resist buoyancy while 
descending than they do while ascending passively as they have much air 
in feathers and lung. In the recently proposed diving model, seabirds are 
assumed to spend less energy per unit time on average if they make deeper 
dives as the buoyancy decreases in deeper water because of the compression 
of  air. This implies that buoyant seabirds decrease power output to descend 
deeper, which has been determined for a wing-propelled diver recently. We 
studied stroke behavior of free ranging shags  _PlaaLacfrixtaraxarisbotelis, 
foot-propelling bottom-feeders, by recording surge and heave accelerations 
at 64 Hz with data-loggers attached on birds' back. Shags descended and 
ascended almost vertically (60 - 90  degrees)  . During descent, the birds 
swam at a range of speed  (1.2 -  1.8  m/s)  , while they decreased the frequency 
of foot-stroke mainly by fivefold increase of the duration of  glide. They 
seem to maintain the duration and the  maximum strength of power-stroke, 
which could optimize muscle contraction efficiency. These indicate that 
the shags regulate the foot-strokes so as to make efficient diving. Our 
results also suggest that shags make lower average power output per unit 
time of descent phase when the birds make deeper dives.
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JAPANESE IPY ACTIVITIES 2007-2008
 Hiroshi KANDA and Mitsuo FUKUCHI 
(National Insitute of Polar Research, Japan)
 The Japanese National Committee for the IPY-4 (2007-2008) was formed by the Polar 
Research Board of the Science Council of Japan to articulate a vision for Japanese 
participation in IPY 2007-2008 in coordination with and on behalf of Japanese science 
committee. The Japanese National Committee compiled as a leaflet.  "The Fourth 
International Polar Year Japanese Programs", which is a collection of 42 programs 
carried out in the frame work of IPY-4. The programs collection includes 6 bi-polar, 16 
Antarctic and 20 Arctic programs. The collection is by no means comprehensive and the 
committee did not make efforts to squeeze all possible programs, and assumes many 
more nice programs will be added at later time. In the leaflet, all the programs 
submitted are received as they are. 
 At the ICSU Planning Group (PG) meeting in 15th September, the PG  added one more 
theme, "To investigate the cultural, historical, and social processes that shape the 
resilience and sustainability of circumpolar human societies, and to identify their 
unique contributions to global cultural diversity and citizenship" and further one more 
observational initiative, "The aeration of datasets on the changing conditions of 
circumpolar human societies from the first IPY  1882-183 to the present". Based on the 
final reports of these themes and initiatives, the National Committee may be necessary 
to put together and some proposals. 
 The Japanese Committee had an idea to attract the interest in polar regions for 
schoolchildren. This achieve is to set the forum for schoolchildren at NIPR in 
December 2004 and to invite any research plans proposed by schoolchildren themselves 
which are expected in the polar regions. The children can join in the prize contest for 
best idea. The prize research plan will be performed by researcher in polar region and 
the excellent results will be reported at the school of a proposal.
Schedules 
 December 2004 Submission deadline to National Committee 
 10th January, 2005 Submission deadline 
 February, 2005 ICSU Executive Board meeting 
 June 2005 ICSU meeting and adoption of the final document. 
 1st March, 2007 –  1st March 2009 IPY-4
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ニー オ ル ス ン氷 河 後 退 域 にお け る地 衣 類Cetrarie〃a　 deliseiの 純 生 産 量 の 推 定
Estimation　 of　the　 net　 primary　 production　 of　the　 lichcn　 Cetrarie〃a　 delisei　 on　 a　glacier
む
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fbreland　 in　Ny-Alcsund,　 Svalbard.
内 田雅 己(極 地 研),中 坪 孝 之(広 島 大 院),神 田啓 史(極 地 研),小 泉 博(岐 阜 大)
M.　Uchida　 (NIPR),　 T　Nakatsubo　 (Hiroshima　 Univ.),　H.　Kanda　 (NIPR),　 H.　Koizumi　 (Gifu　Univ.)
　 As　 part　 of　a　study　 on　 carbon　 cycling　 in　the　 high　 Arctic,　 we　 aimed　 to　estimate　 the　 primary
む
producti(m　 of　 the　 dominant　 lichcn　 Cet}'ariella　 delisei　 in　 a　deglaciated　 area　 in　Ny-Alesund,
Svalbard　 (79°N).　 The　 clfects　 of　 abiotic　 fact()rs　 on　 the　 net　 photosynthesis　 and　 dark　 respiration
ratcs　 werc　 cxamincd　 in　the　 snow-free　 season　 of　2000　 using　 an　 open-110w　 gas　 exchange　 systcm
with　 an　 infrarcd　 gas　 analyzer　 Positive　 photosynthetic　 activities　 werc　 observcd　 on　 rainy　 days　 or
soon　 aftcr　 rainfall　 when　 thallus　 watcr　 contcnt　 was　 high,　 whereas　 photosynthetic　 activities
droppcd　 below　 the　 dctcctable　 limit　 on　 clcar　 days　 because　 of　 low　 thallus　 watcr　 content.　 We
constructcd　 a　modcl　 for　 estimating　 the　 nct　 primary　 producti()n　 (N1)1))　 of　 lichcn　 according　 to
Uchida　 et　 al.　 (2002).　 The　 mcan　 NPP　 value　 in　 the　 snow-free　 scason,　 estimated　 using
mcteorological　 data　 obtaincd　 from　 1995-20()3.　 was　 2.2　 gC　 dry　 wt.　 m'2　 snow-free　 season'1.　 The
result　 suggcsts　 that　 thc　 contribution　 of　lichen　 t()　carbon　 input　 is　small　 compared　 with　 that　 of
dominant　 vascular　 plant　 and　 m()ss　 in　the　study　 site.
北極 陸 域 生 態 系 の 炭 素 循 環 を解 明 す る 一環 と して,高 緯 度 北 極 域 に お け る地 衣類 の 生
理 生 態 的 特性 を明 ら か に し,純 生産 量の推 定 を行 った.
ノル ウ ェー ス ピ ッ ツベ ル ゲ ン 島 ニ ー オ ル ス ン(79・N)に あ る東 ブ レ ヅガー 氷 河 後 退 域
の モ レー ン 上に調査 地 を設 定 し,本 調 査地 の優 占種 で あ る トゲ エ イ ラ ンタ イCetrarie〃a
deliseiの 純光合 成 速度 お よび暗 呼吸 速度 を赤外 線 ガス 分析 装 置(Li-Cor,Li-6252)を 用 い た通
気法 で測 定 した.2000年7月 下 旬 か ら8月 中旬 に か け て,一 定 の 光 お よ び温 度条 件 下 で
純 光 合成 お よび 暗 呼 吸 速 度 の測 定 を行 った.ま た,本 種 の 純 生 産 量 を推 定 す るた め に,
光 一光 合 成,水 分 一光 合 成,温 度 一光 合 成,お よび 温 度 一暗 呼 吸 曲 線 を求 め た.
Uchidaら(2002)に 従 い,上 記 の各 曲線 の 回帰 式,野 外 の光,地 衣類 の温 度 お よび 降
水 量 の デ ー タ か ら無 雪 期 間 の純 生 産 量 を推 定 した.そ の 結 果,1995-2003年 に お け る
地 衣 類 の 純 生 産 量 の 平 均 値 は2.2　gC　dry　Wt.　m'2　sn・w-free　seas・n-1と 見 積 も られ た.本 調 査
地 の維 管 束植 物 の優 占種 で あ るキ ョ クチ ヤ ナ ギ お よ び 蘇 類 の優 占種 で あ るカ ギハ イ ゴ
ケの 純 生 産 量 は49.2(Muraokaetal.,2002)および7.4　 (Uchida　 et　al.,　2002)　gC　dry　wt.　nf2
Sn。W-free　SeaS・n'1と 報 告 され て い る こ とよ り,ト ゲ エ イ ラ ン タ イ の生 態 系へ の 炭 素 投 入
量 は,上 記2種 よ りも著 し く少 な い こ と が示 唆 さ れ た.
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北極 二一オルス ンの異な った遷移段階で生育 している
植物体 中の窒素濃度 と炭素同位体 比の比較
　 Comparison　 of　nitrogen　 concentration　 and　 carbon　 isotopic　 composition　 of
　 various　 plant　 species　 growing　 in　differ(≧nt　successional　 stages　 in　the　 High　　　　　　　
Arctic　 glacier　 foreland　 in　Ny-Alesund　 area　 in　Svalbard.
久 米 篤(富 山 大 学),中 野 隆 志(山 梨 県 環 境 科 学 研 究 所),坂 田(別 宮)有 紀 子
(都 留 文 科 大 学),半 場 祐 子(岡 山 大 学 資 生 研),神 田 啓 史(国 立 極 地 研 究 所)
Atsushi　 Kume　 (Tbyama　 Univ.),　Takashi　 Nakano　 (Yamanashi　 lnst.　Environ.　 Sci.),　Yukiko　 S.
　　　　Bekku　 (Tsuru　 Univ.),　Yuko　 -「　Hanba　 (Okayama　 Univ.),　Hiroshi　 Kanda　 (NIPR)
む
ln　 the　 glacier　 foreland　 in　the　 high　 arctic　 Ny-Alesund　 area　 in　Svalbard,　 Norway,
contrasting　 soil　 conditions　 are　 associated　 with　 different　 stages　 of　succession　 within
a　small　 area.　 ln　this　 area,　 these　 are　 several　 types　 of　phototrophs:　 lichens,　 mosses,
narrow-Ieaved　grasses,　 perennials　 and　 shrubs.　 Comparisons　of　 different
successional　 stages　 make　 it　possible　 to　examine　 the　 effects　 of　soil　 development　 on
plant　 nitrogen　 (N)　 use　 and　 water　 utilization　 for　 several　 types　 of　plant　 species,　 We
compared　 N　 concentration　 and　 δi3C　 value　 of　 the　 plants　 growing　 in　different
successional　 stages.　 Even　 though　 the　 soil　 mass　 water　 contents　 of　the　 study　 sites
increased　 from　 10%　 to　140%　 and　 the　 soil　 N　 concentration　 increased　 from　 O.02%　 to
O.85%　 with　 the　 progress　 of　succession,　 water　 and　 N　 concentration　 in　the　 soil　 had
negligible　 effects　 on　 the　 N　 concentration　 and　 δi3C　 value　 of　 photosynthetic
apparatus　 of　observed　 species.　 The　 N　 concentration　 andδ13C　 value　 were　 mainly
determined　 by　 species.　 The　 growth　 form　 of　 the　 above-ground　part　 of　 the　 plant
seemed　 a　 crucial　 factor　 for　 proper　 utilization　 of　 N　 and　 water　 in　the　 high　 arctic
environment.
氷河後退域 では,後 退後 の一次遷 移の進 行にともなって土壌 条件が大きく変化する。
ノル ウェー北方に位置するスバールバル諸 島、北緯78度55分 、東経11度51分 、ニー
オルセン(Ny-Alesund)のBrの99er氷 河後退域 においては,遷 移の進行とともに土壌含水
率 は10%か ら140%ま で,窒 素濃度 は0.02%か ら0.85%ま で増加 した。土壌の発達 と様 々
なタイプの植 物の窒素 および水 利用様式との関係を解析するために,こ の氷河後退域 に
おいて,遷 移 段 階別 に地衣,コ ケ,禾 本,多 年生草 本,潅 木 の窒素 濃度(N)と 炭素 同位
体比(δ13C)を 比 較した。その結果,測 定を行った植物 のNや δi3Cは,こ れらの土壌環
境 の大幅な変 化の影 響をほとんど受 けておらず,種 とその生 育形によってほぼ決まって
いた。各遷移 段 階サ イトにおける平 均 δ13Cは 遷 移段 階によらず ほぼ一定であったのに
対 して,平 均N濃 度 は遷移 の進 行,あ るいは乾燥化 とともに低下する傾 向があった。最 も
窒素濃度が高 い植 物は5訪xρo励5(キ ョクチヤナギ)で あり,地 衣やコケでは低かった。
Bregger氷 河後 退域 においては　Saxifraga　oρρos/'tifo/ia　(ムラサキユキノシタ)は葡萄型
(P-form)と クッション型(C-form)の2つ の生育形を取るが,い ずれ の調査地でもC-formの
δi3CはP-formよ りも約2%・ 小さかった。一方,N濃 度には差 が無 かった。
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カナダ高緯度北極 圏 ・エルズ ミア島の氷河後退域モ レー ン上における植生発達
一年代 とマイクロサイ トの重要性 －
Vegetation　 development　 on　 deglaciated　 moraines　 in　Ellesmere　 island,　 high　 arctic　 Canada.
-lmportance　 of　terrain　 age　 and　 microsite　 conditions－
森 章(京 都 大 学 農 学 研 究 科),大 園 享 司(京 都 大 学 農 学 研 究 科),
内 田 雅 己(国 立 極 地 研 究 所),神 田 啓 史(国 立 極 地 研 究 所)
　 　 　 　 　 　Akira　Mori　 (Kyoto　 Univ.),　Takashi　 Osono　 (Kyoto　 Univ.),
　 　 　 　 　 　 　 　 Masaki　 Uchida　 (NIPR),　 Hiroshi　 Kanda　 (NIPR)
Vcgctati(m　 dcvclopmcnt　 on　 thc　 dcglaciatcd　 m(、raincs　 was　 invcstigatcd　 at　Ellcsmcre　 Island,　 high
arctic　 Canada.　 A　 targct　 glacicr　 that　 is　originatcd丘om　Kricgcr　 M(、untains　 ncar　 Oobloyah　 Bay
has　 scvcral　 moraincs　 with　 diffcrcnt　 cstab|ishmcnt　 pcriods.　 Using　 thc　 rcsults　 or　 tiCld　 ccnsus　 on
thcsc　 moraincs　 in　July　 2004,　 wc　 spccitically　 discuss　 the　 importancc　 of　 both　 m()rainc　 agc　 and
micr(、sitc　 c(、nditi(、ns　 within　 cach　 m(、raine　 f()r　vcgctation　 devclopmcnt　 in　this　 dcglaciatcd　 arca.
カナダ高緯度北極圏エルズミア島中央部に位置するオーブロや湾付近のクリー ガー山脈
において,氷 河後退域 のモレーン ヒの植生発達を調査した。特に,氷 河後退後の経過年代
に伴う,各年代のモレーン ヒにおける植生の発達および植物の生育微環境の変化の双方に
着rlした。
2004年7J]に,ク リー ガー山脈 の南面に発達する山岳氷河の1つ を対象に,そ の前縁地
域において現地調査を行った,,この氷河は最終氷期以降に,成 立年代の異なる複数のモレ
ーンを残している。本研究では,そ のうち4つ の年代の異なるモレーン」二に50mの ライントラ
ンセクトを各1本 ずつ設置し,2.5m間 隔で1mxlmの コドラートをトランセクト上に計20個 設
けた。その後,各 コドラート内において,維 管束植物 ・陰花植物・礫/石 による各校率,最 大礫
サイズ,植 物リターの最大堆積深,全 維管束植物種を記載した。さらに,各 コドラート内にお
いて,ホ ッキョクヤナギ全個体のサイズ,繁 殖の有無,地 上部バイオマスを求めた。
年代が古いモレーンほど,植 被率は高い値を示し,礫/石 による被率は低くなった。古い
年代のモレーンほど,礫 サイズは小さくなった。さらに,植 物リター堆積深は,古 い年代のモ
レーンほど大きくなった。出現維管束植物種数,ホ ッキョクヤナギの個体数及びバイオマス








コ ケ 坊 主 の 異 な る部 位 に お け る脂 肪 酸 組 成 の 比 較 一 ミ ニ 生 物 圏 モ デ ル と して の コ ケ 坊 主
Bryosphere:　 comparison　 of　fatty　acid　compositions　 from　 different　 parts　of　a　moss　 pillar
兼 清 温 子 ・長 沼 毅(広 島 大)、 伊 村 智 ・内 田 雅 己 ・神 田 啓 史(極 地 研)
　 Atsuko　 Kanekiyo,　 Takeshi　 Naganuma　 (Hiroshima　 University,　 Japan)
　 　　 Satoshi　 lmura,　 Masami　 Uchida,　 Hiroshi　 Kanda　 (NIPR,　 Japan)
　 Energy　 flows　 and　 material　 cycles　 are　the　bases　 of　biological,　 ecological　 and　 biospheric　 systems.　 Energy　 flows
of　the　 Earth　 system　 originate　 from　 the　 solar　 light　 energy　 and　 the　 geothermal　 energy,　 which　 are　 converted　 to
chemical　 energy　 via　photosynthesis　 and　 water-rock　 interaction,　 respectively.　 Organisms　 utilize　 and　 refill　chemical
energy　 stored　 in　inorganic　 and　 organic　 compounds　 via　phosphate　 transfers　 (eg,　 ArP　 ← → 　ADP　 +　phosphate)　 and
reduction-oxidation　 (redox　 reactions;　 eg,　 respiratory　 electron　 transfer　 system).　 Redox　 reactions　 have
biogeochemical　 significance　 and　 remarkably　 occur　 on　 an　 ecological　 scale　 at　redoxわoundaries丘)und　in,　fOr
example,　 deep-sea　 hydrothermal　 vents　 and　 methane　 seeps　 where　 a㎡mals　 hosting　 sulfUr-/methane-oxidizing
symbiotic　 bacteria　 thrive.　 Red()x　 boundaries　 are　 als()　important　 sites　for　generation　 of　chemical　 energy　 to　drive
biological　 production　 and　 material　 cycling　 in　the　 Antarctic　 terrestrial　 ecosystems.　 We　 discussed　 about　 some
㎡crobial　 ecology　 in　the　 biphasic　 (upper　 oxidizing　 and　 lower　 reducing)　 lake　 Suribati　 Ike　 last　year.　 Here　 we
present　 an　 example　 from　 ``moss　 pillar"　 serving　 as　 an　 Antarctic　 redox　 boundary　 Moss　 pillar　 is　a　complex
㎡ ㎡.ecological　 system　 composed　 of　 aquatic　 mosses　 (tentatively　 Bryum　 sp.　 and　 Leptobryuin　 sp.)　 and　 other
photosynthetic　 organisms　 (microalgae)　 outside　 and　 degraded　 tissues　 inside,　 yielding　 oxidizing　 exterior　 and
reducing　 interior,　 respectively,　 with　 a　redox　 gradient　 and　 boundary.　 Biogeochemical　 processes　 that　 may　 occur　 at
the　redox　 boundary　 and　 the　potential　 role　of　moss　 pillar　f()r　material　 cycling　 in　olig()trophic　 waters　 are　discussed.
生物 ・生態系 ・生物圏を成 り立たせてい るものは、エネルギー流 とそれに駆動される物質循環である。
エネルギー流に着 目すると、生態系 ・生物圏 レベルでは太陽か らの光エネルギー と地球内部か らの熱エ
ネルギーが源泉 であ り、それぞれ光合成および地下深部での水熱反応 によって生物が利用で きる化学エ
ネルギーに変換 される。生物は、無機物や有機物に貯蔵 された化学エネルギーを、 リン酸基転移(た と
えばATP　 →　ADP　 +　リン酸)と 酸化還元反応(た とえば呼吸の電子伝達系)で 取 り出 し、あるいは再
貯蔵する。酸化還元反応は生物地球化学的に重要であ り、これが顕著 に行われる酸化還元境界、たとえ
ば海底熱水噴出孔 ・メタン湧出帯 には、イオウ酸化細菌やメタン酸化細菌 を体内共生させた深海生物が
群生するという生物 ・生態学的に興味深い現象が見 られ る。そ して、南極 陸上生態系 においても、酸化
還元境界はエネルギー生産場 として、また物質循環の駆動力源 として重要である。昨年の発表でわれわ
れはその ような酸化還元境界 として昭和基地近 くの 「す りばち池」を例 に して、上下で好気 ・嫌気(酸
化 ・還元)に 分かれている二層湖沼における好塩細菌の系統 と分布を取 り上げた。今年は昭和基地周辺
スカルブスネス地域の 「B・4池」に生息する 「コケ坊主」を取 り上げる。コケ坊主は、水生のBワ μ〃1sp.
と　Leptobryu〃n　sp.を主 とする生物群集で、酸化的な外層 と還元的な内層の二層構造が酸化還元勾配 を形
成す る。本発表では、 コケ坊主各部の脂肪 酸組成を指標 に して群集構造の概観 を推定 した例 を紹介 し、
これ に基づいて酸化還元境界で起 こ り得 るプロセスを推 察 した上で、貧栄養の南極湖沼 においてコケ坊
主が ミニ生物圏 として物質循環 に寄与する可能性 を論 じる。
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Changes in soil and vegetation properties under different land uses 
                in northern Scandinavia.
Boelter, Manfred (University Kiel, Inst. f. Polar Ecology)
Abstract. 
Reindeer herding is common farming activity in Fennoscandia and has traditions 
for several hundred years. Nowadays, there are several changes in this form of land 
use by regional and international laws. The former seasonal vagrant life of the 
Saami with the animals has changed and fences restrict the grazing grounds. 
Further, other land uses, such as tourisms, power plants, and forestry, are in 
concurrence to herding activities. This new situation has influences on the 
landscape and consequences are evident for biological capacity, soil fertility and 
plant cover. The area at the border between Finland and Norway has been taken as 
en example to study different intensities of grazing by botanical, microbiological 
and soil properties. Vegetation patterns, bulk density and different microbiological 
properties can be taken as indicators for shifts in soil ecology, effects by high 
grazing activity can have both negative and positive effects, depending on its 
actual intensity. The most evident effect can be related to secondary effects, such as 
erosion due to trampling, and vegetation shifts due to grazing. Thus, special 
problems become evident for dry inland tundras and fjells in relation to decreasing 
precipitation in combination with increasing temperatures with impacts on possible 
land use and ecosystem changes.
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寒 冷 域 か ら 熱 帯 域 に 分 布 す る ヤ ブ レ ヅ ボ カ ビ 類 と 卵 菌 類 に 蓄 積 さ れ て い る
n-3多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 の 生 理 的 な 役 割
Possible　 physiological　 roles　of　highly　 accumulated　 n-3　polytlnsaturated　 fatty　acids　 in　thraustochytrids
　 　 　 　 　 and　 oomycetes　 being　 distributed　 from　 boreal　 to　tropical　 regions.
安藤 ひ とみ1、 ザ キ ア パ ル ビー ン1、 山田陽子2、 高 木 智子3、 モハ マ ッ ド ハ サ ヌザ マ ン1'4、
小亀 一弘5、 金 子 尭子2、 東條 元 昭6、 奥 山英登 志1
1北 大 ・地球 環 境、2日 本女 子大 ・理 、3東 大 ・総 合 文化 、4㈱ ロム、5北 大 ・理 、6大 阪府 大 ・農 生
ユ つ コスあ ユ　
Hitomi　 Ando　 ,　Zakia　 Perveen　 ,　Yohko　 Yamada-,　 Tomoko　 Takagi`,　 Mohammad　 Hasanuzzamani'　 ,　Kazuhiro
ヨ 　 　 　
Kogame　 ,　Takako　 Kaneko　 ,　Motoaki　 Tojo　 ,　and　 Hidetoshi　 O㎞yama.
iHokl(aido　 Univ・,　2Japan　 Women-s　 Univ.,　 3Univ.　 Tokyo;　 4ROM　 Co.　 Ltd.,　5Hoklcaido　 Univ.,　 60saka　 Prefect.　 Univ.
Fatty　 acid　 composition　 of　Pythium　 spp.　 (oomycetes)　 isolated　 from　 the　 boreal　 to　tropical　 regions　 was　 examined　 with　 a
special　 emphasis　 on　 the　 content　 of　 n-3　 polytlnsaturated　 fatty　 acids　 (n-3PUFAs)　 such　 as　 docosahexaenoic　(DHA)　 and
eicosapentaenoic　acids　 (EPA).　 Two　 boreal　 isolates　 (Pythium　 sp.　6-3　 and　 6-1)　 obtained　 from　 plant　 leaves　 under　 snow
covcr　 in　Russia　 contained　 EPA　 amounting　 approximately　15%　 of　the　 otal　 fatty　 acids.　 One　 tropical　 species　 (P.
aphanidermatum)　from　 mud　 collected　 at　the　 mangrove　 forests　 of　Thailand　 and　 three　 subtropical　 species　 (P.　 deliense,
P.　 spinosum,　 and　 Pythium　 sp.)　 from　 mud　 collected　 at　the　 mangrove　 f()rests　 of　Okinawa　 contained　 EPA　 of　which　 levels
ranged　 2.5　 to　8.1%.　 Previously　 we　 reported　 that　 thraustochytrids　 (labyrintulalean　 species)　 isolated　 from　 the　 boreal　 to　 '
subtropical　 regions　 contained　 high　 levels　 (approximately　 50%)　 of　DHA.　 From　 such　 a　widespread　 distribution　 of　n-3
PUFA　 it　is　suggested　 that　 n-3　 PUFA　 would　 have　 roles　 other　 than　 that　 as　 a　modulator　 of　 membrane　 thuidity.
多価 不 飽和 脂肪 酸(PUFA)は 融 点 が低 く生 体膜 を構 成 す る極 性 脂 質の ア シル 鎖成 分 と して その相 転移
温 度 を低下 させ る役 割 があ るこ とか ら、一般 的 に低 温環 境 に生 育 する生物 に多 く存 在 す る と考 え られ て
い る。 しか し、昨年 の 本 シ ンポ ジウム にお いて演 者 らが北 海道 及び沖 縄沿 岸 よ り単離 したヤ ブ レッボカ
ビ類 を材料 に用 い て明 らか に した よ うに、低 温環 境か ら得 られた株 が必 ず しも高 いPUFA含 量 を有す る
もの では ない 。本 研究 で はヤ ブ レツボ カ ビ類 と同様 にn-3　PUFAを 蓄積 す る こ とが知 られ て い る卵菌 類
(・omycetes)で あ るPythium　 spp.の 熱帯 域及 び寒 冷域 か ら単 離 した株 につ い て その脂肪 酸 組成 を調 べ、
ヤ ブ レヅボ カ ビの 場合 と合 わ せ てn-3　PUFAの 生理 的役割 を検 討 した。
寒 冷域 か ら単離 したPythium　 sp.　6-3　と6-1は 約15%のEPAを もって いた 。亜 熱帯 産 のP.　deliense,R
spino∫u〃1,　Pythium　 sp.　のEPA含 量 はそれ ぞ れ8.1%、2.5%、6.9%で あ った。 一方 、熱 帯産 のR
aphanidermatumのEPA含 量 は5.1%で あ った。　Pythiu〃zの 場合 、主 要なn-3　PUEAがEPAで あ りその含 量
も10%以 下 で あ る点 で 、 主要 なn-3　PUFAがDHAで そ の含 量 が 全脂肪 酸 の50%程 度 とな るヤ ブ レヅボ
カ ビ類 とは異 な るが 、生 育 す る温度環 境 に関わ らずn-3　PUFAを 生産 す る点 では共 通 して い た。
植 物 の葉 緑 体 のチ ラ コイ ドに高 レベル のn-3　PUFAが 存 在 す る こ とは よ く知 られて い るが、 葉緑 体 と
同様 に特 に代謝 活 性 の高 い 動物 の ミ トコ ン ドリア に40%を 超 え るDHAが 分 布 して い る こ とが指摘 され
て い る。 これ らの事例 やn-3　PUFAが 熱 帯お よび亜熱 帯域 に 由来 す る微生 物 に も広 く分布 す る こ とを考
え る と、　n-3　PUFAは 生体 膜 の流 動1生の調 節 に加 えて、酸素 代謝 に関わ るス トレス応 答 に関 与 して いるの
で は な いか と考 え られ る。
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分 布 標 高 域 が 異 な る タ デ 科 の 多 年 生 草 本 植 物 オ ン タ デ と イ タ ド リ の 生 理 生 態 的 特 性 の 解 析
～ 分 布 上 下 限 個 体 群 の ル ビ ス コ お よ びAPX活 性 の 比 較 ～
　 　Comparison　 of　Rubisco　 and　APX　 activities　along　 with　the　growing　 altitudes　in　two　percnnial　 herbs　 of
　 　 　 　 　 　 　 　 Polygonaceae　 that　differing　in　altitudinal　distribution　 on　Mt.　Fuji
坂 田 剛1,中 野 隆志2,横 井 洋太1
C北 里大 一・般教育 部 自然科学教育セ ンター 生物,2山 梨 県環境 科学研)
あ つ ゆユ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Tsuyoshi　 Sakata　 、　Takashi　 Nakano-,　 and　 Yota　 Yoko1
(iBiological　 Lab..　 Centcr　 for　Natural　 Science.　 Kitasato　 Univ..　 2Yamanashi　 Institute　 of　Environmental　 Scicnccs)
　 　 Aconogonum　 weyrichii　 and　 Reynoutria　 /clponiCa　 are　 perennial　 hcrbs　 of　 Polygonaccae　 and　 common
pioneer　 spccies　 in　the　v()lcanic　 descrt　 of　Japan.　 R.ノclponica　 is　distributed　 from　 the　 lowlands　 to　thc　highlands.
and‥ 　A.　 weyrichii　 is　distributcd　 in　thc　 alpine　 area.　 To　 find　 out　 the　 leaf　 charactcristic　 that　 rclated　 to　the
altitudinal　 distribution　 of　 thc　 two　 species.　 wc　 investigatcd　 activitics　 of　 Rubisco　 and　 ascorbate　 peroxidasc
(APX)　 thosc　 detcrminc　 thc　capacities　 of　phot()synthctic　 assimilation　 and　 tolerance　 ability　 of　the　leaf.　 Rubisco
activity　 was　 highcr　 inA.　 weyrichii.　 although　 the　leaf　 life　span　 was　 shortcr.　 in　thc　co-occurring　 tw()　 spccies　 at
2250　 m　 alt　Mt.　 Fuji.　 Leaf　 nitrogcn　 and　 soluble-protein　 wcre　 increased　 in　higher　 populations　 of　A.　 weyrichii.
Thc　 highcr　 populations　 of人we>,richii　 kcpt　 activitics　 of　Rubisco　 and　 APX　 at　thc　end　 of　growing　 scason.
富lr山 では八合 目か ら∫i合日付近に分布するオ ンタデと,五 合日以 ドに分布するイタ ド
リの 二種が1冶 目付近で分布域 を接 し,両 極の分布一ド限個体群と一ヒ限個体群が同 環 境下
に共存 していることが知られている.高 地 にのみ生育するオンタデと,低 地から高地まで
分布標高幅の大 きいイタ ドリの高地環境への適応様式の違いを明 らかにすることを日的
に,両 種の葉の生理生態的特性の比較を行 った.
五合 目の両極は6月 ヒ旬 にほぼ同時に葉が展開を開始 し,展 開直後の葉面積 当た りの窒
素およびタンパク質 量はオンタデの方が有意に多かった.そ の後7～8月 には両極の葉面
積 当た りの窒素およびタンパク質量に差が見られな くなった.ま たタンパ ク質中のル ビス
コの割合にも,両 極に違いは見 られなかったが,ル ビスコの活性はオンタデのほうが高 く,
オンタデは,葉 窒素あた りおよび葉面積当た りの光合成能力がイタ ドリよ りも高いことが
示唆された.一 一方 葉中に発生する活性酸素を消去するAPX酵 素の活性は,葉 の成育期間が
オ ンタデよ り約30日 長いイタ ドリにおいて,成 育期間後期に顕著な上昇がみ られた.
また,高 標高に成育するオンタデは低標高に成育するオンタデに比べ,葉 面積 当た りの
タンパク質量が多 く,ル ビスコやAPXの 活性が,特 に成育期間末期 にも高 く維持 されてい





Responses　 of　environmental　 stresses　 of　Abiθs　 veitchii　 saplings　 in　the
　 　 　 　 　 　 　 　 timberline　 ecotone　 on　 Mt.　 Fuji
三 田 村 理 子(東 邦 大 ・理 ・生 物),中 野 隆(山 梨 県 環 境 科 学 研 究 所),丸 田 恵 美 子(東 邦 大 ・理 ・生 物)
M.　Mitamura　 (Toho　 Univ.),　 T.　Nakano　 (Yamanashi　 Inst.　of　Env.　 Sci.),　E.Maruta　 (Toho　 Univ.)
　 　 Sapling　 establishment　is　 an　 important　 factor　 in　 the　 process　 of　 succession　 and　 plant
distribution　 patterns.　 We　 studied　 ecophysiological　characteristics　 of　saplings　 of　Abiθsvθ ノ励 ガ
at　 different　 environment　 in　 the　 timberline　 ecotone　 of　the　 northwestern　slope　 on　 Mt.　 Fuji.　 We
also　 evaluated　 the　 relationship　 between　 environmental　stresses　 and　 their　 growth　 and
establishment.　The　 xylem　 pressure　 potential　 (XPP)　 was　 minimum　 in　early　 March　 2004.　 At　 that
time,　 XPP　 of　saplings　 at　the　 open　 site　 was　 significantly　 less　 (・3.5　 MPa)　 than　 that　 of　adult　 trees
(・2.4　 MPa).　 The　 difference　 in　 XPP　 corresponded　 to　 needle　 death.　 Needles　 of　 saplings　 at　 the
f()rest　 edge　 were　 not　 dead,　 they　 seems　 to　avoid　 desiccation　 due　 to　 snow　 cover.　 In　 August　 2004,
photochemical　efficiency　 (Fv/Fm)　 and　 diurnal　 changes　 in　 stomatal　 conductance　 of　saplings　 at
the　 open　 site　 were　 low.　 And　 then　 diurnal　 changes　 in　 net　 photosynthetic　 rate　 of　saplings　 at　 the
open　 site　 were　 lower　 than　 at　the　 fbrest　 edge.　 These　 results　 suggest　 that　 growth　 of　.4.　ve/tohi　 is
inhibited　 by　 water　 stress　 in　 winter　 and　 high　 irradiance　 stresses.
実生 や稚樹の定着 は,遷 移 の過 程 や分布パ ター ンを決め る重要な要 因の一 つであ る.そ こで,
初期遷移 が進行 中であ るため森林限界 が上昇 してい る富士 山北西斜面の標 高2,300m付 近 におい
て,異 な る環 境 に存在す るシラ ビソ.Ahies　veitehiiの 稚樹 お よび成木 の生理生態的特性 を比較 し,
環 境ス トレス に対す るシラ ビソの生育 と定着 を検証 した.2004年3月,冬 の間ほ とんど積雪 がな
い風衝禄 地 にあ る稚樹の木部圧 ポテ ンシ ャルXPPは,著 しく低 下 し(・3.5MPa),そ の後多 くの針
葉 が枯死 した.一 方,XPPの 低 下が少 なか った成木(-2.4MPa)や 雪 に覆われてい た林縁部の稚樹で
は,針 葉 の枯死 も見 られ なか った.ま た,2004年8月,風 衝禄地や雪崩 跡地の開 けた場所 にあ る
稚 樹 において,光 化学 系IIの 活性 を表 すFv!Fmの 低下や,日 中の低 い気孔 コ ンダクタンスがみ ら
れ,光 合成量 は林縁 部の稚樹 よ りも低 か った.以 上の こ とか ら,シ ラ ビソの稚樹 は,冬 季 の乾燥 に
よって針葉 の枯死 を起 こ し,生 育期 間の夏季において も強光 に よって生 じる環境 ス トレスで生育が
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Seasonal variation in soil temperature on Dryas plant community in Mt. Changbai, 
      northeastern China: Comparison with Mt. Tateyama, central Japan 
 rAt  (-E-ii_j)=?_  • fuNfttiEpAc- > —)  •  TIJ J1 (q1E-:_f.,1-P1-'isq'i,•  fUlIMIN)fVf0 
                11 1111-A3J  (gaiT.  •  4Mttti-ETFA.->  9—) 
       WADA, N. (C-FES, Toyama Univ.), Liu, Q-J.  (IGSNRR, Chinese Academy of Science) 
                      and KAWADA, K. (C-FES,  Toyama Univ.)
 We examined a synchronization of soil temperatures  on  alpine-fern-K:1d plant communities 
between Mt.  Changbai, northeastern China (N42°02'26.8" in latitude,  E128°04'06.2" in 
longitude, and 2276 m a.s.l. in altitude), and Mt.  Tateyama (N36°33.8',  E137°36.5', and 2700 
m  a.s.1.), central Japan, during the period from 19th July 2003 to 27th May 2004. With a total of 7526 
records, the soil temperatures were measured at one-hour intervals at both study sites, where the 
circumpolar plant  Dryas octopetala var.  asiatica was predominant. 
   Hourly mean soil temperature was  1.1°C higher on Mt.  Tateyama than  on Mt.  Changbai, 
showing a high synchronization  (r2 = 0.87, n = 7526, P < 0.0001). The maximum and minimum 
temperatures were 20.8°C and –24.6°C, respectively, on Mt.  Changbai, and 22.7°C and –21.6°C, 
respectively, on Mt. Tateyama. Comparing soil temperatures by dividing two seasons (summer from 
19th July 2003 to 30th September 2003 and winter from  lit October 2003 to  30th April 2004), 
synchronization of temperatures between the two mountains was higher in winter  (r2 = 0.75, n = 
5113 hrs, P < 0.0001) than in summer  (r2 = 0.44, n = 1776 hrs, P < 0.0001). Hourly mean soil 
temperatures were 0.8°C and 0.9°C higher in summer and in winter, respectively, on Mt. Tateyama 
than on Mt.  Changbai. Despite the difference in geographical location, the high similarity of seasonal 
variations in soil temperature, especially in winter, suggests that the thermal conditions as the 
growing habitat of  Dryas on the two mountains is considered to  he controlled by the same air 
masses. 
  The Arctic Oscillation Index, which is related to atmospheric circulation of the Northern 
Hemisphere, was  significantly positively correlated with air temperatures in winter, based on the data 
recorded by a meteorological station located near each study site. These analytical results of the 
meteorological data suggest that the strong influence of cold air masses from Siberian arctic serves 
on the Dryas plant communities during winter, and this might  he one of the reasons that the 
circumpolar plant has been surviving as a glacial relict in the southernmost populations and 
distributed in the middle-latitude mountain area of eastern Asia.
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航 空 レ ー ザ ー 測 距 法 に よ る 北 米 亜 寒 帯 林 一 ツ ン ド ラ トラ ン セ ク トの バ イ オ マ ス 分 布
Biomass　 distribution　 along　 western　 North　 American　 boreal　 fbrest-tundra　 transect
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　as　estimated　 by　airborne　 laser　 altimetry
都 築 勇 人(愛 媛 大 農)、 日 下 部 朝 了(早 大 人 間 科 学 部)、 大 塚 寿 二 、 末 田 達 彦(愛 媛 大 農)
Tsuzuki,　 H.　(Ehime　 U.),　Kusakabe,　 T.　(Waseda　 U.),　Otsuka,　 T.　and　 Sweda,　 T.　(Ehime　 U.)
　 　 　 　 Continuous　 geographical　 distributions　 of　biomass　 and　 leaf　 area　 were　 obtained　 by　 calibrating
vegetation　 profiles　 resulting　 from　 airborne　 laser　 altimetry　 flown　 over　 two　 N-S　 oriented　 transects　 of
length　 600　 and　 750　 km　 respectively　 across　 the　 southern　 boreal　 fbrest　 of　western　 Canada　 neighboring
prairies　 to　the　 south　 and　 northern　 one　 neighboring　 tundra　 to　 the　 north.　 Based　 on　 these　 rcsults　 from
the　 north　 and　 south,　 biomass　 and　 leaf　 area　 distributions　 in　the　 blank　 portion　 in　between　 were　 fUrther
estimated,　 resulting　 in　continuous　 distributions　 extendirlg　 from　 53°N　 all　the　 way　 up　 to　68°N.　 The
both　 distributions　 of　biomass　 and　 leaf　 area　 well　 reflected　 macro　 N-S　 environmental　 gradient　 as　well　 as
localtopography.　Themeanbiomassofborealfbrestaveragedovertheentiredistributionturncdout
to　 be　 significantly　 smaller　 than　 the　 existing　 estimates　 obtained　 by　 averaging　 sporadic　 plot　 surveys.
Furthermore,　 a　comparison　 of　 the　 s(⊃uthern　 biomass　 distribution　 with　 another　 laser　 altimctry-based
cstimate　 of　 five　 years　 ago　 f()r　 the　 same　 southern　 transect　 revealed　 significant　 decrease.　 More
specificall》 ㌧the　 central　 1/3　 0f　 the　 transect　 was　 characterized　 by　 drastic　 decrease,　 while　 the　 northern
and　 southern　 1/3s　 were　 by　 slight　 increase　 and　 decrease　 respectively.　 The　 decrease　 in　the　 central
portion　 was　 due　 to　a　major　 fbrest　 fire　 of　 2002,　 while　 the　 associated　 slight　 increase　 in　the　 north　 and
decrease　 in　 the　 south　 suggest　 northward　 shift　 of　 the　 bOreal　 fbrest　 zone　 probably　 due　 to　 global
wa「mlng・
カナダ西部のプレー リーに接する亜寒帯林南部と、ヅン ドラに接する亜寒帯林北部それぞ
れに長さ600km、750kmの 南北の トランセク トを設置 して航空レーザー測距を行い、連続
した植生縦断プロフィールを得たうえ、これを航跡直下の100地 点で行 った地上調査による
実測値で補正してバイオマスと葉面積の連続的分布を得た。さらにこれら南北二っの トラン
セク トをつないで中間の未測定部分を推定 し北緯53度 から68度 に至 る連続分布を推定した
ところ、バイオマス、葉面積いずれも大局的な環境傾度 と局所的な地形に従 った分布を示す
ことが分かった。また、 この連続的な分布から計算 した亜寒帯林の平均的なバイオマスと葉
面積は、複数の点推定だけに基づ く従来の推定値 よりかな り少ないことも明 らかになった。
さらに、南部 トランセク トにおいて5年 前に行った同様の測定 と今回の結果とを比較 したと
ころ、この5年 間でバイオマスが減少していることが判明した。これをもう少 し細か く見る
と、 トランセク トの南側1/3で 微減、中央1/3で 激減、北側1/3で 微増 となっているが、全体
での減少には大規模な山火事による中央部の激減が効いている。また、南部の微減 と北部の








Biomass　 distribution　 from　 southern　 boreal　 forest　 (53°N)　 to　tundra　 (68°N)　 ()f　western　 Canada
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2003-2004年 の カナダ北極 圏アムンゼ ン湾周辺海域 における沈降粒子 フラックスの変動
(CASES)
Regional　 and　 seasonal　 variability　 of　biogenic　 particle　 flux　 in　the　Amundsen　 Gulf　 of　the　Canadian
Arctic　 in　2003-2004　 (CASES).
佐 々 木 洋(石 巻 専 修 大)、 真 壁 竜 介(石 巻 専 修 大)、 三 瓶 真(極 地 研)、 服 部 寛(北 海 道 東 海
大)、 福 地 光 男(極 地 研)
Hiroshi　 Sasaki　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 R.　 Makabe　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 M.　 Sampci,
(NIPR),　 H.　Hattori　 (Hokl(aido　 Tokai　 Univ.),　 and　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)
During　 thc　 intcrnational　 prolcct,　 Canadian　 Arctic　 Shelf　 Exchangc　 Study　 (CASES),　 wc　 dcploycd　 13
mooring　 arrays　 with　 timc-scrics　 sedimcnt　 traps　 t(、　study　 h(、rizontal　 and　 vertical　 transport　 proccsscs
of　 particulatc　 matcrial　 ar(、und　 thc　 Amundscn　 Gulf　 from　 Septcmbcr　 2003　 to　August　 2004.　 Rcgi(mal
dm℃rcnccs　 orparticlc　 transp(、rt　 proccsscs　 wiH　 bc　 shown　 through　 thc　 llux　 (、rclcmcntal　 componcnts
(d・yw・ight,bi・g・ni・Si,POC,PON,d・ltaBC).
カ ナ ダ北 極 圏 に位 置 す るマ ヅケ ン ジー川 渕 日付 近 の 広 大 な大 陸 棚 域 に お い て2002年9月
か ら2004年8月 まで 国際 共 同研 究Canadian　 Arctic　Shelf　Exchange　 Study　(CASES)が 実 施 さ
れ た 。 同海 域 は 夏季 の わ ず か な期 間 を 除 いて 海 氷 に覆 われ る た め 周 年 を通 した研 究 例 は な
い 。 本研 究 は 同 海域 に お け る海 中粒 状 物 の 鉛 直 的 お よび 水 平 的 な 輸送 過 程 を明 らか に す る
こ と を 日的 と して、13の 時 系列 型 セ デ ィメ ン ト トラ ップ を含 む 係 留 系 を使 用 して 行 わ れ た 。
係 留期 間 は2003年9月 か ら2004年8月 で あ る。回 収 した試 料 は ス イ マ ー(>lmm)除 去後
分 割 し、 その 一一部 を 乾燥 重}量(DW)、 粒 状 有 機 炭 素(POC)、 粒 状 有 機 窒 素(PON)、 お よび
安 定 同位 体 比 の 測 定 に供 した 。Fig.1は 係 留 系 を 設 置 した測 点 、Fig.2は ア ム ンゼ ン湾 側 の
5測 点 で 水 深100mに お け る粒 子沈殿 量(10カ 月分 の粒 子 体 積 を1口 当 た りに換 算)を そ
れ ぞ れ 示 した も の で あ る。 各 化 学 成 分 の フ ラ ヅクス を用 い て 同海 域 にお け る粒 状 有 機 物 フ












　 　 　 　 　 　 　 　 　 statKm　No
Fig.　 1　Locations　 of　mooring　 sites　 for
sediment　 traps.
Fig.　 2　The　 regional　 difference　 of
approximate　 flux　 at　lOO　 m
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カ ナダ北極 圏 アム ンゼ ン湾の海 氷下 にお け る微 小動物 プラ ンク トン(CASES,2004)
Micmzooplankton皿der　the　sea・ice　in　the　A皿mdsen　 GUlf　of　the　Canadian　 Arctic
(CASES,2004)
鈴木利 一(長 崎大)・ 太田 尚志(石 巻専修大)・ 山本真也(創 価大)・ 三瓶 真(極 地研)
服 部 寛(北 海道東海大)・ 佐 々木洋(石 巻専修大)・ 福地光 男(極 地研)
Toshikazu　 Suzuki　 (Nagasaki　 Univ.),　 Takashi　 Ota　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 Shinya　 Yamamoto　 (Soka
Univ.),　 Makoto　 Sampei　 (NIPR),　 Hiroshi　 Hattori　 (Hokkaido　 Tokai　 Univ.),　 Hiroshi　 Sasaki　 (Senshu　 Univ.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ishinomaki),　 Mitsuo　 Fukuchi　 (NIPR)
Abstract
　 　 Taxonomic　 composition　 of　 microzo()plankton　 and　 cell　 condition　 of　 each　 individual　 were
investigated　 under　 the　sea-ice　 in　the　Amundsen　 Gulf　 of　the　Canadian　 Arctic　 (CASES,　 2004).　 Awater
sample　 was　 collected　 at　about　 20　 cm　 deeper　 than　 sea-ice　 bottom　 (180　 cm　 in　thickness)　 on　 May　 10,
2004　 at　over-wintering　 station　 of　CASES-2004　 (70°02'　 N,　 126°18'　 E),　 and　 it　was　 immediately　 fixed
with　 Bouin,s　 solution　 (10%　 in　final　 concentration).　 The　 fixed　 sample　 was　 brought　 to　laboratory　 and
was　 processed　 by　 the　 quantitative　 protargol　 staining　 method.　 After　 making　 permanent　 slides,　 each
plankter　 was　 observed　 under　 the　biological　 microscope　 equipped　 with　 oil-immersion　 objective　 lens.
　 　 Ciliates　 were　 dominated　 among　 the　 microzooplankton;　oligotrichous　 ciliates　 (Subclass
Ollgotrlchlna)　 was　 frequenUy　 observed.　 Lohmanniella　 ovif()rmt∫,　 Leegαardie〃 α　ovαlis,　 Strombidium
co〃strictuM,　 etc.　 were　 identified　 in　this　 taxonomic　 group.　 Some　 ciliates　 have　 equal-sized　 pennate
diatoms　 in　 their　 food　 vacuoles　 and　 this　 grazing　 might　 indicate　 a　 qualitative　 evidence　 of　 the
prey-predator　 relationship　 between　 ice　algae　 and　 ciliates　 under　 the　sea-ice.
要 旨
カ ナ ダ 北 極 圏 ア ム ンゼ ン湾 の 海 氷 下 にお け る微 小 動 物 プ ラ ン ク トンの 分 類 群 組 成 と各 個
体 の コ ンデ ィシ ョ ンにつ い て調 査 した ・2004年5月10日 に、CASES-2004の 冬 期 測 点(70°02'N,
126°18'E)で 、厚 さ約1.8mの 海 氷 下 約20cmの 海水 をニ ー ス キ ン採 水 器 で 採 集 し、 プア ン固定
液 で す ぐさ ま 固定 した(最 終 濃 度10%)。 固 定 した サ ン プル を 日本 に持 ち帰 り、定 量 鍍 銀 染
色 法 で プ ラ ンク トンを処 理 した 。 永 久 プ レパ ラー トを作成 した後 、 油 浸 対 物 レ ンズ を用 い て
出 現 個 体 を生 物 顕 微 鏡 下 で観 察 した。
微 小 動 物 プ ラ ンク トンの 中 で は 、繊 毛 虫 プ ラ ンク トンが 優 占 してお り、 無殻 の 少 毛類 繊 毛
虫(Suborder　 Oligotrichina)が 頻 出 し て い た 。 少 毛 類 の 中 で はLoh〃lannie〃a　 ovifor〃1iS,
Leegaadie〃a　 ovalis,　Stro〃ibidium　constrictum等 が 同定 され た 。 幾 つ かの 繊 毛 虫 で は、 繊 毛 虫 と
ほ ぼ 同サ イ ズ の 羽状 目珪 藻 が食 胞 内 に 確 認 で き、 この採 食 が 海 氷 下 面 に にお け る繊 毛 虫 とア
イ ス アル ジー 間 の食 う食 わ れ るの 関 係 を示 唆 して い るか も しれ な い 。
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2004年 カ ナ ダ北 極 圏 ア ム ンゼ ン湾 の 海 氷 下 にお け る
微 小動 物 プ ラ ン ク トンの 摂 食 率(CASES)
太田尚志(石 巻専修大)、 鈴木利一(長 崎大)、 三瓶真(極 地研)、佐々木洋(石 巻専修大)、
服部寛(北 海道東海大)、 福地光男(極 地研)
Grazingratesofmicrozooplanktonunderthesea-iceintheAm皿dsenGulfofthe
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Canadian　 Arctic　 2004　 (CASES).
　 　Ota　 T.　(Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 T.　Suzuki　 (Nagasaki　 Univ.),　 M.　Sampei　 (NIPR),　 H.　Sasaki
　 　 　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 H.　Hattori　 (Hokkaido　 Tokai　 Univ.),　 and　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)
In　the　 winter　 cruise　 of　 thc　 CASES　 O3/04　 program　 we　 are　 focusing　 on　 (1)　 how　 do　 microzooplankton
overwintcr　 and　 (2)　 how　 do　 thcy　 function　 in　 the　 Arctic　 winter　 ecosystem.　 For　 this　 purposc
micr(、zooplankton　grazing　 ratcs　 undcr　 the　 sea-ice　 were　 measurcd　 with　 thc　 dilution　 tcchnique　 at　the
overwintcring　 station　 (70° 　02.71,　 N　 126° 　18.06t　 W)　 in　the　 Amundscn　 Gulf　 of　 thc　 Canadian　 Arctic
during　 February　 and　 April　 2004.　 Samples　 for　 expcrimcntal　 incubation　 were　 collccted　 from　 the　 ca.　 1
m　 d・pth　 und・ ・　th・　・ca　 icc.　 R・tes　 ・f　micr・z・ ・plankt・n　 g・azing　 v・ ・i・d　fr・m　 n・gligibl・ 　t・　0.34　 d-'
(・vg.　 0.16　 d-')　 and　 t・tal　phyt・pl・nkt・n　 g…　wth　 fr・m　 -0.40　 t・　0.66　 d"'　(・vg.　 0.10　 d").　 G・azing　 ・ates
gcnerally　 cxceedcd　 total　 phytoplankton　 growth　 rates　 except　 late　 March　 when　 total　 chlorophyll　 a
concentration　 increascd　 fourfold　 in　the　 field.　 In　the　 size　 fractionated　 results,　 balanced　 ratcs　 bctwccn
growth　 and　 grazing　 wcrc　 observcd　 in　 the　 2-10μm　 size　 category,　 while　 tight　 coupling　 was　 not
recognizcd　 in　the　 smallcr　 (<2μm)　 and　 largcr　 phytoplankton　 (>10μm)　 (Fig.1).　 These　 rcsults　 indicatc
that　 microzooplankton　under　 the　 sca-ice　 overwintered　 in　 an　 active　 state　 and　 mainly　 consumed
2-10μm　 size　 phytoplankton　 in　the　 Arctic　 winter.
2004年 の2-4月 の カ ナ ダ北 極 圏 ア ム ンゼ ン湾 に お い て 、 冬 季 海 氷 下 の 微 小 動 物 プラ ン ク
トン の 摂 食 率 を測 定 す る た め 希 釈 培 養 実 験 を行 っ た 。 培 養 実 験 用 試 水 は 冬 季 観 測 定 点
(Titicaca)　の 海 氷 下 約1m深 度 か ら採取 した 。微 小 動 物 プ ラ ンク トン摂 食 率 、 お よび 植 物
プ ラ ン ク トン増 殖 率は そ れ ぞ れ0.02-0.34d-1(平 均0.16d-1)、-0.40toO.66d-1(平 均0.10d'1)










































2002-2003年 のカナダ北極圏ボーフォー ト海湾周辺海域においてセディメン トトラップで
採集 されたマ リンスノー中の微小生物の変動(CASES)
Variability　 of　 microorganisms　associated　 with　 marine　 snow　 collected　 in　 sediment　 traps　 in　 the
Beufort　 Sea　 of　 the　 Canadian　 Arctic　 in　2002-2003　 (CASES).
渋 谷 文 恵(石 巻 専 修 大)、 三 瓶 真(極 地 研)、 佐 々 木 津(石 巻 専 修 大)、 太 田 尚 志(石 巻 専 修
大)、 服 部 寛(北 海 道 東 海 大)、 福 地 光 男(極 地 研)
Shibuya,　 F　(Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 Sampei,　 M.　 (NIPR),　 H.　Sasaki,　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),
T.　Ohta　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 H.　Hattori　 (Hokl〈aido　 Tokai　 Univ.),　 and　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)
Seasonal　 changes　 in　 the　 sedimentation　 of　 marine　 snow　 (>0.5mm)　 was　 observed　 using　 time-series
sediment　 traps　 deployed　 at　2　 sites　 (CA7,　 71°N,　 134°W　 501m;　 CA8,　 71°N,　 126°W　 389m)　 in　 the
CASES　 (Canadian　 Arctic　 Shelf　 Exchange)　 study　 area丘om　 September　 21　 2002　 to　31　 August　 2003.
Downward　 fluxes　 of　 marine　 snow　 at　188m　 at　CA8　 increased　 in　the　 middle　 of　 May　 and　 reached　 the
maximum(>3000m"2d")intheend・fJun・2003.　 TheepiHu・ ・e・cnc・mic… 　 c・pic・tudysh・w・d
that　 the　 marine　 snow　 mainly　 comprised　 of　 microorganisms　(bacteria,　 phytoplankton,　 ciliates)　 and
small　 detritus,　 but　 the　 composition　 varied　 seasonally.
CASES(Canadian　 Arctic　Shelf　Exchange)計 画 の 一 環 と して2002年9月 か ら2003年8月 に カ
ナ ダ北 極 圏 の ボ ー フ ォー ト海 、 ア ム ンゼ ン湾 の2測 点(CA7,71°N,134°W水 深501m;CA8,
71°N,126°W水 深389m)に お い て 時 系 列 型 セ デ ィメ ン ト トラ ップの 係 留 が行 わ れ た。 トラ
ヅプの 吊下 水 深 はCA7に お いて70mと200m、CA8にお い て は60mと188mで あ る が、後 者
の60mト ラ ヅ プは 作 動 しな か っ た 。試 料 は動 物 プ ラ ン ク トン(>100μm)の 除 去 後 、 分割 さ
れ その 一 部 を マ リ ンス ノー(>0,5mm)の 観察 に使 用 した。CA8の188m層 に お け るマ リンス
ノー の 季 節 変化 を下 図 に示 した 。 冬 季 の 結 氷 期 は フ ラ ックス は少 な く、5月 中旬 か ら増 加
が 始 ま る。6月 後 半 か ら7月 に か けて フ ラ ヅク ス は 最 大 とな った 。 また 蛍 光 顕 微 鏡 を用 い
て 、 マ リンス ノー 内部 に含 まれ る微 小 生 物 を観 察 した 結果 、 微 小 な デ トラ イ タ ス を除 い て
多 数 の 微 小 生 物(バ クテ リア、 珪 藻 類 、 藍 藻 類 、 繊 毛 虫 類)が 認 め られ た 。 これ らの組 成




2003年 夏 季 の 南 極 海 氷 縁 域 に お い て セ デ ィ メ ン ト ト ラ ヅ プ で 採 集 さ れ た 動 物 プ ラ ン ク ト ン
組 成 の 特 性
Zooplankton　 composition　 collected　 in　sediment　 traps　 in　the　 scas()nally　 ice　-covered　 zone　 of　the
Antarctjc　 Ocean　 in　summer　 2002.
真 壁 竜 介(石 巻 専 修 大)・ 佐 々 木 洋(石 巻 専 修 大)・ 谷 村 篤(三 重 大)・ 福 地 光 男(極 地 研)
Ryosuke　 Makabe　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 H.　Sasaki,　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 A.　 Tanimura
(Mie　 Univ.)　 and　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)
　 Zooplankton　 swimmers　 are　 usually　 removed　 from　 trap-collected　 samples　 to　 avoid　 overestimation　of　 nonliving
particle　 tlux　 from　 ab()ve.　 However,　 trap-collected　 swimmers　call　 give　 us　 il11brmatioll　 oll　 zooplanktoll
compositiolls　 living　 ill　the　 water　 column　 above　 the　 traps.　 To　 compare　 compositions　 of　 trap-collected　 swimmcrs
and　 net-collected　 z()oplanktoll,　 driftillg　 sediment　 traps　 experiments　 and　 closing　 net　 tows　 were　 conductcd　 three
timcs　 at　two　 stations　 (St.　 K　 and　 St.　5)　 during　 Tangaroa　 Cruise　 (JARE　 44)　 in　Febnlary　 and　 March　 2003.　 Although
most　 of　the　 zooplallkters　 were　 collected　 both　 with　 the　 traps　 and　 the　 closhlg　 nets,　 Caianoides　 clcutuS,　 Euchaetidae
and　 Euphausiacea　were　 llot　 observed　 ill　all　 trap　 samples.　 In　 contrast,　 the　 number　 of　 trap-collected　 Amphipoda
wcre　 far　 above　 the　 abundance　 in　 the　 water　 column　 above.　 It　suggests　 the　 variable　 entrapment　 ()f　zooplankton
possibly　 due　 to　their　 speci丘c　 behaviors.
セ デ ィメ ン トトラ ップを用 い て粒 子の下方 フラ ヅク ス を見 積 もる場 合、混入 したス イマ ー はそ の種 類 、
生死 に関 わ らず取 り除 かれ るこ とが多 い。 これ は、鉛 直移 動 行動 な どの途 中に混入 した 動物 プラ ンク ト
ンは再び上層 に回帰 す る ため、非生 物粒 子 フ ラ ックス と同様 に扱 う こ とがで きない と考 え られ る か らで
あ る。 しか しス イマー を フラ ックス の一部 と考 え るか ど うか は 未解 決 であ る と して も、 トラ ヅプ採 集 さ
れ るス イマーは水 柱 の 動物 プラ ンク トン組成 の一 部を反 映 してい るはず であ る。それ を確 認 す る ため に
我 々はJARE44、 　タ ンガ ロア 号航 海 の2測 点(St.K,St5)に お いて 、計3回 のセデ ィメン ト トラ ヅプ実
験 を行い、沈 降粒 子中に混 在 す るスイ マー を採 集 した。簡易 型 ヅイ ンセデ ィメ ン ト トラ ップ(口 径15cm、
日油 技研)を 使用 し、20-300m間 の6層 に24時 間係 留 した 。係 留 中 に保 存 剤は使 用 しなか った。 それ
らの組成 を水 柱 の 動物 プ ラ ンク トン組成 と比 較す るため に、 同測 点 で0-80,80-200,200-500mの3
層 か ら閉鎖 式 ネ ッ トを使 用 して層 別 鉛 直採 集 を行 った。セデ ィメ ン トトラ ヅプ に混 入 したス イ マー は 多
くの種 につ いて水 柱 中 の組成 を反 映 して い たが、　Calanoide∫ 　acutUs、　Euchaetidaeお よびEuphausiaceaは
比較 的多数水 柱 に存 在 して いた に もかか わ らず、 トラ ップへ の混 入 が見 られな か った。 さ らに トラ ップ
採 集 スイ マー の分 類群 毎 の個 体 数 計数値 を用 いて、その 上層 に存在 して いた ネ ッ ト採 集個 体 数 で割 った
比 を トラ ップへ の入 りや す さの指 標 と して比 較 した。 そ の結 果、 多 くの カ イア シ類 は1以 下 で あ り、 や
や 入 り難 いが、端 脚 類 はSt.5に おい ての み水柱現 存 量以 上(>20)に トラ ヅプ に採 集 され る とい う結果
が得 られ た。以上 の 結果 は動 物 プラ ンク トンの デ ィメ ン トトラ ヅプへ の入 りや すさは 分類群 ご とにや や
異 なって いる こ とを示 して い る。本 発表 では トラ ップ採 集 ス イマ ー が も た らす情 報 につ い て議 論 す る。
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マ ヅケ ンジ 一ー川 河 口域 ポ リニア にお け る微細 藻類 の光合成特性
　 Photosynthetic　 properties　 of　phytoplankton　 observed
atthemouthofMackenzieRiver
藍川 晋平 兵庫県立大学大学院 生命理学研究科
松岡 敦(北 海道大学)、 山本 真也(創 価大学)、鈴木 利一(長 崎大学)、 真壁 亮介(石
巻専修大学)、 佐藤 和彦、工藤 栄(国 立極地研)、 三瓶 真(国 立極地研)、 菓子野 康浩
Shimpei　 Aikawa
Graduate　 school　 of　Life　 science,　 University　 of　Hyogo
Matuoka,　 A.　 (Hokkaido　 University),Yamamoto,　S.　 (Soka　 University),　 Suzuki,　 T.　 (Nagasaki
University),　 Makabe,　 R.　 (lshinomaki　 Senshu　 University),　 Satoh,　 K.,　 Kudoh,　 S.　 (NIPR),　 Sampei,
M.　 (NIPR)　 and　 Kashino,　 Y
In　 this　 work,　 we　 investigated　 the　 photosynthetic　 properties　 in　 phytoplankton　 at　the　 mouth　 of
Mackenzie　 River.　 Into　 this　 area,丘esh　 water　 which　 contains　 nutrients　 flows　 from　 Mackenzie
River　 and　 the　 amount　 of　flow　 increases　 drastically　 in　summer.
This　 study　 was　 carried　 out　 on　 board　 Amundsen　 in　 CASES　 study　 (Canadian　 Arctic　 Shelf
Exchange　 Study)　 at　the　 mouth　 of　 Mackenzie　 River　 during　 the　 summer　 of　 2004　 (from　 May　 13　 to
Aug　 O4,　 2004).　 At　 about　 60　 stations　 of　various　 distances　 from　 the　 mouth　 of　 Mackenzie　 River　 ,
we　 collected　 phytoplankton　 samples　 from　 the　 surface　 and　 the　 bottom　 of　 euphotic　 zone.　 The
phytosynthetic　 properties　 of　 phytoplankton　 was　 measured　 by　 PAM
(pulse-amplitude-modulation)　method.　 We　 analized　 the　 influence　 of　 the　 concentration　 of　 salt　 and
light　 intensity　 on　 the　 photosynthetic　 properties　 of　phytoplankton・
The　 precise　 comparative　 analysis　 with　 the　 data　 obtained　 in　 NOW　 study　 will　 disclose　 detailed
regulation　 mechanisms　 of　 photosynthesis　 in　psychrophilic　 phytoplankton　 which　 are　 present　 in
Arctic　 polynya.
本研究 はカナ ダ北極 海沿岸 のマ ヅケンジー川 河 口域ポ リニアで実施 した。河 口域 とい う環境
は川 か ら栄養塩 を含 んだ淡水 の流入 があ り河 口か らの距離 によ り塩 環境 が変化 す る。 また この
川 は冬 の間 に氷結 す るため冬期 の流入 は少な く、夏期 に流入量 が著 しく上 昇す る。 この変動の
激 しい環 境 にお いて基 礎生産 を担 う好 冷性 微細 藻類 を対象 とし、低 温 ・弱光環 境下 とい う、光
合成 には不利 と考え られ る環境 での効 率的な光合成の仕組み を明 らかにす る事 を目的 とした。
本研究 は、2003年8月 か ら2004年9月 にかけて行 われた"Canadian　Arctic　Shelf　Exchange　Study
(CASES)"の 研究航海 に参加 し(2004.5-8乗 船)ア イス アル ジー を含 む好冷性微細藻類 の光合 成
特性 について測定 を行 った。河 口か らの距離 が異なるおよそ60の ステー シ ョンにおい て、表層
お よび有 光層 下部か ら微細藻類 を採取 した。光合成特性 はPulse-Amplitude-Modulation　 (PAM)蛍
光法 に よ り測定 した。
上述 の よ うに、本研 究 を行 った環 境 では川 か らの距 離 によ って海水 中の塩 濃度 が変 化 して い
る。 また本研究 を行 った時期 は気 温の上昇 によ りマ ヅケ ンジー川 か らの淡水流入量 に著 しい変
化 が起 こ った時期で もある。その ため光環境 だけでな く塩環 境の光合成 への影響、そ の季節 的
変化 を含 めて分析 を行 った。
我 々はNOW(NorthWaterPolynyaProject)の研究調査航 海において1999年 のパ フ ィン湾ポ
リニア域 の微細藻類 について その光合成特性 をすでに分析 報告 してい る。 その測定結 果 との比





　 　 　　 　phytoplankton　 and　 mesophilic　 diatom)
伴 亜 希子 、佐藤 和 彦、菓子 野 康浩 ・兵庫 県立 大学生 命理学 研 究科
　　　　　(Ban　A,　Sato　K,　Kashino　 Y　・　University　of　Hyogo)
墾
高 等 植 物 では 、過 剰 光 に対 す る防御 策 として、過 剰 光 エネル ギー を熱 に換 え る機 構 、　Xanthophyll
Cycle(Violaxanthin-Antheraxanthin-Zeaxanthinの3種 類 の カロチノイドの 相互 変 換 に よる光 エネル ギ
ー 散逸 機 構)が 働 き、光 化学 系 の損傷 を防いでいる。一方 珪藻 で は、　Diadinoxanthin　 Cycle　(DD　Cycle)
と呼 ば れるXanthophyll　 Cycleが 働 き、過剰 光 があた ることでDiadinoxanthin　 (DD)がDiatoxanthin　 (DT)
へ と変換 され て(デ エポキ シ化)、 過 剰 光 エネル ギー を熱 に変 え、光 化学 系 を保 護 してい る。
珪 藻 類をはじめとする極域 微 細 藻 類 は、通常弱 光 下で生 育 しているが 、自然環 境 の 急激 な変 化 によ
り突 然の強 光 に曝 され る危 険 性が 常に ある。我 々は 、弱 光 環 境 に順応 した細胞 の 光 化学 系をその よう
な強 光か ら守 るために 、極域 微 細 藻類 でもXanthophyll　 Cycleが 有効 に機能 している、ということを示 し
てきた。
本 研 究では 、極 域 微 細 藻 類に おけるXanthophyll　 Cycleの 機 構 および 機 能 の詳 細 な 解 明 を 目指 し、
種 々の異 なる光 条 件下 で培養 した珪 藻Chaetoceros　 gracilisとPhaeodactylum　 cruentumを モデ ル として
用いて実験 を行い、培養 光強 度 とXanthophyll　 Cycle、 および光 化 学 反応 系の関 係 を調べ た。その結 果 、
強 光に対す る光 化学系 ・と・の量 比 変 化は 高等植 物 とは異 なること、キサ ントフィル サ イクル に よる光 エ
ネルギ ー散逸 能 力 と培養光 強 度の 間に密 接な関係 があることが 分かった。
鋤
　 　 　 ln　higher　 plants,　 xanthophyll　 cycle　 (light　energy　 dissipation　 mechanism　 by　interconversion
of　3　types　 carotenoids　 (violaxanthin,　 antheraxanthin,　 zeaxanthin)),　 which　 converts　 excess　 Iight
energy　 into　heat,　 acts　 as　a　defense　 mechanism　 against　 higher　 irradiance　 to　prevent　 damages　 to
photosystems.　 While　 in　diatoms,　 diadinoxanthin　 cycle,　 which　 is　initiated　 by　high　 light　to　convert
diadinoxanthin　 (DD)　 into　diatoxanthin　 (DT)　 ,　drains　 the　 excess　 Iight　energy　 into　heat　 to　protect
their　own　 photosystems.
　 　Psychrophilic　 phytoplankton　 including　 some　 kind　 of　diatoms　 generally　 grow　 under　 low　 light
environment,　 but　 they　 may　 be　 exposed　 to　a　sudden　 high　 Iight　which　 may　 be　 Iethal　 for　them
under　 Iow　 temperature.　 We　 have　 already　 shown　 that　 xanthophyll　 cycle　 in　 psychrophilic
phytoplankton　 functioned　 effectively　 to　protect　 their　 own　 photosystems　 in　cells,　which　 acclimated
to　low　 Iight　environment,　 from　 such　 high　 light.
　 　ln　this　study,　 aiming　 to　clarify　 the　mechanisms　 and　 functions　 of　xanthophyll　 cycle　 in
psychrophilic　 phytoplankton,　 we　 analyzed　 the　relation　 between　 grovvth　 light　intensity　 and
xanthophyll　 cycle　 using　 diatoms　 Chaetoceros　 gracilis　 and　 Phaeodactylum　 cruentum　 which　 were
grown　 under　 different　 light　conditions.　 As　 a　 result,　 we　 found　 that　the　capacity　 to　dissipate
excess　 light　energy　 by　xanthophyll　 cycle　 closely　 related　 to　the　 growth　 light　intensity,　 and　 the
relative　 ratio　of　the　tWo　 photosystems　 changed　 depending　 on　 the　light　intensity　 in　a　different
manner　 from　 higher　 plants. -39一
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COMPARED POPULATION STRUCTURE AND TROPHIC ROLE OF Themisto 
libellula ON THE MACKENZIE SHELF AND THE CAPE BATHURST POLYNYA 
              (BEAUFORT SEA, ARCTIC OCEAN). 
             Anna Prokopowicz, Louis Fortier, Martin Fortier 
 Quebec Ocean,  Departement de biologic,  Universite Laval,  Quebec, Canada G1K 7P4 
 anna.nrokonowiczO)o.iroa.ulaval.ca
Studies of population structure and ecophysiology of Themisto libellula species between the 
Mackenzie Shelf and the Cape Bathurst Polynya were conducted during CASES mission 
(Canadian Arctic Shelf Exchange Study) from 18 of September to 28 of October 2002. 
Preliminary results of abundance varied from 0.01 to 0.4 ind/10m3 and indicated no 
difference between two regions (P>0,82). Mean length in size classes implies slightly larger 
individuals on Mackenzie Shelf and domination by stages of maturing females  (FII). On 
polynya area we observed faster developing male individuals (MI;  MII). The first remarks on 
feeding experiment showed the total consumption of small Copepods as Calanus glacialis, 
Metridia longa and selective predation on C.hyperboreus and Chaetognatha preys.
 —40—
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  FEEDING DYNAMICS OF ARCTIC COD (BOREOGADUS SAIDA) IN THE 
       MACKENZIE SHELF / AMUNDSEN GULF STUDY AREA 
                   DURING SEPT.-OCT. 2002 
          Pascale  Lafrancel,  LouisFortier% and Jacques A.  Gagne 
 lUniversite Laval
,  Pavilion Vachon, Cite Universitaire,  Quebec, G1K 7P4, Canada;  2lnstitut 
    Maurice-Lamontagne, DFO, C.P. 1000, Mont-Joli,  Quebec G5H 3Z4, Canada.
The CASES (Canadian Arctic Shelf Exchange Study) project is an international effort under 
Canadian leadership to understand the biogeochemical and ecological consequences of sea ice 
variability and change on the Mackenzie Shelf / Amundsen Gulf region. In the Arctic Ocean, 
various processes mediated by metazoan zooplankton may modify the magnitude, nature and 
direction of carbon fluxes. In addition to the main zooplankton groups, arctic cod 
(Boreogadus saida) is a key species in the Arctic environment, transferring low level 
biological production to diverse vertebrate species within the upper trophic level. A first step 
toward understanding the population dynamic of Arctic cod is to determine the feeding of the 
early life history stages. We present here some preliminary results from stomach content 
analysis to highlight the relation with the time of capture as well as the feeding regime of 
Boreogadus saida. 
The sampling expedition was conducted in the study area from September 22nd to October 
 14th 2002. Overall, we collected and measured 660 young-of-the-year Arctic cod. From those, 
a sub-sample of 255 individuals was randomly selected  for gut content analysis although 
presently, only 134 individuals have been analysed. Results show that a higher number  of 
Arctic cod were caught in the evening and night samples, indicating the possibility of net 
avoidance during the hours of sunlight. However, the mean number of prey ingested increases 
with the time of capture while the small calanoid copepod Pseudocalanus spp. largely 
dominated the gut contents  of Arctic cod. The next stage of our study is to examine the 
copepod assemblage of the zooplankton samples from the same CASES stations, in order to 
estimate the Chesson's electivity index (a).
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RESPIRATION AND BIOGENIC CARBON FLUX UNDER THE MEDIATION OF 
  LARGE COPEPODS ON THE MACKENZIE SHELF (BEAUFORT SEA). 
                   Gerald Darnis, Louis Fortier 
 Quebec Ocean,  Departement de biologic,  Universite Laval,  Quebec, Canada G1K 7P4
Numerous processes involved in the regulation of the  fluxes of dissolved and particulate 
organic carbon on the extensive arctic shelves can be attributed to metazoan zooplankton. 
Among these are: (1) the trophic flux of organic carbon from primary producers up to 
vertebrate predators, (2) the remineralization into CO2 of organic carbon by respiration, and 
 (3) the vertical transport of carbon during the ontogenic vertical migration. The three large 
copepod species: Calanus hyperboreus, C. glacialis and Metridia longa dominate the arctic 
zooplankton biomass. Their life cycle is characterized by ontogenic vertical migrations with 
the late development stages overwintering at depth in a non feeding dormant state and coming 
to the surface during the production season to feed. Though metabolism is greatly reduced 
during overwintering months, a significant part of energy reserves is used and respired as CO2. 
This way part of the carbon accumulated during the production season at the surface on the 
Mackenzie shelf is released in deeper waters of the Cape Bathurst polynya and the margins of 
the shelf which constitute the  overwintering sites of these species. The objective of the present 
study is to quantify the remineralization of organic carbon into CO2 mediated by the large 
copepods that constitute the bulk of the zooplankton biomass. Toward that goal, respiration 
measurements on late developmental stages of the three species considered were run at 
intervals during CASES year-round expedition. We take particular interest in the 
overwintering period when the  CO, is released at depth. Thus it is essential to measure the 
zooplankton biomass over this period at the deep margins of the Mackenzie shelf while the 
ship was immobilized in the sea ice in Franklin bay. To do so we are considering using the 
Acoustic Doppler Current Profiler (ADCP) data from the moorings located in deep waters 
around the shelf. Here we intend to indirectly calibrate an ADCP system by comparing the 
zooplankton densities expected on the basis of ADCP derived backscattering intensities with 
the densities assessed from samples obtained from vertically stratified net tows with the 
multiple net sampler HYDRO-BIOS. For example data obtained from the ADCP located on 
the mooring CA-20 will be compared with zooplankton densities derived from HYDRO-
BIOS casts made at the nearby overwintering site. Preliminary results from respiration 
experiments show that by the end of February the females of Calanus hyperboreus, C. 
glacialis and Metridia longa were already displaying a high daily metabolic rate. An increase 
in metabolism this early in the season was not expected as the populations of these copepods 
were supposedly in a resting state in deep waters for several more weeks. Females of C. 
glacialis showed another increase in their metabolism in June corresponding to their 
reproduction season and the peak of production in the region. We now have to investigate if 




FAECAL PELLETS AND PARTICULATE ORGANIC CARBON EXPORT IN THE 
             CASES LONG-TERM SEDIMENT TRAPS 
    A. Forest', M. Sampei2, H. Hattori3, H.  Sasaki'', P.  Wassmanns, L. Fortier' 
 'Quebec-Ocean,  Universite Laval,  Quebec,  G1K 7P4, Canada; 2National Institute of Polar 
 Research, 9-10, Kaga 1-chome,  Itabashi-ku, Tokyo 173-8515, Japan; 3Hokkaido Tokai 
   University, Minamisawa, Minamiku, Sapporo, Hokkaido, 005-8601, Japan; 4Senshu 
 University of Ishinomaki, Ishinomaki, Miyagi, 986-8580, Japan; 5Norwegian College of 
         Fishery Science, University Of  Troms0, N-9037  Tromso, Norway.
The sequestration of atmospheric  CO2 trough marine biological processes is possible when 
newly organic matter produced in the surface layer takes an export pathway of sedimentation 
to the seabed. One of those pathways that may  be important is the production of large and 
rapidly-sinking faecal pellets by zooplankton which repack phytoplankton and organic matter. 
In seasonal ice-covered seas, physical  forcing strongly controls timing and intensity of 
organic matter input to the water column whereas trophic coupling and interactions influence 
the export or recycling pathway taken by the organic carbon. Thus, the actual context that 
combines steadily increase of greenhouse gas to climate warming and progressive loss of the 
arctic summer ice cover, makes unreliable and imprecise the role of those physical/biological 
 shilling processes that occur in the Arctic Ocean in global carbon budgets. Therefore, we need 
more data coming from direct and extended measurements of particulate organic carbon flux 
along with a monitoring of its  biotic and  abiotic controlling factors. Only this plural approach 
will permit to evaluate the true impact of global change on the sequestration of CO2 by the 
Arctic Ocean. 
The main goal of this research is to better understand the climate variability impact  on the 
biological and physical parameters which control the production and export of particulate 
organic carbon (with a  focus on the zooplankton faecal pellets), in the Beaufort Sea coastal 
region. To fulfil that, long-term sediments traps are installed on mooring lines from 
September 2002 to August 2006 in the study region. In addition, the planktonic community 
structure & dynamic is monitored with annual cruises where the 2003-2004 CCGS Amundsen 
overwintering expedition will serve as the central element. The ice regime and climate data 
will come from satellite observations and analysis from the Centre for Earth Observation 
Sciences (University  of Manitoba), and oceanic circulation data will  be collected by Doppler 
Effect currentmeters moored on the same lines as the sediments traps and processed by the 
Institute of Ocean Sciences (DFO Canada).
 —43--
 PM-12
ARCTIC COD BIOMASS PARADIGM
D. Benoit', Y.  Simard` and L. Fortier'
1Chaire de recherche du Canada en  ecosystemes marins arctiques et changement climatique
,  Departement de 
    Biologie,  Universite Laval,  Pavillon Alexandre Vachon,  Quebec,  (Quebec), G1K 7P4 CANADA 
 delph  ine.benoit.10,ulaval.ca,  louis.fortieraibio.ulaval.ca 
2Chaire de recherche du MPO en acoustique  appliquee aux ressources et a  recosysteme
, ISMER-UQAR, 310, 
 allee de Ursulines, Rimouski,  (Quebec), G5L 3A1, CANADA  Yvan__Simarduqar.qc.ca 
Abstract 
Arctic cod (Boreogadus saida) is the main species transferring low level biological 
production to the upper trophic level. A large biomass of arctic is required to feed all these 
predators. However, the information presently available from traditional observation means is 
unable to support the existence of such large biomass. This paradigm might be linked to the 
way arctic cod was detected by the past. Under the Canadian Arctic Shelf Exchanges Study 
(CASES) in the Beaufort Sea area, the CCGS Amundsen research ice-breaker spent the last 
year echosounding the water masses to find the missing arctic cod biomass. A hull-mounted 
multifrequency echo sounder (38, 120 and 200 kHz) continuously recorded distribution and 
abundance of fish and plankton along the ship track during fall 2003, spring and summer 2004, 
and at a fixed station during winter. An exceptional acoustic data bank is now available to 
address questions concerning the pelagic ecosystem in this area, in relation with the 
simultaneously recorded environmental conditions. The present study aims at estimating the 
total arctic cod biomass in the Beaufort Sea and at determining the factors influencing its 
distribution and behaviour over a wide range of time and space scales. Initial exploration of 
this acoustic data bank shows various patterns in the spatial  organisation of fish and plankton, 
horizontally and vertically over the study area. At the overwintering station, an extraordinary 
gradual concentration process, in the bottom half of the 225-m thick water column, increased 
the acoustic density by a factor of about 100. More investigation on the oceanography, 
distribution and annual cycle of arctic cod in the Beaufort Sea, using this hydroacoustic 
approach, will be conducted under a 3 year Ph.D. thesis in progress.
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THE DISTRIBUTION OF SURFACE PHYTOPLANKTON ALONG A MEGA 
 TRANSECT (FROM HOBART TO MAWSON) IN SUMMER 2002/2003.
 Zulfigar Yasin, Mahadi Mohammad, Sazlina  Salleh, 
      Wan Maznah W. 0. & Aileen Tan S.H. 
School of Biological Studies, Universiti Sains Malaysia.
Abstract
     Phytoplankton samples were collected from the water surface along a mega 
transect from Hobart to Mawson (from  S  44° 08.90' to S 66°  47.81' and E  1450 51.90' 
to E 64° 27.55') in January to March 2003 during the Voyage 4, Australian Antarctic 
Division expedition. Samples were taken from surface using a submersible water pump 
which was attached at the bottom of the vessel Aurora Australis. The total of 16 genera 
and 27 species of phytoplankton were found during the transect. The salinity ranges 
from 33.219  °/00 to 34. 747  °/00. Meanwhile the temperature during the transect ranges 
from 3.453 °C to — 1.819 °C. The most dominant species are Nitzschia kergulensis, 
Pseudonitzschia prolongatoides and Pseudonitzschia  subcurvata.
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THE DIVERSITY OF PHYTOPLANKTON IN THE KRILL-BOX STUDY AT 
            MAWSON STATION, ANTARCTICA
 Zulfigar Yasin, Mahadi Mohammad, Sazlina Salleh, 
      Wan Maznah W.  0. & Aileen Tan S.H. 
School of Biological Studies, Universiti Sains Malaysia.
Abstract
     Phytoplankton samples were collected from the Krill-Box in the Southern Ocean 
(from  S 66°  05'00 to S 66°  55'00 and E  61° 56'40 to E 64°  30'00) in January to March 
2003 during the Voyage 4, Australian Antarctic Division expedition. Water samples 
were taken from depth ranged from 3m to 150m using Rosette and CTD sampler. As for 
the phytoplankton samples were taken from the surface, 60m, maximum fluorescence 
measurement depth and minimum temperature depth. The total of 15 genera and 28 
species of phytoplankton were found. The total of 6 genera were found on the surface 
area, 11 genera at the 60m  depth  , 12 genera in the maximum fluorescence measurement 
depth and 8 genera at the minimum temperature depth. The most dominant species are 





An　 observational　 study　 of　the　 primary　 production　 and　 physical　 release　 of　the　 ice
algae　 in　Lake　 Saroma
西 佳 樹 、多 部 田 茂
東 京 大 学 大 学 院 新 領 域 創 成 科 学 研 究 科
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Yoshiki　 Nishi　 and　 Shigeru　 Tabeta
　　 　　 　 Graduate　 School　 of　Frontier　 Sciences,　 The　 University　 of　Tokyo
In　 ordcr　 to　 cxaminc　 thc　 matcrial　 cycle　 in　the　 aquatic　 ecosystem　 with　 the　 covcrage　 of　 ice,　 a
ficld　 observati(m　 was　 conductcd　 on　 the　 ice　 in　Lake　 Saroma,　 Hokkaido,　 Japan　 during　 the　 period
from　 latc　 Fcbruary　 t()　mid-March　 in　2004.　 Thc　 concentrations　 of　 chlorophyll　 a,　nutricnts　 and
particulate　 organic　 carbon/nitrogcn　 in　thc　 samples　 taken　 from　 watcr　 and　 icc　 wcre　 mcasurcd.　 A
scdimcnt　 trap　 was　 dcploycd　 undcr　 the　 icc　 for　 collccting　 the　 sinking　 mattcr.　 As　 a　result,　 actjve
incrcasc　 in　 thc　 biomass　 of　 the　 ice　 algae　 and　 sinking　 of　 organic　 matter　 produccd　 mainly　 by
primary　 production　 wcrc　 dctcctcd.
　 Additionally,　 a　 couplcd　 icc-watcr　 box　 m(、dcl　 was　 dcvclopcd　 in　 ordcr　 to　 invcstigate
quantitativcly　 thc　phcnomcnon　 of　matcrial　 transport　 in　thc　couplcd　 icc-watcr　 systcm,　 which
cvaluatcs　 thc　budgct　 ()f　organic　 carb()n　for　thc　icc　and　watcr　column.　 By　inscrting　thc　obscrvcd
valucs　 or　particulatc　 ()rganic　carbon　 in　thc　icc,　in　the　watcr　 and　 sinking　 mattcr　 into　the
cquations　 of　 thc　 modcl,　 thc　 budgcts　 of　organic　 carbon　 are　 estimated.　 This　 analysis
conscqucntly　 shows　 that　thc　mattcr　 produccd　 by　 bi(、logical　activity　 of　the　ice　algac　 is
cnbctivcly　 rclcascd　 fr(、m　thc　icc　to　thc　undcrlying　 watcr　 by　means　 of　thc　physical　 rclcasing
cffect　(frcczing　or　mclting　 of　the　icc,　brain　convcction　 and　diffusi(m　 gcneratcd　 at　thc　b(、ttom　of
thc　icc).
氷 の 存 在 す る水 域 に お け る 生 態 系 内 の 物 質 循 環 を 明 らか とす る た め に 、2004年2月 下 旬
か ら3月 中 旬 ま で 、北 海 道 の サ ロマ湖 に お い て 、採 水 ・ア イス コア 取 得 に よる 現 場 サ ン プ ル
の 採 集 を行 い 、これ らの サ ンプ ル の クロロフィルa濃 度 、栄 養 塩 濃 度 、有 機 態 炭 素/窒 素 を測
定 した 。ま た 同 時 に 、セ ジ メン トトラップ を 氷 の 直 下 に 設 置 し沈 降 物 の 採 集 も行 った 。そ の 結
果 、測 定 期 間 中 に ア イス ア ル ジー に よる 活 発 な 生 産 活 動 が 発 生 した こと及 び 、主 に 一 次 生
産 物 か ら成 る有 機 物 の 沈 降 が 起 きて い ることが 示 され た 。
そ れ に 加 えて 、ア イス ア ル ジー に よって 生 産 され た 有 機 態 炭 素 が 、ど の ように 浮 遊 生 態 系
へ と輸 送 され るか を 定 量 的 に 明 らか とす るた め に 、氷 か らの 物 理 的 な 離 脱 効 果 も考 慮 に 入
れ た 、氷 一水 結 合 ボ ックス モ デ ル を構 築 した 。有 機 態 炭 素 の 観 測 値 を本 モ デ ル の 変 数 に 代
入 す る ことに よ り、有 機 態 炭 素 の 収 支 を 見 積 もった 。そ の 結 果 、光 合 成 に よる 生 物 活 動 に よ
る生 産 物 は 、物 理 的 離 脱 効 果(氷 の 結 氷 ・融 解 、ブ ライン 対 流 、海 氷 底 の 拡 散)に よ り極 め て
効 率 的 に 、氷 か ら直 下 水 へ と輸 送 され て いる ことが 分 か った 。
一47一
Primary productivity of Saroma Ko lagoon in winter 
        McMinn, A. (Univ. Tasmania)
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北 海 道 オ ホ ー ツ ク 沿 岸 域 及 び 太 平 洋 沿 岸 域 に お け る
2004年 春 季 の 植 物 プ ラ ン ク トン 組 成 の 鉛 直 分 布 に つ い て
Vertical　 distribution　 of　phytopEankton　 composition　 in　the　coastal　waters
of　the　Okhotsk　 Sea　and　 the　Pacific　Ocean　 of　Hokkaido　 in　2004　 spring
清 水 幾 太 郎(さ け ・ま す 資 源 管 理 セ ン タ ー),大 舘 弘 延 ・工 藤 勲 ・
門 谷 茂(北 海 道 大 学 大 学 院 水 産 科 学 研 究 科)
　　 Shimizu,　 L　(National　 Salmon　 Resources　 Center),　 H.　Ohdate,　 1.　Kudo
and　 S.　Montani　 (Graduate　 School　 of　Fisheries　 Science,　 Hokkaido　 Univcrs.　ity)
Variety　 of　 the　 scale　 of　 a　phytoplankton　 bloom　 has　 been　 observed　 in　 coastal　 waters　 after　 sea　 ice
retreated　 from　 coasts　 of　 east　 Hokkaido.　 The　 scale　 of　 a　bloom　 was　 measured　 by　 rcmote　 sensing　 or
analyzing　 of　chlorophyll　 a.　However,　 it　was　 difficult　 to　measure　 the　 vertical　 distribution　 of　a　bloom.
The　 vertical　 distributi(m　 of　 phytoplankton　community　 after　 sea　 ice　 retreated　 from　 coast　 was
observcd　 with　 a　 FluoroProbe　 fluorometcr　 (bbe,　 Gcrmany)　 in　 the　 cruise　 of　 research　 vcsscl
Ushio-maru　 of　Hokkaido　 Univcrsity.　 This　 rescarch　 was　 operated　 in　the　 coastal　 waters　 of　the　 Pacific
Ocean,　 thc　 Okhotsk　 Sea　 and　 the　 Japan　 Sea　 from　 eighth　 to　 f()urteenth　 of　 May　 in　 2004.　 Water
samples　 were　 filtrated　 with　 GF/F　 and　 nuclepore　 mter　 (pore　 sizc:10μm,2μm,0.2μm).
Chlorophyll　 a　 and　 nutricnts　 wcre　 analyzcd　 in　 our　 laboratory.　 Chlorophyll　 values　 of　 fbur
phytoplankton　 communities　 of　 grcen　 algae,　 blue　 green　 algae,　 diatoms　 and　 Cryptophytes　 were
measured　 with　 a　FluoroProbe.　 The　 distribution　 of　 chlorophyll　 concentration　 of　Cryptophytes　 in　the
Pacific　 Ocean　 was　 higher　 than　 that　 in　 the　 Okhotsk　 Sea　 and　 the　 value　 was　 higher　 than　 2μg/1.
Comparcd　 with　 the　 distribution　 of　diatoms　 in　the　 both　 waters　 of　the　 Pacific　 Ocean　 and　 the　 Okhotsk
Sea,　 the　 value　 at　the　 stations　 off　 coast　 was　 higher　 than　 that　 at　the　 stations　 near　 coast.　 As　 a　result　 of
vertical　 distribution　 of　diatoms,　 a　diatoms　 bloom　 was　 observed　 in　the　 upper　 layer　 from　 the　 depth　 of
20　 m　 at　the　 stations　 off　 coast.　 On　 the　 other　 hand,　 the　 decline　 of　 a　diatoms　 bloom　 and　 flux　 were
observed　 at　the　 stations　 near　 coast.
海 氷 退 行 後 の 沿 岸 海 域 で は植 物 プ ラ ン ク トンの ブ ル ー ム の 規模 が大 き く変 動 す る.ブ ル ー
ム の規模 は リモ ー トセ ンシ ン グや各 層 採 水 に よ る ク ロ ロ フ ィル 量 で知 る こ とが で き る が,
どち らの 場 合 も鉛 直 的 な大 きさ を把 握 す る こ とは 困 難 で あ っ た.本 研 究で は 海 氷 退 行 後 の
植 物 プ ラ ン ク ト ン組 成 の 鉛 直 的 な 分 布 構 造 を 明 ら か に す る た め,ド イ ツ　bbe社 製
FluoroProbe　 を用 いて 観 測 した.観 測 は 北 海 道 大 学 水 産 学 部 練 習船 う しお 丸 で,2004年5
月8日 か ら5月14日 に か け て太 平 洋(十 勝 沖,納 沙 布 岬 沖),オ ホ ー ツ ク海(根 室 海 峡,
サ ロマ湖 沖,湧 別 沖,紋 別 沖,枝 幸 沖,浜 頓 別 沖),日 本 海(天 塩 沖)の 沿 岸 域 で 行 っ た.
各 層 採 水 試料 力・らサ イズ(10μm,2μm,0.2μm)分 画 に よ る ク ロ ロフ ィルa量 と栄 養 塩
濃 度 を分析 した.　FluoroProbeは5種 類 の 波長 光 でGreen　 algae　(緑 藻類),　 Blue　green　algae
(藍 藻類),　 Diatoms　 (珪 藻類),　 Cryptophytes　 (褐 色 鞭 毛 藻 類)の4グ ル ー プ の植 物 プ ラ ン
ク トンの ク ロ ロフ ィルa濃 度(μ9/1)を 測 定 で き る.観 測 の結 果,太 平 洋 沿 岸 域 で は オ ホ ー
ツ ク沿岸 域 に比 較 して　Cryptophytesの 分 布 量 が多 く,常 に2μ9/1を 越 え て いた.　 Diatoms
の 分 布 量 は太 平 洋 お よ び オ ホ ー ツ ク海 とも沿 岸 よ りも沖 合 の 方 が多 か っ た.ま た,沿 岸 か
ら沖 合 に か けて のDiatomsの 鉛 直分 布 構 造 の 変 化 か ら,沖 合 域 で は 水 深20m以 浅 の 表 層 で




Role of meso- and macrozooplankton grazing in the Polar Frontal Zone (Southern Ocean) carbon 
                                       cycle. 
           Froneman, P.W., Bernard, K.S., Bernard,  A.T.F.(Rhodes University)
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     CRUSTACEAN GRAZERS IN EAST ANTARCTIC PACK ICE 
                               K. M. Swadling 
School of Zoology, University of Tasmania, Private Bag 5, Hobart, Tasmania 7001, 
                            Australia
Crustaceans are extremely abundant in the sea-ice zone, either living within the brine 
channel system of the ice-crystal matrix or inhabiting the looser ice at the ice-water 
interface. It is probable that these invertebrates graze a considerable amount of ice-related 
primary production in situ. However, little is known about their diets and consumption 
rates and, at present, there are minimal data with which to assess their regional 
importance. This project is examining the dietary preferences and clearance rates of 
dominant crustaceans in the east Antarctic sea-ice ecosystem by using a combination of 
classical microscopy and biochemical analyses. Common crustaceans found in the upper 
water column or in direct association with the ice included copepods such as Metridia 
 gerlachei,  Calanus  propinquus,  Calanoides acutus and  Paraeuchaeta antarctica, and the 
 euphausiids Euphausia  superba, Euphausia crystallorophias and Thysanoessa macrura. 
In early-Spring 2002 and 2003 the guts of these animals ranged from empty to 
moderately full of diatoms. The majority of the primary production at those times was 
associated with the sea ice proper and this was reflected in the gut contents. Stable 
isotope (613C and 615N) and C/N ratios further highlighted  differences between the sea 




Diet of the warty squid Moroteuthis ingens: stomach contents and fatty 
    acid analysis of a ravenous piscivore from the sub-Antarctic 
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Moroteuthis ingens is an ecologically important squid in the sub-Antarctic ecosystem 
that is consumed by many higher predators and which itself must place enormous, 
although hitherto largely undescribed, predatory pressure on lower trophic levels. M. 
ingens was collected from Macquarie Island (54°30' S - 158°55' E) over four 
sampling periods – 3 austral summers and 1 austral winter - between January 1995 
and June 2000. Stomach contents and fatty acid profiles of the digestive gland were 
used to assess temporal variations in the diet of M. ingens. It was difficult to infer 
dietary patterns from stomach content data as few comparable data existed between 
sampling periods. However, fatty acid analyses of the digestive gland indicate that 
the diet of M. ingens is subject to interannual and interseasonal variations at 
Macquarie Island. Discriminant analysis of fatty acid data could correctly assign a 
squid to the correct sampling period with a) an accuracy of 93.3% among summer 
periods and b) an accuracy of 100% between summer and winter. Both fatty acid and 
stomach content data suggest that certain key myctophid species such as  Krefftichthys 
anderssoni are not available to M. ingens during winter, as has been reported for other 
marine predators in the sub-Antarctic Southern Ocean. Further qualification and 
analysis of temporal and spatial variations in diet of Southern Ocean squid will 
considerably advance our understanding of the Southern Ocean ecosystem.
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南 極 海 域 に お け る 高DMS濃 度 の 要 因
Factors　 of　high　DMS　 concentrations　 in　the　Antarctic　 regions　 of　the　Southem　 Ocean
笠 松 伸 江(総 研 大)・ 小 達 恒 夫 ・福 地 光 男(総 研 大 ・極 地 研)
Nobue　 Kasarnatsu　 (The　 Graduate　 University　 fbr　Advanced　 Studies),　 Tsuneo　 Odate、
　 and　 Mitsuo　 Fukuchi　 (The　 Graduate　 University　 for　Advanced　 Studies,　 NIPR)
　 　 　 　 　 Dimethylsulfide　 (DMS)　 is　the　 most　 abundant　 f()rm　 of　 volatile　 sulfur　 in　 the　 ocean.　 Many
biogeochemical　 studies　 have　 been　 conducted　 in　the　past　 several　 decades　 to　unveil　 the　processes　 driving　 the
production,　 tlansfbrmation　 and　 removal　 of　DMS.　 They　 have　 shown　 that　the　 Southem　 Ocean　 is　an　 area　 with
one　 of　the　highest　 levels　 of　DMS　 concentrations　 during　 the　austral　 summer　 in　the　global　 oceans.　 It　has　recently
becn　 observed　 that　 Antarctic　 krill.　　 働01zozム 吻 　 suoerba,　 produces　 DMS　 and　 dissolved
dimethylsulfoniopropionate　(DMSP) in　 their　 grazing　 processes.　 Copepods　 also　 produce　 DMS、 　and　 the
potential　 production　 rates　of　DMS　 in　the　Southern　 Ocean　 by　khll　and　 copepods　 are　estimated　 to　be　as　much　 as
21μmol　 m'2　 di　and　 O.6　pmol　 ni'2　d"i,　respectively.　 These　 production　 rates　of　zooplankton　 and　 the　presence　 of
phytoplankton,　 which　 have　 high　 DMSP　 contents　 in　their　cells,　might　 facilitate　 i〃　situ　DMS　 production　 in　the
Southem　 Ocean.　 Processes　 Ieading　 to　the　formation　 of　DMS　 are　outlined　 and　 the　roles　 of　zooplankton　 in　the
Southern　 Ocean　 in　this　formation　 are　discussed.
海洋の生物活動が媒介 して生成する硫化 ジメチル(DMS)は,大 気 中で化学変化 し,エ
アロゾルを生成 し,雲 の凝結核 になる ことか ら,海 洋 の生物活動が媒介す る気候 変動 要因として
注目されている.　DMSは,植 物プランク トンが浸透圧調整や凍結防1ヒ,抗 酸化作用のために細胞
内に作るジメチルスルフォニオプロピオネー ト(DMSP)が 分解 して生成す る物質である.こ の数
十年間,海 洋におけるDMSの 生成や輸送,除 去に関する生物地球科学的研究が多くなされてきた.
その中で,夏 期南大洋は,全 海洋の中でも高いDMS濃 度 を示す海域であることがわかってきた.
近年,ナ ンキョクオキアミ　(Euphausia　superbo)が その摂餌過程でDMSお よび溶有態DMSPを 生
成することが報告された.南大洋における動物プランク トンの優 占種であるカイアシ類もまたDMS
を生成する.文 献値よ り,南 大洋におけるナンキ ョクオキアミおよびカイアシ類のDMS生 成速度
は,そ れぞれ,21μmol　 m'2　d-1および0.6pmolm'2d-1に も達すると見積もられた.南 極海域では,
細胞内DMSP生 成能の高いプリムネ シオ藻類やアイスアルジーの存在が知 られている.高DMSP
生成能をもつ植物プ ランク トンがナ ンキ ョクオキ アミやカイアシ類 に出会 うことによ り,植 物プ
ランク トン細胞内のDMSPが 多量にかつ速やかに海水中に放出される可能性 がある.こ のような
南極海域における食物網が南極海域 に高いDMS濃 度をもた らす ことが示唆された.
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サ ウス ジ ョージア島周辺海域 に おける2002・2003年 冬期
ナ ンキ ョクオキア ミ漁業混獲魚類
By-catch　 of　fish　taken　 in　krill　 fisheries　 in　the　 South　 Georgia　 area　 in　2002　 and　 2003
岩 見 哲 夫(東 京 家 政 学 院 ・生 物)・
林 倫 成 ・瀧 憲 司 ・永 延 幹 男(遠 洋 水 産 研 究 所)
　 　 　 　 　 　 Tetsuo　 IWAMI　 (Lab.　Biology,　 Tokyo　 Kasei　Gakuin　 Univ.)
No由ari　 HAYASHI　 ・　Kenji　 TAKI　 ・　Mikio　 NAGANOBU　 (Nat.　Res.　Inst.　Far　Seas　Fish.)
　 　 　 　 Observations　 on　 abundance　 of　by-catch　 fishes　 were　 made　 during　 austral　 winter　 months　 of
2002　 and　 2003　 in　 the　 vicinity　 of　 South　 Georgia　 Island.　 Lepldonotothen　larseni,　 Champs -
cephalus　 gunnari　 and　 Gymnoscopelus　brau ri　 were　 common　 to　 2002　 and　 2003　 surveys.　 L.
larseni　 was　 fbund　 in　63.6%　 (2002)　 and　 52.9%　 (2003)　 of　 hauls　 with　 fish　 by-catch　 and　 predominant
species　 in　 both　 surveys.　 The　 by-catch　 data　 from　 the　 two　 surveys　 did　 not　 provide　 a　 clear
relationship　 between　 kriU　 CPUE　 and　 haul-specific　 fish　 by-catch.　 However,　 it　was　 also　 recognized
that　 the　 largest　 amount　 of　fish　 by-catch　 was　 usually　 found　 in　hauls　 with　 lower　 CPUE.
ナ ンキ ョクオキア ミ漁業では,従 来魚類 の混獲 が問題視 されてお り,企 業船 による混獲魚
類調査 が1992年 よ り継続 的に行 われてい る。2001年 までは,夏 期 主 にサ ウス シェ トラン ド諸島周
辺海域 で操業 され るナ ンキ ョクオ キア ミ漁業漁獲物 を調査 対象 と して きたが,2002年 か らは冬期 に
サ ウスジ ョー ジア島周辺海域での調査 が開始された。今 回,2002・2003年 冬期 のナ ンキ ョクオキア
ミ漁業混獲魚類 調査 結果の 中から,混 獲魚類の 出現状況 や種組成 について報告 する。2002年 調査 は
日本水産株 式会社 所属 ・新高 丸に よって7月13日 か ら8月18日 までの37日 間,サ ウスジ ョー ジ
ア島北岸沖 で実施 された。一方,2003年 調査は マルパ トロール株 式会社所属 ・第五地 洋丸 に よって
8月8日 か ら9月16日 まで の40日 間,サ ウス ジョー ジア島北岸沖お よび西岸沖の2海 域 にお いて
実施 された。魚類 混獲が認め られ たのは2002年 が101定 量調査網 中44網 で43.6%,2003年 が281
定量 調査網 中34網 で12.1%で あ った。混獲が確認 され る網の割合 は調査年 による差 が著 しく,魚
類 の分布状 況 よ り曳網海域 ・水深 ・時 刻帯な ど人為 的な条件で変化 するもの と考え られ る。2002
年 では調査 点の70.3%が 水深350m以 浅の 陸棚域 に位 置 していたのに対 して,2003年 では同様 の条
件 の調査 点が32.8%で あったこ とか ら,2002年 の調査 では相 対的にナ ンキ ョクカジカ亜 目魚類 の仔
稚魚 の密度が高 い海域での 曳網が多 かったため と推定 された。両年通 じて確 認 され た混獲魚類 は,
ナ ンキ ョクカジカ亜 目のホ ソサ ラサウオLepidonotothen　 larseniと コオ リカマスChαmpsocephalus
gunnari　,　ハ ダカイワ シ科の ホソ ミオボロハ ダカ(;ymnoscopelusbraueriで あ った。いずれの調査 で
も,ホ ソサ ラサ ウオの 出現率 が最 も高 く,混 獲魚類出現調査網の63.6%(2002年)か ら52.9%(2003年)
に出現 が認め られ,当 該海域 におけ る優 占性が示唆 された。また,2002年 調査 では,従 来 サ ウスシ
ェ トラ ン ド諸島周辺海域 での調査 で出現例 のない ウナギダ ラMuraenolepismicrops稚 魚の混獲 が認
め られた。魚類 混獲 量 とナ ンキ ョクオキア ミCPUEと の関係 につい ては,関 連 を指摘 する報告 がな
されてい る。今 回の2002・2003年 の調査で も,魚 類混獲量の多い調査網 ではCPUEの 値 が小さい
とい う傾 向が見 いだされた。 しか しなが ら,一 方で,　CPUEが 小さい調査網 で も魚類混獲の無い場
合 があ り,　CPUEと の直接的な相関 関係 は認め られな か った。
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Glyptonotus  antarcticus (Eights) — aspects of biology, metabolism and 
trophochemoreception (Admiralty Bay, King George Island, Antarctica)
Tomasz  Janecki and Stanislaw Rakusa-Suszczewski
Department of Antarctic Biology, Polish Academy of Sciences, 
        Ustrzycka  10/12, 02-141 Warsaw, Poland 
   This study is supported by grant fromKBN (No. 3 PO4 02325).
Abstract: The G.  antarcticus population of Admiralty Bay is characterised by a larger range 
of individual body sizes than that from the Signy Island region. The sex ratio is similar in both 
populations. Females of all development stages were captured in Admiralty Bay between 
March and November, which  confirms the lack of  seasonability in the developmental cycle  of 
this species. Eggs were  found in marsupia of  females measuring 75mm and more. A 
relationship between the wet weight (Ww) and the total body length (TL) is similar for 
immature  females and males, equalling, respectively, Ww = 0,0154  TL3'18 and Ww = 0,0054 
TL3'42. In the annual cycle, basic metabolism ratio  (a=R/Ww()"77) of G. antarcticus is the 
lowest in September and does not change significantly during the daily cycle. Two-, tour- and 
six-week long starvation reduces the metabolism level by 30%, 51% and 71%, respectively. 
Glutamic acid at the concentration of 10mM increases the metabolism by  half, both in animals 
starved  tbr 2 weeks and in freshly captured individuals. Exposure to kynurenic acid at the 
concentration  0.1mM blocks further reactions to the glutamic acid.




The　 reproductive　 cycle　 and　 intracapsular　 development　 of　Antarctic　 whelk
　 　 　 　 　 　 Neobuccinum　 eatoni　 (Gastropoda:　 Buccinidae).
沼 波 秀 樹 ○ ・岩 見 哲 夫(東 京 家 政 学 院 大),平 野 保 男(名 古 屋 港 水 族 館),福 地 光 男(極 地 研)
　 　 　　 Hideki　 Numanami　 O　(Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 Univ.),　 Tetsuo　 Iwami　 (Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 Univ.),
　 　 　 　 　 　 　 　 Yasuo　 Hirano　 (Port　of　Nagoya　 Public　Aquarium)　 &　Mitsuo　 Fukuchi　 (NIPR)
The　 seasonal　 histological　 change　 of　the　gonad　 and　 pallial　 oviduct　 of　N.　eatoni　 was　 observed　 by　 light　microscopy.　 Specimens　 under
the　 histological　 observation　 were　 collected　 around　 Syowa　 Station　 during　 the　 period　 from　 March　 l992　 to　February　 l993.　 Port　 of
Nagoya　 Public　 Aquarium　 has　 been　 rearing　 Antarctic　 marine　 invertebrates　 since　 l991,　 and　 N.　 eotoni　 lays　 egg　 capsules　 in　aquaria.
む
These　 capsules　 were　 observed.　 The　 water　 temperature　 was　 a(ljusted　 to　O　 C.　 Male　 specimens　 collected　 from　 the　field　 in　June,
July,　 August　 and　 December　 were　 observed.　 All　 of　male　 specimens　 examined　 had　 ripe　 testis　 with　 developed　 spe㎜s,　 therefore,
seasonal　 cycle　 of　maturation　 in　testicular　 tissue　 was　 obscure.　 Sixteen　 female　 specimens　 collected　 from　 the　 filed　 during　 the　 year,
except　 January,　 July　 and　 November,　 were　 observed.　 There　 is　no　 remarkable　 seasonal　 change　 of　histological　 feature　 of　the　ovarian
duct,　 and　 the　ovarian　 maturation　 was　 different　 individually.　 In　this　species,　 oogenesis　 is　continuous　 process　 throughout　 the　year,　but
it　restarts　 after　 spawning.　 And　 the　female　 eXhibited　 the　 trace　 of　the　copulation,　 because　 sperms　 were　 found　 from　 posterior　 end　 of
pallial　 oviduct　 in　all　seasons.　 The　 histological　 changes　 of　gonads　 and　 occurrence　 of　sperms　 in　pal　ial　ov{ducts　 by　 month　 will　 lead　 us
to　conclude　 that　the　spawning　 of　this　species　 occurs　 during　 the　year.　 Several　 female　 specimens　 la　d　egg　 capsules　 in　aquaria.　 Since
egg　 laying　 was　 observed　 throughout　 the　year,　 it　is　also　 suggested　 that　 this　 species　 have　 no　 definte　 spawning　 season.　 During　 the
egg-laying　 process,　 single　 female　 laid　 l-12　 egg　 capsules.　 A　 single　 capsule　 contained　 about　 l4000　 nurse　 eggs　 which　 occasionally
can　 be　 devoured　 by　 one　 embryo.　 The　 shell　 of　the　 newly　 hatched　 juveniles　 is　5-6　 mm　 in　SL.　 The　 embryonic　 and　 intracapsular
developmental　 time　 of　this　species　 was　 12-14　 month　 in　aquaria.　 And　 the　intracapsular　 development　 of　embryo　 was　 also　 observed.
ナ ンキ ョクバイNeobuccinumeatoniは 南極海域で普通に見 られ る殻長80mmほ どのエ ゾバイ科の巻貝
である。本種は雌雄異体で交尾による体内受精を行 って卵嚢 を産むが,生 殖周期や発生等の知見は少な
い。演者 らはこれ まで同種 の繁殖 に関す る観察 ・研究 を行ってきた。今回は生殖腺 と精子 を受 け取る雌
の輸卵管内の状態を組織学的に観察 し,本 種 の生殖周期を推定 した。また名古屋港水族館で飼育 されて
いる個体が産卵 した卵嚢を用い,発 生過程 の観察 も行った。
組織観察用の標本 は,JARE-33に よって1992年3月 ～1993年2月 に南極 ・昭和基地周辺で採集 され
た25個 体 を用いた。採集 された個体 は,殻 長及 び殻幅,湿 重量を測定 した後,殻 を除去 し,軟 体部 を
プアン固定 した。生殖腺 と輸卵管についてパ ラフィン切片を作成 し,ヘ マ トキシ リン ・エオシン染色 を
施 して組織観察 を行 った。名古屋港水族館 では1991年 からナンキ ョクバイの飼育を行ってお り,飼 育
され ている個体 は高い頻度 で産卵 してい る。同一の雌か ら同時期に産卵 された卵嚢群を隔離 し,一 定期
間 ごとに卵嚢を解剖 して発生状態 を観察 した。水槽内の環境条件 は水温0～0.6℃,塩 分濃度33.0～34.5%。,
pH7.8～8.0で あった。
2・4・8・10・12月 に採集 された雌16個 体 を観察 した ところ輸卵管後部から精子が確認 された。輸卵
管内に精子 が存在する個体 が必ず しも卵巣内に成熟卵を持つのでは無 く,成 熟途 中の若い卵母細胞 を持
つ個体や産卵後の後退期 と考 えられ る卵巣を持つ個体 もあった。雄の成熟状態 に関 しては,5・6・8・
12月 に採集 された7個 体はいずれ も成熟 した精巣を持っていることか ら,季 節的な周期性が無い と考 え
られた。 このよ うに輸卵管 内に存在す る精子 と精巣成熟 ともに明確な季節性が認 め られ ない ことか ら,
ナ ンキ ョクバイの生殖活動 には年周期 が無いことが示唆 された。さらに飼育 されている個体でも産卵に
季節性や同調性 が無いことが観察 され ている。また卵巣が成熟す るサイズに達 している個体で も,輸 卵
管内に精子 が無 く卵を放出 した後 よ うな極めて未熟な卵巣 を持つ ものが存在 した。雌雄の生殖腺の成熟
状態 と輸卵管内における精子 の存在を比較す ると生殖行動 には季節性は無いが,常 に卵巣が成熟 した状
態 を持続するので無 く,個 体別 の卵巣成熟過程には周期性があると考え られた。本極は受精後,直 径約
8㎜,高 さ約5mmの ドー ム型の卵嚢を1～12個 産む。1卵嚢 中には約14000個 の卵カミ含まれてい るが,
発育胚は1個 で,残 りは栄養卵であった。卵の大き さに も明確な差があ り発育胚は直径0.3㎜ で,栄
養卵は直径0.18㎜ であった。産卵後 およそ1ヶ 月で トロコフォア幼生か ら初期ベ リジャー幼生に変態
す る。初期ベ リジャー幼生では口が開 口している様子で,栄 養卵 を付着 させていた。その後,お よそ5
ヶ月で体長細 ㎜ に成長 し,こ の時期 には足部が発達 し胎殻を有 している。 さらにお よそ3ヶ 月後に
は体長約2.5㎜,殻 長約2mmに 成長 し,産卵後12～14ヶ 月で殻長5～6㎜ にな り卵嚢外へ這い出す。
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海 氷 藻 類 に お い て 強 い 青 色 光 に よっ て誘 導 され るUV吸 収 色 素 に 関 す る研 究
UV-absorbing　 pigments　 in　ice　algal　cells　induced　 by　a　strong　blue　light
北島正治、森啓介、鈴木祥弘、井上和仁
神奈川大学理学部生物科学科
Masaharu　 Kitashima,　 Keisuke　 Mori,　 Yoshihiro　 Suzuki,　 Kazuhito　 Inoue
Department　 of　Biological　 Science,　 Faculty　 of　Science,　 Kanagawa　 University
It　is　kn(wn　 that　 icc　 algae　 arc　 grown　 in　b(、tt(、m　 of　 the　 sea　 ice　 in　thc　 Polar　 Rcgions.　 Thc　 icc　 algal
community　 carrics　 out　 ph(、tosynthcsis　 by　 strong　 solar　 radiation.　 And,　 it　is　th(川ght　 that　 icc　 algac　 arc
cxposcd　 to　strong　 u|traviolet　 (UV)　 radiation.　 H(、wcvcr,　 thc　 mcchanism　 concerning　 the　 dcfcnse　 and
thc　 responsc　 from　 such　 strong　 ultravi(、lct　 radiation　 has　 not　 bccn　 clarificd.　 In　 this　 study,　 we
irradiated　 tluorcsccnt　 lamp　 and　 light　 cmitting　 diode　 (emitting　 max:　 475　 nm)　 and　 cultivated　 thc
diatom.　 And,　 it　was　 clarificd　 to　accumulate　 a　large　 amount　 of　 pigmcnt　 that　 absorbed　 UV　 radiation
by　 blue　 light.　 UV-absorbing　pigmcnt　 was　 cxtraction　 from　 cultivatcd　 cells　 was　 perf()rmcd　 by












深 海 環 境 保 存 容 器 に よ る深 海 生 物 の 捕 獲
　　 　 Capture　 of　deep-sea　 organisms　 using　the　trap　tank　 for　retention　 pressure
O三 折 也 、 小 山 純 弘 、 小 西 聡 史 、 林 純 子 、 相 澤 益 男
独 立 行 政 法 人 海 洋 研 究 開 発 機 構 、 極 限 環 境 生 物 圏 研 究 セ ン タ ー
神 奈 川 県 横 須 賀 市 夏 島 町2-15　 miwat@jamstec.gojp
Tbtsuya　 Miwa,　 Sumihiro　 KOYAMA,　 Satoshi　KONISHI,　 Junko　 HAYASHI,　 Masuo　 AIZAWA
　EXtremobiosphere　 Research　 Center,　Japan　Agcncy　 for　Marine-Earth　 SCience　 and　Technology
The　 response　 in　 the　 e)dremely　 environment　 of　 cukaryotic　 multicellular　 organisms　 have　 not　 been
explained.　 We　 showed　 that　 the　 tissue　 cultured　 cell　 of　a　vertebrate　 caused　 a　deformation　 with　 a　pressure.
However,　 there　 s　still　 no　 rcsearch　 of　 formation　 change　 by　 the　 pressurization　 using　 a　 multicelluar
organism　 which　 nhabit　 deep-sea　 environment.　It　is　reason　 that　 the　 capture　 method,　 breeding　 onboard
and　 handling　 method　 of　 a　deep-sea　 organism　 is　not　 enough　 examined.　 Survival　 of　captured　 sample　 is
not　 still　easier.　 Those　 reasons　 are　 the　 serious　 hindrance　 to　making　 progress　 to　tissue　 culture　 research.
In　 order　 to　clarify　 specificity　 of　a　deep-sea　 organism,　 we　 carried　 out　 dynamic　 measuremcnt　 of　the　 living
organism　 and　 its　cultured　 cell.　 Then,　 we　 developed　 the　 equipment　 system　 ``DEEP　 AQuARIuM'　which
can　 sample　 a　deep-sea　 multicellular　 organism,　 with　 on　 -site　 cnvironment　 retained.　 Furtherm()re,　 the
transfer　 mcthod　 in　the　 state　 where　 the　 deep-sea　 organism　 was　 living　 was　 considered.　 This　 presentation
indicates　 that　 the　 decp-sea　 samples　 which　 die　by　 the　 temperature　 rise　 or　pressure　 reduction　 have　 improved
the　 probability　 of　survival　 by　 maintenance　 of　environment　 in　the　 equipment
深海生物、特 に大型の多細胞生物は、その深海環境適応特性が分子生物学的 ・組織生物
学的 ・全個体 レベルの各分野において、断片的な情報 しかわか っていない。脊椎動物の組
織培養が高圧力負荷 によ り、細胞骨格の形態変化に至 るこ とを我々は注 目し、同様の環境
応答が示 されるのか どうか、そ して何が生物 にとって違 うのかを見つめることが、生命現
象 の理解 につなが ると期待 している。このような研究、特 に生物の圧力応答に関 しては、
その情報が きわめて少ない。その理 由は、極域 に棲む深海生物 の採取が偶然の出会 いに支
配 されてい ること、深海生物のサンプル回収方法や船上での飼育 ・輸送システムが十分 に
検討 されていない こと、 さらに生 きたままのサ ンプ リングが容易でない こと、それ らの理
由が重なって環境応答生物研究まで持ってい くためのサ ンプル数が少ないことなどによる
と考えてい る。このための解決方法 として、確実に生物を捕獲管理するシステムの必要性
が出て くる。そこで これ らの深海多細胞生物研究の初期的な準備 として、深海生物をサ ン
プ リング し、 その現場環境を保持 したまま深海生物 を捕獲できる装置(DEEPAQuARIUM)
を開発 し、深海多細胞生物の生 きたままの採取 と飼育 ・輸送 を試みてい る。本報告では、
生物が棲息す る深海環境 を理解 し、 そこにいる生物の捕獲方法 について検討 した結果を説
明する。サ ンプ リング時 に、温度変化 ・圧力変化 ・その他の諸条件に より死滅 して しまう
生物を、環境保持技術によ り、生物 に対 し刺激せず、環境を変化させず回収することによ
り、陸上での整備 された研究施設で、その後 の実験につなが られるか どうかについて検討




Comparing the growth and fate of marine algae in three different 
 environments: open waters, coral reefs and springtime sea ice
Louis Legendre, Villefranche Oceanography Laboratory, France
ABSTRACT: In the ocean, algal cells inhabit a wide variety of environments. This 
poster compares the environmental conditions and growth of algae in  open waters, coral 
reefs and springtime sea ice. The comparison shows that the environmental and algal 
characteristics largely determine the transfer of carbon to small and large heterotrophs 
and to deep waters and the  benthos. In  open waters, there is an alternation between 
 irradiance and nutrient limitation. There, most,  pelagic animals live on average (low) 
 ocean's  production; areas (e.g. upwellings) and times (blooms) of high  production are 
exploited by some pelagic species  and they  supply organic matter to the  deep waters. As 
a consequence,  the  great, fisheries of the World depend on the spring bloom and 
 upwelling areas.
Coral reefs are limited  by nutrients. In these  systems, there is retention of nutrients in 
benthic organisms that contain symbiotic algae. As a consequence, the biomass in coral 
reefs is strongly dominated by  benthos. In the springtime sea-ice environment, the main 
limiting factor is irradiance. Unpredictable meteorological events cause the sudden 
release in the under-ice water column of ice algae accumulated in the ice. This being a 
major disadvantage to  short-lived pelagic species,  it is interesting to note that  most 




Fiona J. Scott, Harvey J.  Marchant
Australian Antarctic Division, Department of the Environment and Heritage.
The book, Antarctic Marine Protists, is to be published in early 2005. Marine 
planktonic protists account for over 90 percent of all living organisms in the 
ocean. They constitute the base of marine food webs, contribute about half of 
global primary production and play a key role in biogeochemical cycling. 
Antarctic Marine Protists is a comprehensive guide to the protists that live in 
the surface waters and sea-ice south of the Antarctic Polar Front. More than 
550 organisms are described and illustrated with over 1300 light and electron 
micrographs and drawings. The literature on Antarctic marine protists is widely 
scattered in journals and specialized texts. Until now there has been no single 
resource that draws this information together to enable non-specialists to 
readily access the literature on these fundamentally important organisms. A 
bibliography of more than 1000 entries and a glossary will make this book an 
indispensable resource for marine biologists.
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A progress of  gyotaku folio of Antarctic fish 
     MCA M ikff
 VAttY6T.  )\  • 
  Mitsuo Fukuchi (NIPR), Harvey  Marchant (AAD), Tetsuo  Iwami (TKGU) 
NIPR: National Institute of Polar Research  AAD: Australian Antarctic Division 
               TKGU: Tokyo Kasei Gakuin University
 The Antarctic fish  fauna  evolved following the  break up of Gondwana to  form the 
southern continents.  While Antarctic fish have been intensely  studied and numerous 
scientific  papers and  books  published on  them, there is  little appreciation by  the general 
public of their  diversity and behaviour. We wish to bring the  diversity of Antarctic fish 
to public attention  by  producing a  book, illustrated by'  "Gyotaku".  Gyotaku (gyo =  fish, 
taku = impression or print) is a  distinctively Japanese way of illustrating nature. In its 
 simplest, form (the direct method) paint is applied to a  fish, shell or plant  and a  print, is 
taken of the object onto paper or cloth. The indirect method of gyotaku requires much 
greater skill. Fine paper is  moistened  and  applied to the surface of a fish,  plant, or other 
 object. Coloured inks are then  used to colour the imprint of the organism on the  paper. 
 The result is an anatomically exact copy of the organism coloured either as it is in 
nature or as the artist chooses. While this technique works well on 2  dimensional 
 objects, accurately representing three dimensional subjects is a challenge.  Boshu 
NAGASE has over :30 years experience of producing gyotaku by the indirect method  and 
is  regarded as perhaps the principal exponent of this art form. He has had several 
exhibitions and his work is on permanent display in several organizations including the 
University of Maine, Australian Institute  of Marine Science, the Australian Antarctic 
Division, the Monaco Oceanographic Museum  and insert a Japanese gallery or two. The 
gyotaku would be used to illustrate a large format book on Antarctic Fish  edited by 
Mitsuo  Fukuchi and  Harvey Marchant. This would be the first time Antarctic fish have 
been illustrated in this way. We expect the  book to be launched at the 25th anniversary 
of CCAMLR in 2006. And the book will be a good example of out-reach activities 
related to the IPY. A total of 33 species of Antarctic fishes have  been printed since the 




Effects of oceanic dynamic on movements of ARGOS tracked leatherback 
          turtles Dermochelys coriacea: a novel analysis.
Georges JY, Gaspar P, Ferraroli S, Fossette S, Le Maho Y 
            (CEPE-CNRS, France)
Satellite tracking is widely used for monitoring free ranging animals at spatial and temporal 
scales that enable to link animal's movements to environmental conditions. Changes in 
animal's movement patterns (in terms of e.g. speed, degree of directionality) have been used 
as a cue to assess animal's behaviour in order to discriminate traveling from foraging. Among 
the numerous goals of such an approach, one aim is to discriminate migration routes and 
foraging grounds of the considered species, in order to better assess its habitat. 
In a dynamic flowing environment (such as water and air), the apparent movement of an 
animal (AppMov) results from the combination of the actual movement of the animal 
(ActMov) and of the water or atmospheric masses (EnvMov), such as 
 AppMov=ActMov+EnvMov. Accordingly, the apparent degree of directionality of an 
apparent track does not necessarily reflects the actual animal's behaviour. However, to date, 
such an approach has never been considered. Here, we analyzed the apparent reconstructed 
route of a leatherback turtle Dermochelys coriacea from the northern Atlantic ocean, obtained 
from ARGOS tracking. This apparent route shows two main patterns of movements, with 
several directional sections commonly considered as traveling, alternating with several non 
directional sections, commonly considered as foraging. However, when taking into account 
the contemporaneous sea surface movements recalculated from satellite altimetry, we show 
that the changes of the actual movements of the turtle only consists in only two long 
directional/traveling sections separated by a single, but also long, non directional/foraging 
section. This analysis shows the significant effects of environmental physical constraints (for 
instance surface currents) on sea turtle movements. Since these effects act on large vertebrate 
such as a 400-kg  leatherback turtle, this result also shows the need of considering such an 
approach for most, if not all, studies investigating animal's behaviour.
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産 卵 期 オ サ ガ メの 潜 水 行 動 に 見 られ る 「潜 り方 」の 個 体 差
The　 fine　modulation　 of　diving　 behaviour　 of　gravid　 leatherback　 tUrtles
　　　　　　　　　　　　　 in　relation　 to　body　 condition
田 中 秀 二(北 大 理)・Sandra　 Ferraroli　 (CNRS/CEPE)
佐 藤 克 文(東 京 大 学)・ 荒 井 修 亮(京 都 大 学)・内 藤 靖 彦(極 地 研)
　 　 　 Hideji　 Tanaka　 (Hokkaido　 University),　 Sandra　 Ferraroli　 (CNRS/CEPE),
Katsufumi　 Sato　(Univ.　 of　Tokyo),　 Nobuaki　 Arai　 (Kyoto　 Univ.),　 Yasuhiko　 Naito　 (NIPR)
We　 monitorcd　 diving　 bchavi(川rs　 of　 cight　 fcmale　 leathcrback　 turtlcs　 (Dermochelys　θr1αcω)
using　 multi-sensor　 data　 loggcrs　 during　 intcrnesting　 intcrvals　 o1'f　 the　 coast　 of　 wcstcrn　 Frcnch
Guiana.　 Flippcr　 movcmcnts　 were　 steady　 and　 continu()us　 (mcan　 O.15　 to　 O.23　 Hz)　 while　 two
lcathcrbacks　 showcd　 pr()longcd　 inactivc　 pcri(、ds　 in　the　 descent　 and　 b()ttom　 phase.　 Leathcrbacks
with　 gliding　 pcriods　 in　thc　 dcsccnt　 may　 bc　 morc　 ncgativc　 buoyant　 than　 ()thcr　 rcmalcs.　 Thcy　 had
lowcr　 mppcr　 lヤcqucncics　 als(、　 during　 thc　 asccnt　 phasc　 than　 those　 of　 turtlcs　 which　 made
continuous　 swimming　 in　thc　 dcscent.　 During　 the　 asccnt,　 body　 angle　 of　 leathcrbacks　 which　 glidcd
in　 thc　 dcsccnt　 dccrcascd　 with　 dccrcasing　 dcpth,　 which　 made　 them　 stay　 longcr　 periods　 in　 the
shallow　 watcr　 column　 whcre　 thc　 cncrgctic　 cost　 t()　rcsist　 thc　 ncgative　 buoyancy　 was　 lcss,　 while
(、thcr　 l℃malcs　 incrcascd　 thc　 b(、dy　 angle.　 This　 m(、dulation　 of　 dive　 angles　 may　 allow　 ncgative
buoyant　 femalcs　 to　save　 encrgy　 cxpenditure　 ovcr　 the　 coursc　 of　 dives.
産卵期のオサガメ(Der〃iochelyscoriacea)雌 の潜水行動 は,世 界各地 の産卵 地でバイオ ロギングによ
る研究の対象となっているが,潜 水行動の時系列プロファイル には個体ごとに理 由のよくわからない変
異があり,研究者を悩 ませ ている.本 研 究では,潜 水行動 の個 体間変 異をもたらす要因として個体の浮
力の違いに注 目し,行 動解析を行 った.仏 領ギアナの産卵地 で3年 間の調査を行ない,8個 体 の雌オサ
ガメから産卵 間隔期 の潜 水深度 ・遊泳速度 ・加 速度 のデー タを得た.そ のうち2個 体からは,潜 降 中にフ
リッパーの動きを停止 し受動的 に下降するグライディングが記録 されたが,他 の個 体は休止 なくフリッパ
ーを動かして潜 降を続けていた.潜 水プロファイルの解析から前者の個 体は後 者 に比べて浮力 の小 さ
な個体であることが明らかになった.浮 力の小さな個体 は,浮 力の働く向きが進 行方向 と反対 になる浮
上 中には,浮 力の大きな個 体に比べてより多くのフリッパー努力を必要とするはずだが,結 果はその反
対であった。浮力の小 さな個 体は,浮 上中には水面へ近 づくにしたがって体軸 角度を緩や かに変え,浮
力の影響 が小さな深度 帯に長く滞在することによって,フ リッパー頻 度低く抑えていたのである.
一63一
PM-32
オオ ミズナギ ドリの給餌生態 への自動体 重計及び出入 り記録装置の利用
　 Application　 of　automatic　 weighing　 and　nest　attendance
recording　 systems　 to　feeding　 ecology　 of　streaked　 shearwaters
越 智大介 ・松 本経 ・綿貫 豊(北 大院 ・7k産)・ 出口智広 ・岡 奈理子
(山階 鳥類研究 所)
Daisuke　 Ochi,　 Kei　 Matsumoto,　 Yutaka　 Watanuki　 (Graguate　 School　 of
Fisheries　 Sciences,　 Hokkaido　 University)　 Tomohiro　 Deguchi,　 and　 Nariko
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Oka
　 　 　 　 　 　 　 　 (Yamashina　 Institute　 of　Ornithology)
ミズナギ ドリ類は繁殖期に繁殖地か ら採餌海域 まで長距離移動を行 うこと
が知 られている。育雛期 には親が長期間と短時間の採餌 トリヅプを織 り交ぜて
繰 り返す特徴的な給餌 を行う。
これらの給餌生態 を知るには親の帰巣タイ ミングと体重、ヒナへの給餌量を
調べることが必須 となる。しかし、採餌 トリップは1日 か ら2週 間に及び、夜
間に帰巣するため帰巣の確認は困難であ り、毎帰巣時に親個体 を捕獲 し、給餌
量 と親の計測を行 うことは繁殖に対 して大 きな撹乱 となる。そこで 自動で連続
的に重量を記録 しつづける体重計システムお よび親 に装着 した小型の磁石 を
検出して帰巣 した個体を識別する出入 り記録装置を開発 した。この2つ の装置
を併用 し、東京都御蔵島で繁殖するオオミズナギ ドリを対象に親の帰巣タイ ミ
ングと親の体重、給餌量を同時に記録 した。今回はその結果について報告する。
Many　 Procelarifbrms　species　 are㎞own　to　 pe㎡orm　 long　 distance
foraging　 trips　 during　 breeding　 season.　 Particularly,　 they　 make　 alternate
long　 and　 short　 trips　 during　 chick　 feeding　 period.
　 Tb　 study　 their　 feeding　 ecology,　 it　is　essential　 to　examine　 nest　 attendance
pattern　 of　the　 parents,　 their　 body　 mass　 and　 their　 feeding　 mass　 to　their
chicks.　 However,　 these　 information　 are　 dif丘cult　 to　obtain　 by　 conventional
approaches　 without　 high　 level　 of　disturbance　 on　 the　 birds.　 Because　 they
retum　 to　the　 colony　 after　 long　 trips　 at　night,　 so　we　 have　 to　capture　 the
parents　 for　 measurement　 on　 every　 return.　 Tb　solve　 this　 problem,　 we
developed　 automatic　 weighing　 and　 nest　 attendance　 recording　 systems　 to
identify　 parents　 With　 small　 magnets　 attached.　 We　 report　 on　 application　 of




カ ツ オ ド リ の 飛 翔 行 動 の 発 達
Development　 of　night　 performance　 in　the　brown　 booby
依 田 憲(京 大)、 河 野 裕 美(東 海 大 学)、 内 藤 靖 彦(極 地 研 究 所)
　 　 YODA　 Ken　 (Kyoto　 Univ.),　KOHNO　 Hiroyoshi　 (Tokai　 Univ.),
　　 　 　　 　 　　 　　 　 NAITO　 Yasuhiko　 (NIPR)
How　 do　 birds　 acquire　 flight　 skills　 after　 fledging?　 This　 issue　 is　important,　 as　 it　is　closely　 related　 to
variation　 in　the　 duration　 of　 offspring　 care,　 the　 causes　 of　 which　 remain　 un㎞own.　 In　 this　 study,　 we
raised　 hatchling　 brown　 boobies,　 Sula　 leuco8αster,　 and　 attached　 an　 acceleration　 data　 logger　 to　 each
bird　 at　 fledging　 to　 record　 its　 movements.　 This　 allowed　 us　 to　 quantify　 precisely　 the　 time　 spent
flapping,　 gliding　 and　 resting.　 The　 duration　 of　 foraging　 trips　 and　 proportion　 of　 time　 spent　 gliding
during　 flight　 increased　 with　 the　 number　 of　days　 since　 fledging,　 whereas　 the　 proportion　 of　time　 spent
in　flight　 decreased.　 This　 indicates　 that　 brown　 boobies　 gradually　 acquire　 efficient　 flight　 skills　 during
the　 post-fledging　 period,　 which　 might　 be　 the　 proximate　 cause　 of　the　 long　 post-fledging　 care　 period
in　this　 species.　 To　 the　 authors'　 knowledge,　 this　 is　the　 first　study　 to　record　 precisely　 the　 ontogeny　 of
flight　 bchaviour　 in　birds.
鳥類はどのように飛翔行動 を発達 させていくのだろう?こ の解答を得るためには個体
を観察 し続ければ良いが、雛が巣立ち(初 飛翔)し たあと連続的に追跡することは難 し
い。本研究では、西表島沖の仲 ノ神島で繁殖す る海鳥のカツオ ドリ　(SUIa　!eucogaster)
を対象として、飛翔行動の発達プロセスを研究 した。カツオ ドリは巣立ち後、単独で採
餌 に行 くが、餌を充分 に獲得できず、巣の近辺に戻って親鳥 に餌 をねだる。そ こで、雛
を飼育 し、我々を親(あ るいは給餌者)と して認識させた。巣立ちした雛は我々のもと
と海 を往復するようになる。 ここで加速度 を記録するデータロガーを装着す ることによ
り、カツオ ドリの飛翔、採餌行動を秒単位で記録 した。カツオ ドリは、徐々に採餌 トリッ
プ長をのばし、 また、羽ばたきに頼 る飛翔か ら、 グライディングを多用す る飛翔に移行




MOLECULAR-BIOLOGICAL ANALYSIS OF GENTOO PENGUINS AT ANTARCTIC 
                        PENINSULA
G. D. Telegeev (1), A. S. Legeyda (1, 4), M. V.  Dybkov (1), A. S.  Savoy (2), 
               B.Vachev (3), V. F. Bezrukov (4)
(1) Institute of Molecular Biology and Genetics of NAS of Ukraine, Kyiv 
          (2) Medical University Sofia, Sofia, Bulgaria
(3) Institute for Nuclear Research and Nuclear Energy, Sofia, Bulgaria 
  (4) Taras Shevchenko National University of Kyiv, Kyiv, Ukraine
The understanding of the molecular, physiological and behavioral mechanisms which help 
Antarctic organisms to be adapted to extreme polar conditions provides penetration into 
evolutional and biological principles of animal's development and survival. The goal was to 
estimate the possibility survival using RAPD (random amplified polymorphic DNA) for studying 
penguin's populations. The blood samples were collected at Petermann and Wiencke Islands. 
DNA samples were analyzed using three primers ( OPA-10, OPP-12,  OPM-02  ), producing 25 
scorable hands, 10 of which were polymorphic. RAPD profiles were analyzed by RFLP Scan 
3.12 (Scanalytics). Amplified DNA fragments of 150-1500  by were scored as present (1) or 
absent (0) in RAPD fingerprints. The calculation of the similarity index  (  index Czekanowski) S 
 0,9 did not revealed significant level of polymorphism between two observed penguins groups, 
suggesting that they penetrate into the same population. The taxonomic status of Pygoscelis 
papua penguins still is not clear. The study of high polymorphic DNA markers will be helpful for 
the determination of the levels of genetic and phenotypic variability and for evaluation of the 
genetic structure in investigated species. In present study it was carried out the investigation of 
102 penguins from the population nearly Bulgarian Antarctic Base "St. Kliment Ohridski" and 
159 penguins from the population close to Ukrainian base "Akademik Vernadsky". DNA 
analyses include study of 3 microsatellite polymorphic markers — RM3, AM12, RM6. The 
results obtained from the screening of the samples revealed that the markers AM12 and RM6 are 
monomorphic. The size of the allele of RM6 is 168 bp., the allele of AM12 still is not 
determined. For the marker RM3 it was observed only two alleles one with size of 221  by and 
another with size of 217 bp. The calculation of Fst value did not revealed significant genetic 
distances between two investigated populations of  Pygoscelis papua, and couldn't confirm that 
they belong to different subspecies. Results of this work will be used for analysis of population 
penguins at Petermann, Livingston and Wiencke Islands and help to clarify the phylogenetic and 
taxonomic status of Pygoscelis papua.
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      ARE NEST-BOXES TOO HOT FOR LITTLE PENGUINS? 
          Yan  Ropert-Coudere, Belinda  Cannell2, Akiko  Kato' 
 1National Institute of Polar Research
, 1-9-10 kaga,  Itabashi-ku, Tokyo 173-8515; 
                           JAPAN  (yanO)nipr.ac.jp) 
 2  Murdoch University
, South St, Murdoch, Perth, Australia, 6150
In order to assess on the potential impact that artificial nest-boxes may have on the 
occupation rate or physical condition of adults and chicks of Little Penguins Eudyptula 
minor, temperature was recorded continuously for 37 days simultaneously inside 7 nest-
boxes, and in the surrounding bush. The temperature inside the boxes was always 
higher than that in the bush, the difference being greater around noon. Solar radiation 
was suspected to be the main cause of the high temperatures recorded inside of the 
boxes. Temperature differences between outside and inside the boxes were smaller on 
windy and dry days. Our results indicate that the maximum temperatures experienced by 
Little Penguins in the nest-box may likely reflect the most unfavorable conditions for the 
birds. In order to avoid hyperthermic conditions, an improvement in the ventilation of 
nest-box is suggested here.
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リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 に お け る 抱 卵 期 の ア デ リー ペ ン ギ ン の 潜 水 行 動 に つ い て
Diving　 behavior　 of　Ad61ie　 penguins　 during　 the　incubation　 period　 in　LUtzow-Holm　 Bay
吉岡 あや(東 京 海洋 大)・加 藤 明子(極 地研)・ 佐藤 克 文(東大海 洋研)・ 長 島秀樹(東 京海洋大)
Aya　 Ybshioka　 (Tokyo　 University　 of　Marine　 Science　 and　 Technology),　 Akiko　 Kato
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (NIPR),
　　 　 　 　　 Katsufumi　 Sato　 (Ocean　 Research　 Institute,　 Tokyo　 Univ.),
　 Hideki　 Nagashima　 (Tokyo　 University　 of　Marine　 Science　 and　 Technology)
　 　 　 Ad61ie　 penguins　 distribute　 widely　 in　 the　 Southern　 Ocean　 and　 they　 are
considered　 as　 key-species　 among　 the　 top-predators　of　 the　 trophic　 chains　 of　 the
Antarctic　 marine　 ecosystems.　 Consequently,　 their　 ecology　 has　 been　 intensively　 studied
over　 the　 past　 few　 decades　 but　 there　 is　still　 little　 information　 about　 the　 ecology　 of　this
bird　 during　 the　 incubation　 period.　 The　 aim　 of　 the　 present　 study　 is　to　 describe　 the
diving　 behavior　 of　Ad61ie　 penguins　 during　 the　 incubation　 period　 and　 to　compare　 it　with
that　 during　 the　 chick-rearing　 period.
　 　 　 Time-depth　 data-loggers　 (NIPR-DT)　 were　 attached　 on　the　back　 of　5　female　 and　 s
male　 Ad61ie　 penguins　 on　 16　 Nov　 and　 2　Dec　 1999,　 respectively,　 breeding　 at　the　 colony　 of
Hukuro　 Cove,　 Langhovde　 in　 LUtzow-Holm　Bay,　 Antarctica.　 All　 loggers　 were　 recovered
on　 21　 Dec　 1999.　 The　 first　 foraging　 trip　 of　 the　 incubation　 period　 lasted　 14±2d　 fbr
females　 and　 11±3days　 for　 males.　 During　 this　 first　 fbraging　 trip,　 females　 and　 males
dived　 8373± 　1766　 and　 5600±3237　 times,　 respectively.
　 In　 both　 males　 and　 females,　 more　 than　 60%　 of　the　 dives　 were　 shallower　 than　 10m,
which　 is　similar　 to　the　 dive　 depth　 distribution　 during　 chick-rearing　 period.　 Mean　 total
time　 spent　 underwater　 per　 day　 was　 5h16min　 fbr　 females,　 and　 4h35min　 f()r　males
during　 the　 incubation　 period,　 which　 is　 about　 10-30%　 longer　 than　 that　 during　 the
chick-rearing　 period.　 During　 the　 incubation　 period,　 a　 greater　 proportion　 of　 the　 time
spent　 at　 sea　 is　available　 fbr　 diving　 because　 parents　 do　 not　 need　 to　 return　 periodically
to　the　 colony　 to　feed　 their　 chicks.
ペ ンギ ン類 は南極 域の海洋 生態系の高次捕 食者 として重要 な位 置を 占めている。そ の な
か で もアデ リーペ ンギンは南極海 の広範囲 にわたって生 息、し、現在 まで多 くの研 究 が進 め
られ て きた。 しか し、抱 卵期の生態 につい てな された研 究は ほ とん どない。そ こで、本研
究 では抱卵期 のアデ リーペ ンギ ンの潜水行動 につ いて、育雛期 の潜水 行動 との比較 か らそ
の特徴 をつ かむ ことを 目的 とした。
南極 の リュ ツォ ・ホル ム湾 、ラン グホブデ袋 浦 のアデ リーペ ンギン コロニー に生息す る
アデ リーペ ン ギ ンの オ ス5個 体 、 メ ス5個 体 の 背 部 に深 度 を記 録 す るデ ー タ ロガ ー
(NIPR・DT)を 装着 し、そ の潜水行動 を調査 した。調査 はオスについては1999年12月
2日 、メスにつ いては1999年11月16日 にデー タ ロガー を装着 し、12月21日 に
回収 した。
す べて のアデ リーペ ンギ ンか らデー タ ロガーを回収 し、抱卵期 の潜 水の記録 を得 た。抱
卵 期の最 初の採餌 トリップ はメスは14±2日 間、オスは11±3日 間で、それぞれ8373±
1766回 、5600±3237回 の潜水 を行 っていた。 オス ・メス共 に10m以 浅 の潜水 の割 合 が
多 く、全 体 の60%以 上 を 占めた。抱 卵期 は沖合 、育雛期 は沿岸 で採餌 してい るに もか か
わ らず 、潜水 深度 の分布 に差は なか った。1日 あた りの総潜 水時間の平均 はメスが5時 間
16分 、オス が4時 間35分 で、育雛期 に比 べ る とメスが10%、 オ スが30%ほ ど長 く
な っていた。抱 卵期 は定期 的に営巣地 にか えって ヒナ に餌 を与え る必要が ないた め、よ り
多 くの時間 を採 餌 に費やす こ とがで きた と考 え られ る。
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Population dynamics of  king penguins: assessing their life-history traits using data 
             collected by an automatic identification system
C. Le Bohec, M. Gauthier-Clerc, J. -P. Gendner, N. Chatelain, Y. Le Maho 
                  (CEPE-CNRS, France)
Previous studies of demography of king penguin Aptenodytes patagonicus have been 
based on the use of flipper hands and some authors have suggested that flipper  handing 
may have undesirable effects on penguins. Using here an automatic identification 
system, we have access to real demographic parameters. The interest of using king 
penguin as a model is that its breeding cycle lasts for more than one year and as a result 
the breeders still frequent the colony in winter during periods of low food availability.
We have employed here an automatic identification setup for the detection of the 
passage of free-living microtagged king penguins at Possession Island  (46' 25'S, 
 51'  45'E), Crozet Archipelago. Birds microtagged with transponders under the skin can 
be identified  for life and with minimal human disturbance and presence in the field. A 
breeding area with about  10 000 pairs is connected to the sea by three natural pathways, 
where antennas for bird identification were installed. From February 1998, 900 breeding 
adults and 1900 one-year old chicks were microtagged without any external marks.
Our main objective was to estimate and compare each year demographic parameters 
such as survival rates, interannual return rates, population size variation, recruitment 
rate, individual breeding performance (as arrival date for courtship, foraging trip 
duration at sea during incubation, brooding and winter periods, feeding frequency of 
chicks, duration of chick rearing, ...) and breeding success.
The aim of this long-term population study was to determine the influence of the 
environmental variability on these parameters and establish prediction of climatic 




アザラシに装着 したカメラが明 らかにした南極 ・棚氷の裏の
無脊椎動物相
Sea1-mounted　 cameras　 detect　 invertebrate　 fauna　 on　 underside　 of　Antarctic　 ice　 shelf
渡 辺 佑 基(東 大 海 洋 研)　 ・　Horst　 B。memann　 (Nfre(1-Wegener-lnstitut)　 ・　Nikolai　 Liebsch　 (lnstitut　fUr　Meereskunde)　 ・　J。achim
P16tz　 (Aifred-Wegener-lnstitut)　 ・佐 藤 克 文(東 大 海 洋 研)・ 内 藤 靖 彦(バ イ オ ロ ギ ン グ 研)・ 宮 崎 信 之(東 大 海 洋 研)
Yuuki　 Watanabe　 (Ocean　 Research　 Institute)　 ・　Horst　 Bomemann　 (Alfted-VV'egener-lnsしitut)・Nikolai　 Liebsch　 (lnstitut　 fUr
Meereskun(le)　 ・　Joachim　 P16tz　 (Alf婦Wegener-Institut)　 ・　Katsufumi　 Sato　 (Ocean　 Research　 Institute)　 ・　Yasuhiko　 Naito
(Bio-loggi㎎Institute)　 ・NobuyukiMiyazaki　(OceanResearchInstitute)
While　 the　 fauna　 underAntarctic　 sea　 ice　only　 a　few　 metres　 thick　 is　becoming　 known　 using　 modem　 sampling
technologies　 such　 as　 autonomous　 underwater　 vehicles,　 little　is　known　 about　 the　 marine　 life　undemeath
Antarctic　 ice　shelves　 that　 are　 more　 than　 a　hundred　 metres　 thick　 because　 of　greatersampling　difficulties.
Here　 we　 present　 underwater　 images　 showing　 the　 underside　 of　an　 Antarctic　 ice　shelf　 covered　 by　aggregated
invertebrate　 communities.　 These　 images,　 taken　 at　an　 average　 depth　 of　146　 m,　 were　 obtained　 with　 a　digital
camera　 systemattached　to　seals　 foraging　 just　 underneath　 the　 ice　shelf.　 Ourobservations　indicate　 that　 ice
shelves　 may　 serve　 as　 an　 important　 habitat　 to　 a　 remarkable　 amount　 of　 marine　 invertebrate　 fauna　 in
Antarctica,　 much　 Iike　the　 seafloor.　 This　 use　 of　marine　 predators　 as　 autonomous　 samplers　 provides　 new
insights　 into　the　 marine　 fauna　 otherwise　 inaccessible　 to　visual　 observations.
自律型海中ロボ ッ ト　(AUV)を 用いたサンプリング技術の進歩によ り、南極の海氷(厚 さ数
m)の 下にはナンキ ョクオキア ミをは じめ とした豊かな生物相が存在することが明 らかになっ
ている。一方、厚さ100m以 上にもなる棚氷の下にAUVを 送 り込むのは技術的に難 しく、
棚氷の下の生物相はほとん ど知 られていない。それを観察するためには新 しいサンプ リング技
術が必要である。近年、ペンギン ・アザ ラシ等の潜水動物にカメラシステムを装着 し、彼 らを
「自律型サンプ リング装置」として使 うことによって調査が困難な海洋生物を観察するとい う
新たなアプローチがなされるようになった。本研究では、棚氷に囲まれた入 り江に生息するア
ザ ラシにカメラを取 り付け、彼 らが潜水中に遭遇する海洋生物を観察することを目的 とした。
2003年12月 、南極のDrescher　Inlet　(南緯72.87度 、西経19.43度)に 生息するウェッ
デルアザ ラシ4頭 に動物装着型カメラを取 り付けた。　Drescher　Inletは水深が380・-520mあ り、
厚さ80・-160mのRliser　 Larsen棚 氷が周 りを囲んでいる。動物装着型カメラはフラッシュを備
え、30秒 ごとに有効画素数25万 のデジタル画像を記録 し、最大で700枚 までの画像を内
臓メモ リーに保存する。また1秒 ごとに水深を記録する。
4頭 のアザラシか ら合計2544枚 の水中画像が得 られた。記録時間は9時 間か ら36時 間だっ
た。4頭 中2頭 のアザ ラシが、水面下の棚氷側面に沿って潜行 していき棚氷の真下に潜 り込ん







Diving　 behavior　 of　a　Baird's　 beaked　 whale　 (Berardius　 bairdii)
南 川 真 吾(日 本 鯨 類 研 究 所 ・遠 洋 水 産 研 究 所)、 岩 崎 俊 秀(遠 洋 水 産 研 究 所)、
木 白 俊 哉(遠 洋 水 産 研 究 所)
Shingo　 Minamikawa　 (The　工nstitute　 of　Cetacean　 Research　 ・　NR工FSF),　 Toshihide　 Iwasaki
(NRIFSF),　 Toshiya　 Kishiro　 (NRIFSF)
Bairdls　 bcakcd　 whales　 are　 the　 largcst　 odontoceti　 cxcept　 fbr　 sperm　 whales　 and　 thought　 to　 havc　 the
most　 rcmarkablc　 ability　 of　 dccp　 diving.　 To　 know　 thcir　 actual　 bchavior　 in　 thc　 watcr　 has　 bccn
imp(、ssiblc　 duc　 to　 thcir　 cxtrcme　 cautiousncss,　 dcspitc　 thcy　 arc　 broadly　 distributed　 in　North　 Pacitic
sea　 and　 sccms　 t(、　occupy　 thc　 important　 niche　 in　the　 ec(、systcm　 of　thc　 dccp　 sca.
Wc　 succccdcd　 in　attaching　 data　 loggcr　 (dcpth　 and　 tcmpcraturc)　 unilicd　 with　 Argos　 satclitc-linked
transmittcr　 t(、　a　whalc　 using　 air　gun　 in　(、fiShorc　 of　 Bousou　 pcninsular　 in　July　 2003.　 Thc　 data　 l(、gger
recordcd　 81　 divcs　 lbr乏lppmximatcly　 29　 hours　 and　 thc　 maximum　 dcpth　 rcc(、rdcd　 was　 1777　 m.　 It　was
the　 charactcristic　 of　 diving　 bchavi(、r　 in　thc　 Baird's　 bcakcd　 whale　 that　 scvcral　 divcs　 of　 which　 dcpth
werc　 l40-800　 m　 followcd　 a　dccp　 divc　 of　which　 dcpth　 was　 morc　 than1300　 m.
ツチクジラはマッコウクジラに次いで最大のバクジラであり、卓越 した潜水能 力を持




(深 度 ・水温)を エアガンを用いて一頭 のツチクジラに装着す ることに成功し、約29
時間、81回 の潜水記録 を得た。記 録された最大の潜水深度は1777mで あった。







　 How　 many　 whales　 were　 there　 in　unusually　 large　 polynya?
-　Impact　 of　 largest　 polynya　 in　25　 years　 satellite　 observation　 period　 on　 abundance　 estimation　 of
Antarctic　 minke　 whales－
村瀬弘人((財)日 本鯨類研究所)、 島田裕之(遠 洋水産研究所)
Hiroto　 Murase　 (The　 Institute　 of　Cetacean　 Research),　 Hiroyuki　 Shimada　 (National　 Research　 Institute　 of　Far　 Seas
Fisheries)
Largest　 polynya　 in　 25　 years　 satcllite　 observation　 period　 was　 observed　 in　thc　 Weddell　 Sea　 in　 1997/98　 austral　 summer.
The　 International　 Whaling　 CommissionσWC)　conducted the　 cetacean　 sighting　 survey　 in　this　 region　 in　 1997/98　 but　 it
could　 not　 survey　 in　 the　 polynya　 because　 the　 sun・ey　 vessels　 weren't　 icebreaker.　 Cetacean　 sighting　 survey　 was　 also
conducted　 in　the　 same　 region　 in　 l986/87.　 Recent　 abundance　 cstimate　 of　Antarctic　 minke　 whale　 in　this　 region　 was　 33%
of　 the　 past.　 Because　 such　 a　substantial　 decline　 in　abundance　 of　 marine　 mammal　 is　biologically　 unrealistic,　 Scientific
Committee　 of　IWC　 (IWC/SC)　 now　 tries　 to　identity　 the　 reasons　 of　apparent　 decline.　 Because　 the　 area　 of　the　 polynya　 was
26%　 of　the　 total　 sighting　 survey　 area　 in　 1997/98　 and　 it　was　 reported　 that　 Antarctic　 minke　 whales　 distributed　 in　polynya
in　general,　 the　presence　 of　the　 polynya　 would　 give　 substantial　 impact　 oll　the　 abundance　 estimate.　 Assuming　 that　 density
of　Aintarctic　 minke　 whale　 in　the　 polynya　 was　 same　 as　outside　 of　the　 polynya,　 the　 current　 abundance　 increased　 to　78%　 of
the　 past　 estimate.　 In　 the　 light　 of　 importance　 of　 understating　 the　 abulldance　 in　 sea　 ice　 area　 where　 ordinary　 cetacean
sighting　 vessel　 cannot　 access,　 cetacean　 sighting　 survey　 within　 sea　 ice　 area　 will　 be　 conducted　 by　 Japanese　 icebreaker,
Shirase,　 in　 2004/05　 as　 a　cooperative　 research　 with　 National　 Institute　 of　polar　 Research　 (NIPR).　 Also　 development　 of
Unmanned　 Aerial　 Vehicle　 (UAV)　 fbr　 the　 purpose　 of　 within　 sca　 ice　 area　 cetacean　 sighting　 survey　 is　undertaken　 in
cooperation　 with　 NIPR.
ウェヅデル海において25年 の衛星観測史上最大となる氷湖(ポ リニア)が1997/98年 南半球夏季に観測された。
この年、国際捕鯨委員会(IWC)は 同海域で鯨類目視調査を実施 した。しか しながら、調査船に砕氷能力がない
ためポリニア内の調査を実施することはできなかった。同海域では1986/87年 にも調査が実施 されている。
同海域における最近のクロミンククジラ資源量推定値は過去のものの33%し かない。海産哺乳類において、
このような急激な資源の減少は現実的ではない。このため、　IWCの 科学委員会(IWC/SC)で は低下 した原因に
ついて究明を進めている。1997/98年 のポ リニアの面積は目調査海域面積の26%で あ り、また一般的にクロ
ミンククジラはポ リニアにも分布 していることが知 られていることか ら、ポ リニアが資源量推定値に大きな
影響を及ぼしている可能性がある。ポ リニア内の分布密度 をその外側 と等 しいと仮定 した資源量推定値を最
近の推定値に加えた結果、最近の資源量推定値は過去の推定値の78%に まで増加 し、ポ リニアの影響は無視
できないことが明 らかになった。ポリニアを含む海氷内での資源量推定の重要性から、2004/05年 には、国立





リモー トセンシングを用いた亜南極 前線 周辺 にお ける
イワシクジラと海 洋物理パラメータとの関係 につ いて
Remote　 sensing　 based　 study　 on　 influence　 of　ocean　 condition　 on　 the
Sei　 whale　 distribution　 in　the　 sub-Antarctic　 frontal　 waters.
木 村 圭 佑(東 海 大)・ 松 岡 耕 二(日 鯨 研)・ 西 脇 茂 利(口 触 研)・ 岡 田 喜 裕(東 海 大)
Keisuke　 Kimura　 (Tokai　 Univ.)・Koji　 Matsuoka　 (ICR)・Shigetoshi　 Nishiwaki　 (ICR)・Yoshihiro　 Okada
(Tokai　 Univ.)
Abstract:
Iniluence　 of　 satellite　 derived　 n(、ar　 surrace　 oceanic　 conditions　 (SST:　 AVIIRR/NOAA　and
MODlS/Aqua:　 near-sur{'ac(}　 Chlorophyll－ ノノ:　SeaWFS!OrbView-2;　(}a　 Surface　 height:　 Topex
/Pos(・idon)　 and　 bathymetry　 on　 the　 sei　whale　 distribution　 was　 investigated　 in　th(≧　eastern　 Indian
Ocean　 (20°-60°S,　 90°E-120°E)　 and　 in　the　 western　 S画hPacific(20°-60°S、170°E-160°W),using
the　 whale　 sighting　 location　 (lata　 r(、corded　 (hlring　 mid・low　 latitude　 cetacean　 sighting　 survey
over4years　(1999-2003)　 asapart　 of　 the　 Jal)anese　 Whale　 Research　 Program　 Under　 Special
Permit、 　 in　 the　 Antarctic　 (JARPA).　 The　 mean　 SST　 gradient　 and　 mean　 chlorophyl十a
concentration　 of'　all　sighting　 locations　 were　 O.6°C　 an(1　 0.4　 mg　 m'3　 respectively.　 For　 undertaking
multiple　 regress{()n　 analysis　 on　 satellite　 derived　 oceanographic　 variables　 and　 the　 number　 of
whales　 at　the　 sighting　 locati()ns　 to　assess　 the　 relative　 impact　 ()f　the　 diverse　 oc(、an　 conditions　 on
the　 sei　 whale　 distributi()n.　 The　 relative　 influence　 of　 the　 bathymetry　 was　 foun(l　 to　 be
signi('icantly　 strong(}r　 in　 the　 eastern　 In(lian　 C)cean　 compared　 to　the　 site　 in　the　 western　 South
Pacif'ic.　 On　 the　 contrary,　 the　 impact　 of　"Favorable　 Temperature　 Index"　 (FTI),　 an　 in(lex　 derived
from　 SST,　 was　 fbund　 to　have　 distinctly　 higher　 impaCt　 in　th(≒　western　 SOuth　 Pacif'ic　 compared　 tO
the　 the　 eastern　 Indian　 Ocean.
要旨:
南半球におけるイワシクジラは 中緯度1醗 」極前線周辺に分布することが知られている.本 研究は、南極海鯨類摘 蔓調査
(IARPへ)における中低緯度目視調査によって得られたイワシクジラ発見1青報に基づいて、人工衛星データ(NOAA/AVHRR・
MODIS/Aqua:水 温データ、　OrbvetW2/SeaV～niFS.1:クロロフィルデータ、　Topex/P(顧don:海 面高度データ)、及び海底地形データ









加 速 度 記 録 に お け る イ ヌ の 行 動 の 指 標 化 と移 動 距 離 の 推 定
Reconstruction　 of　Canine　 Behavior　 and　 Wandering　 Trajectory　 by
　　　 　　　　 　　　　 　Acceleration　 records'
植 田彩 容 子 、 末 田 達 彦(愛 媛 大 学)、 内藤 靖 彦(国 立極 地 研 究 所)
　　　 　Sayoko　 Ueda*,　 Tatsuo　 Sweda☆,　 Yasuhiko　 Naito**
　 *　Ehime　 University　 **National　 Institute　 of　Polar　 Research
■
　 With　 an　 ultimate　 aim　 of　capturing　 the　 behavior　 of　wild　 wolves　 at　large　 round　 the　 clock,
canine　 behavior　 was　 studied　 using　 a　collar-attachable　 motion　 sensor/logger　 UWE-D2GT
which　 records　 acceleration　 simultaneously　 in　two　 directions　 at　a　sampling　 rate　 of　16　Hz.
A　 comparison　 between　 the　 observed　 canine　 behavior　 and　 acceleration　 record
successfully　 resulted　 in　defming　 nine　 basic　 patterns　 of　movement,　 i.e.　galloping,　 trotting,
walking,　 defecating,　 urinating,　 feeding,　 drinking,　 sleeping　 and　 sit-staying,　 in　 term　 of
frequency　 characteristics　 of　acceleration　 records,　 On　 the　 other　 hands,　 an　 attempt　 of
trajectory　 reconstruction　 conducted　 with　 an　 expectation　 of　 recovering　 mileage　 and
trajectory　 of　wandering　 animals,　 was　 not　 successful.　 The　 two-way　 acceleration　 records
obtained　 by　 running　 a　dog　 in　 a　600-m　 closed　 track　 were　 integrated　 both　 in　 axial　 and
lateral　 directions　 to　reproduction　 the　 mileage　 trajectory　 actually　 covered　 by　 the　 subject.
However,　 they　 differed　 rather　 wildly　 from　 the　 canine　 reality　 The　 sources　 of　error　 are
identified　 and　 corrections　 are　 suggested　 in　this　 presentation.
野生のオオカ ミの 日常行動を明 らかにすることを目標に、イヌに加速度記録計 を装着 し、
体軸方向 と背腹方向を16Hzで 記録 して、実際の行動との応答を解析 した結果、加速度波形
の外見 と周波数特性か ら、9つ の行動(疾 走 ・速歩 ・歩行 ・排便 ・排尿 ・食餌 ・水飲み ・睡
眠 ・静止)を カタログ化することがで きた。
また理論的には加速度を2回 積分すれば距離や軌跡 を推定できることから、体軸方向の
加速度か ら移動距離を推定 した。さ らに延長600mの 閉合 したコースでイヌを疾走 させ、
体軸方向と左右方向の積分か ら軌跡 を描いた。 しか しなが らこの単純な積分だけでは、正




DATALOGGERS ON WILD BOARS :  WHY  ?
E.  Baubet' and Y.  Ropert-Coudert'
1 : ONCFS, 1 place Exelmans, 55000 Bar  le Duc – France
 2  : National Institute of Polar Research, 1-9-10 Kaga,  Itabashi Tokyo 173-8515, Japan
      In 2003, the first international symposium on bio-logging science was held at the 
National Institute of Polar Research of Tokyo. During this meeting it has been demonstrated 
that such approach is particularly useful to study the behaviour, especially the foraging 
behaviour, of animals moving freely in ecosystems that are difficult to access such as the 
marine environments, deserts,  forests, as well as for nocturnal feeders. Since  hio-logging 
originated from studies on polar, marine subjects, there was a natural emphasis on these topics 
during the symposium and  hio-logging studies on terrestrial animals were only anecdotic. 
However, the lack of "terrestrial" communications in 2003 was not due to difficulties in 
applying  bio-logging on non-marine animals,  but was more the illustration that  bio-logging 
had not yet developed to the extent that it has in marine disciplines. For instance on wild 
 boars, very little has been done using  bio-technologies, if one except occasional deployments 
of GPS collars. This trend is about to reverse: the present study discusses the pros and cons of 
including  hio-logging devices that record jaw movement into GPS collars..." in order to study 
animal-habitat relationships at a very  fine spatial scale combined with information on the 
 foraging behaviour. A more precise understanding on the timing of food consumption by wild 
 boars, as well as a determination of the mass of food ingested in situ, may bring substantial 
improvement to applied management issues, especially in the case of wild boars that are 
involved in crops damages.
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新 開 発 の 動 物 装 着 用 カ メ ラ ロ ガ ー と そ の 利 用 に つ い て
A　newly　 developed　 animalborne　 camera-logger　 and　 its　possible
　 　 contribution　 to　the　 marine　 biology　 and　 ocean　 science.
内 藤 靖 彦(国 立 極 地 研 究 所)
YasuhikoNaito　 (NationalInstituteofPolarResearch)
　 From　 human's　 strong　 curiosity　 many　 tools　 like　as　SCUBA,　 ROV,　 AUV
and　 man　 ride　 underwater　 vehicles　 have　 been　 developed　 to　explore
ocean.　 However　 these　 are　 inadequate　 to　observe　 marine　 animals　 and
their　 environments　 that　 move　 widely　 and　 quickly.　 Require　 fo「
development　 to　 obtain　 visua日nformation　 from　 ocean　 increased　 and
recently　 several　 trials　to　develop　 animalborne　 camera　 system　 has　 been
made.　 National　 Institute　 of　Polar　 Research　 has　 bng　 engaged　 in　the
development　 of　animalborne　 camera　 systems　 and　 recently　 succeeded
to　build　 a　new　 high　 performance　 camera　 system.　 Here　 outlook　 of　new
system　 and　 possible　 use　 for　research　 and　 ocean　 conservation　 will　be
introduced.
水中の環境 を視覚的に把握することは極 めて困難であ るにも拘 らず、
水 中世界の視覚的探査 が、　SCUBAやROV、 　AUV、 　その他有人潜水艇 な
どを開発 しつつ長 く行 われて きた。しか し、これ らの最新 の機 器 をもっ
て しても、海洋を広 く移動す る動物や動物の周 囲の環境 を視 覚的に把握
することは未 だ困難 とされている。この問題 に取 り組 むための努力 も一
方では行われ、移動体であ る動物 自身をプラ ッ トフォー ムと して、画像
収録装置 を動物体 に取 り付 け、海洋の画像データを大量に得 る方法が開
発 されつつあ る。
国立極 地研究所 にお いて も長期 にわた り動物装着型画像収録装置 の





Studies　 on　 paleoenvironmental　changes　 in　 Syowa　 Oasis　 of　 Antarctica　 inferred　 from
organic　 components　 in　 lake　 sediment　 cores
*井上源喜 ・榎本綾香(大 妻女大社情),小 森一史 ・竹村哲雄(東 理大理),伊 村 智 ・大山佳邦 ・神田啓史(極
地研)
*Genki　 Inoue　 Matsumoto,　 Ayaka　 Enomoto　 (Ots㎜a　 Women's　 University),　 Kazushi　 Komori,　 Tetsuo　 Takemura
(Tokyo　 University　 of　 Science),　 Satoshi　 Imura,　 Yoshikuni　 Ohyama,　 Hiroshi　 Kanda　 (NIPR)
　　　 Total　 organic　 carbon　 (TOC),　 total　 nitrogen　 (TN),　 hydrocarbons,　 fatty　 acids　 and　 sterols　 in　sediment
cores　 from　 Lakes　 Namazu　 ike　 (1ength　 40　 cm)　 and　 O-ike　 (1ength　 32　 cm)　 froIn　 Syowa　 Oasis,　 Antarctica　 were
studied　 to　 clarify　 their　 features　 in　 relation　 to　 paleoenvironmental　changes,　 togeth r　 with　 AMS　 (14C)
dating.　 The　 ages　 of　 core　 bottoms　 for　 Lakes　 Namazu　 ike　 and　 O-ike　 are　 estimated　 to　be　 l,200　 and　 l,900
yBP,　 respectively.　 The　 sedimentation　 rates　 of　 Lakes　 Namazu　 and　 O-ike　 are　 calculated　 to　 be　 30　 and
59　y/cm,　 respectively.　 Lake　 Namazu　 ike　 sediment　 mainly　 composed　 of　 cyanobacterial　 and　 moss　 debris.
Dramatic　 increase　 of　 TOC/TN　 ratios　 at　 a　depth　 of　 25　 cm　 in　Lake　 Namazu　 ike　 strongly　 suggests　 that　 moss
vegetation　 apPeared　 at　 700　 yBP.　 Norma1-alkanes　 and　 alkenes,　 n-alkanoic　 and　 alkenoic　 acids,　 and　 sterols
(cholesterol,　 24-methylcolesterol　and　 24-ethylcholesterol)　in　Lake　 O-ike　 sediment　 core　 suggest　 that
no　 drastic　 environmental　 changes　 have　 been　 occurred　 during　 1,900　 years.　 However,　 stanol/sterol　 ratios
in　 Lake　 O-ike　 imply　 that　 !,900-1,500　 and　 l,100-800　 yBP　 are　 relatively　 anoxic.
南極 大陸な どの極域は環境 変動が顕 著に現 れる地 域であ る.本 研究 では,南 極 の昭和 オアシスの大池お よ
びな まず池 よ り採取 された堆積 物コアの全有機 炭素(TOC),全 窒素(TN),全 炭素(TC),全 硫 黄(TS),炭 化
水素,脂 肪 酸およびステ ロールの分析,な らびにAMS法(14C)に よ り年代測定 を行 った.こ れ らの結果 を基 に,
南極 の昭和 オア シス にお け る古環境 変動 を解析 するための基礎的検討 を行 った.
TOC,　TN,　TSはNCS自 動元素分析計　(Fisons　 NA　2500　Automatic　 Elemental　 Analyzer)　 で測定 した.試 料
中の炭化水 素,脂 肪酸お よびステ ロール の分 析は,　Matsumoto　 et　∂1.　(1982)　 の方法 に準 じて行 った.炭 化
水素,脂 肪酸 お よびステ ロールは,　JEOL　JMS　Automass　 l50　GC/MSで 同定定 量 した.な お,　AMS法 による年代
測定 は,(株)地 球科学研究 所に委託 して行 った.
な まず池(40cm)お よび大池(32cm)の 堆積速度 は,そ れぞれ30お よび59y/cmで,コ ア底の堆積 年代
は,そ れぞれ1,200お よび1,900yBPと 見積 も られ る.な まず池 の堆積物 コアではTOC濃 度 が10～30%と 非
常に高 く,堆 積物コ アの大部分 がコケを含むシアノバクテ リアル マ ヅ トか ら構成 され るこ とを示 して いる.
TS/TOCお よびTS/TC比 は,酸 化還元 の指標 と考 えられ るが,こ れ らの比が高い深度17～12cm付 近で は,湖
底の還 元性 が高 まった ことを示唆す る.　TOC/TN比 は深度38～27cmま では約10と 低 いが,25cmか ら表層 に
向か って急 激に大 き くな り約12～18と なっている.コ ケを含む藻類マ ッ トのTOC/TN比 はかな り高 いので,
約25cm(700yBP)の 深度か ら現在 に向かってはコケ植 物が 出現 し繁茂 して きた ことを示唆 す る
大池の堆積 物 コアではToc濃 度はな まず池 と比較 する とか な り低 く(2～13%),シ ア ノバ クテ リアルマ ッ
トばか りでな く土砂 成分 がかな り含 まれてい る.　TOC/TN比 は10程 度で シアノバ クテ リアルマ ヅ トの値 を示
してお り,大 池には コケ植 物が分布 していない ことと一致 す る.大 池 はTS/TOC比 は0.1以 上の場合 が多 く,
な まず池よ り湖底 が還 元環境 にあ った ことを示唆する.　TOC濃 度 は深度23cm(1,400yBP)と5cm(200yBP)
では約3%と 著 し く低 く,こ の時期 は降雪 が多 く周辺 か ら融雪水 が土砂 とともに流 入 したため と思われ る.
大池の堆 積物 コアは炭化水素,脂 肪酸お よびステ ロールの分析 結果 よ り,昭 和 オアシスには維管束植物 が
分布 していないにも関わ らず,長 鎖のn－ アルカ ン(n-C2ユ,n-C23,n-C25)が 短 鎖のn-Cl7ア ル カ ンとともに主
成 分 と して検 出 された.脂 肪酸 は 万一アルカノイ ヅク酸(n-C16)お よび不飽和 のn-CIB、1,9。が堆 積物 コア全体 を
通 して主成分で あった.ス テ ロール は ブラシカステロー ル,ス テ グマステロール,24一 エチル コ レステ ロー
ルお よび24一 エチル コ レスタノールが堆積物 コア全体 を通 して 主成 分で あ った.ス タノール/ス テロール比
よ り,大 池は過去1,9001,500お よび1,loo　 800　yBPに 比較 的還 元的であ った ことを示唆す る.
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PT-2
脂 肪 酸 を使 っ た コ ケ 坊 主 ミ ニ 生 物 圏 構 造 の 推 定
Moss　 pillar　community　 structure:　 an　inferred　 model　 by　fatty　acid　 analysis
兼 清 温 子 ・長 沼 毅(広 島大)、 伊 村 智 ・工 藤 栄 ・内 田 雅 己 ・神 田 啓 史(極 地 研)
　 　　 　 Atsuko　 Kanekiyo,　 Takeshi　 Naganuma　 (Hiroshima　 University,　 Japan)
　 　Satoshi　 lmura,　 Sakae　 KuDoH,　 Masami　 Uchida,　 Hiroshi　 Kanda　 (NlPR,　 Japan)
Aquatic　 mosses　 (Bryum　 sp.　 and　 Leptobruy〃1　 sp.)　 have　 been　 recently　 known　 to　 form　 a　unique　 structure　 called
ccmoss　 pillarsラ ラ
,　in　 association　 with　 algae　 including　 cyanobacteria.　 Geographical　distribution　 of　 moss　 pillars　 are
limited　 to　 certain　 Iakes　 in　the　 vicinity　 of　 Syowa　 Station,　 East　 Antarctica,　 and　 some　 limnological　 features　 of　 moss
pillar　 habitation　 have　 been　 understood.　 Photosynthetic　propertie 　 of　 moss　 pillars　 were　 studied,　 too.　 However,
biogeochemical　processes　 occurring　 in　the　 moss　 pillars　 and　 their　 habitats　 are　 yet　 to　be　 studied.　 Geochemical　and
biological　 approaches　 are　 applicable　 to　this　 pr()blem,　 and　 we　 took　 the　 latter.　 We　 have　 studied　 a　moss　 pillar　 from
the　 lake　 B-4,　 Skarvsnes,　 by　 fatty　 acid　 analysis,　 which　 allows　 overviews　 of　 communjty　 structures　 and　 comparisons
among　 them,　 instead　 of　 using　 a　molecular　 approach.　 A　 moss　 pillar　 was　 divided　 into　 total　 14　 samples;　 latitudinal　 7
sections　 for　 both　 the　 outer　 aerobic　 ``live　 moss"　 part　 and　 the　 inner　 anaerobic　 ``degradedラ ラpart.　 Phospholipids　fatty
acids　 (PLFA;　 mostly　 occurring　 in　bacterial　 and　 eukaryotic　 cell　 membranes　 and　 serving　 as　biomarkers)　 and　 neutral
lipid　 fatty　 acids　 (NLFA;　 mostly　 occurrillg　 as　 storage　 lipids　 or　 degradation　 products　 of　 PLFA)　 of　 the　 14　 samples
were　 identified　 and　 quantified　 by　 gas　 chromatography　(GC)　 and　 GC　 mass　 spectrometry　 (GC-MS).　 The　 fatty　 acid
profiles　 from　 the　 14　 samples　 were　 generally　 characterized　 by　 the　 occurrence　 of　 18:3　 n-3,　 18:2　 n-6　 and　 16:0.　 The
PLFA　 profiles,　 showing　 higher　 diversity　 than　 NLFA,　 were　 largely　 grouped　 into　 3　clusters　 of　 upper　 (with　 l8:3　 1}3
and　 18:2　 n-6),　 10wer-illterior　 (18:1　 and　 19:0　 cyclo)　 aIld　 lower-exterior　 (iso　 15:0,　 anteiso　 15:0　 and　 16:1)　 parts.　 The
NLFA　 profiles,　 having　 18:3　 n-3　 and　 18:2　 n-6　 as　 major　 forms,　 were　 largely　 grouped　 into　 exterior　 and　 interior　 parts・
The　 community　 structure　 based　 on　 the　 fatty　 acid　 promes　 of　the　 studied　 moss　 pillar　 was　 thus　 outlined　 as　 follows:
generally　 dominated　 by　 m()ss-algal-cyanobacterial　communi y　 and　 locally　 associated　 with　 different　 bacterial
groups　 in　the　 lower-interior　 and　 lower-exterior　 parts.
Bryum　 sp.やLeptobruynt　 spな どの水 生 蘇類 は 、 シア ノバ クテ リアな どの藻 類 と共生 し 「コ ケ坊 主 」 と呼
ば れ るユ ニー ク な構 造 を形成 す る。コ ケ坊 主の地 理学 的分 布 は、東 部南 極 大陸 の昭 和基地 付近 の特定 の
湖 に限定 され てお り、そ の生 息場所 の湖 沼 学的 特徴 が明 らか にな って きた。 ま た、 コケ坊主 の光合成 の
特性 も研 究 されて い る。 しか し、コ ケ坊 主や その生 息場 所 内で生 じる生化 学的 プロセ スは まだ研 究 され
て い ない。 生 化学 的 プ ロセ スの解 明 には 地 球化 学的 手 法や生 物 学的 手法 が有 用 であ るが、本研 究 で は、
後 者 の"生 物 学 的手法"用 いて コ ケ坊 主の生 物 圏構造 の推 定 を行 った。 スカ ル ブスネ ス にあ るB--4池 か ら
採 集 した コケ坊 主 を、分 子学 的ア プ ロー チ を使 う代わ りに、群 集構 造 の概 観 と群 集 間 の比較 に有効 な脂
肪 酸 分析 を行 っ た。 コケ坊主 は、外 側 で好 気 的な"生 きたコ ケ組織"部 分 と、 内側 で嫌 気 的な"分 解 し
た組 織"部 分 に分 け、 それ ぞれ縦 方 向 に7分 割 し、計14部 分 に分 けた。 そ して、 それ ぞれ の部分 の リ
ン脂 質脂肪 酸(PLFA;主 に細 菌 や真 核 生 物 の細胞 膜 由来 でバ イオマ ー カー とな る)と 中性脂 質脂肪 酸
(NLEへ;主 に蓄 積脂 質 やPLFAの 分 解産 物 由来)を ガス ク ロマ トグラ フ(GC)とGC質 量 分析 計(GC-MS)
を使 って定性 ・定量 を行 った。14画 分 の脂 肪酸 組成 の比較 を行 った結果 、　PLFAの 方 がNLFAよ り多 様
性 が見 られた 。　PLFAで は、大 き く、上 部 ・下部 内部 ・下 部外部 で組 成が 異 な った。全体 で は、18:3(n-3)・
18:2(n-6)・16:0が 見 られ 、3グ ル ー プ 間 で 有 意 な差 の あ る特 徴 的 な脂 肪 酸 は 、上 部 で は18:3(n-3)・
18:2(n-6)・ 飽 和 脂肪 酸、 下部 内部 では18:1・19:0cyc、 下 部外 部で はa15:0・i15:0・16:1で あっ た。　PLFA
は 生 きて い る生物構 造 を反 映す るの で、全 体 は18:3(n-3)・18:2(n-6)を 多 く含 む コケ+藻 類+シ ア ノバ クテ
リア が存在 し、そ の 中で 、特 に下部 内部 で は真正 細菌 、下部外 部 には 内部 とは 異 な る真正 細菌 が 混生 し
て お り、生 物構 造 の違 いが あ る可能性 が 示 唆 され た。　NLFAで は 内部 と外 部間 に大 き く違 い が見 られ た
が、　PLFAほ ど多様 性 は見 られ なか った。 主なNLFAは 、18:3(n-3)と18:2(n-6)で 過 半数以 上 を 占め、 ほ
とん どが、 真核 生物 特有 の脂肪 酸 で 、 コケ や藻類 が蓄 積 した脂 肪 酸 由来 で あ る と考 え られ た。
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PT-3
海 洋 と南 極 す りば ち池 にお けるDMSO呼 吸 能 を有 す る細 菌
　 　 　 　 The　bacterial　flora　With　DMSO　 respiration　 in　the　sea　and　 Lake　 Suribachi
松 崎 雅 広(広 島大 ・院 理)・ 久保 田 景 子(広 島 大 ・院 理)・ 伴 修 ・}z(滋賀 県 立大)・
伊 村 智(極 地 研)佐 藤 敏 生(広 島大 ・院理)
　 　 　 　 Masahiro　 Matsuz　 aki(Hiroshima　 Univ.)　・　Keiko　 Kubota(Hiroshirna　 Univ.)　・
Syuhei　 Ban(Univ.　 of　Shiga　 PrefectUre)　 ・Satoshi　Imura(NIPR)　 ・Toshio　Satoh(Hiroshima　 Univ)
　 Two　 bacterial　 isolates　 from　 halodne　 water　 coUe(led　 at　hypersaline　 Lake　 Suribati　 ike,　in　the　Skarvsnes　 ice-free
area　 along　 the　 central　 &)ya　 Coast　 were　 able　 to　udlize　 d㎞ethyl　 sulfoxide　 (DMSO)　 as　sole㎝ergy　 sourcei耐he
absc}nce　 of　oxygen.　 Phylogenetic　 analysis　 based　 on　 16S　 ribosomal　 DNA　 genc}s　 i励catcri　 that出(鷲s廿ainswere
closely　 related　 to　Marinobacterium　 aquaedei.　 16S　 rRNA　 done　 hbrary　 analysおwas　 used　 t()　examine　 the
community　 structure　 within　 the　 hal(rcline　 water.　 The　 community　 (15%　 sal㎞ 切was　 consis固mostly　of
Marinobacter(78%).　Them()stofanaerobicbacteriawasmadeupalmostentirelyofMarinobacter.　Surprisingly
those　 were　 dominated　 DMSO　 respiradon　 baCteria　 without　 ni甘ate　 respiration.　 Cレn　the　 other　 hand.　 DMSO
respirahon　 baCteria倉()m　 seawater　 were　 consisted　 of　a　majority　 of　Vibrio.　 These　 results　 indicated　 that　 the













Marinobaster属 が78%を 占めた。また、嫌気呼吸菌としてはDMSO呼 吸菌のみ存在すると推定された。一方、海洋に
はDMSO呼 吸菌と硝酸呼吸菌が存在し、DMSO呼 吸菌は主にVibrio属 であった。南極すりばち池から分離した
DMSO呼 吸株はやはりMo拗obαc故sp.で 、その分離株の生育はNaG依 存であり、温度 は37℃ でよく生育した。
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PT-4
昭 和 オ ア シ ス 周 辺 湖 沼 に お け る 微 生 物 群 集
Microbial　 communities　 in　!akes　 of　the　 Syowa　 Oasis
木 村 成 子(滋 賀 県 立 大 学)、 伴 修 平(滋 賀 県 立 大 学)、 伊 村 智(極 地 研 究
所)、 工 藤 栄(極 地 研 究 所)、 松 崎 雅 広(広 島 大 学)
Shigeko　 Kimura(University　 of　Shiga　 Prefecture)　 ,Syuhei　 Ban(University　 of
Shiga　 Prefecture),Satoshi　 Imura(NP工R),Sakae　 Kudo(NIPR),Masahiro
　　　　　　　　　　　　　　　　MatSUZaki(HirOShima　 UniVerSity)
Microbial　 communities　 were　 examined　 with　 several　 physical　 and　 chemical　 parameters
in　 33　 1akes　 in　 Skarvsnes　 and　 Langhovde　 around　 Syowa　 Oasis　 in　 Antarctica　 from　 26
December　 2003　 and　 10　 February　 2004.　 Temperature,　 salinit》 ㌧pH,　 DO　 and　 nutrients
were　 measured　 as　 physical　 and　 chemical　 parameters　 and　 bacteria,　 auto-　 and
heterotrophic　 nanoflagellates　 were　 counted　 as　 microbial　 communities.　 Abundances　 of
coccoid　 and　 rod-shaped　 bacteria,　 auto-　 and　 heterotrophic　 nanoflagellates　 ranged　 O.3　 ×
105-1.4×107,1.5×104-3.4×106,2.6×104-2.1×105,1.3×102-5.0×105,
cells/ml,　 respectively.　 Although　 salinities　 ranged　 O-20%　 in　the　 study　 lakes,　 coccoid
and　 rod-shaped　 bacteria　 were　 extremely　 abundant　 in　 the　 saline　 lakes　 at　 >1.4%.
Autotrophic　 nanoflagellates　 were　 also　 appeared　 at　 only　 these　 saline　 lakes.　 On　 the
contrary,　 huge　 filamentous　 bacteria　 (>100μm)　 were　 observed　 in　 the　 lakes　 at　 the　 low
salinity　 of　<0.4%.
南 極 昭 和 基 地 周 辺 に は 、塩 分 、栄 養 状態 、深 度 などの 異 なる様 々 な湖 が存 在 す る。
本 研 究 で は 、これ ら様 々な 湖 沼 に 対 し、包 括 的 に調 査 ・解 析 す ることを試 み た。調 査
期 間 は 、2003年12月26日 か ら2004年2月10日 である。南 極 昭 和 基地 周 辺 のスカ
ル ブ スネスお よび 、ラングホブ デ 地 区 にある33湖 沼 にお いて 、水 温 、塩 分 、pH、　DO、
栄 養 塩 などの 物 理 化 学 的 環 境 パ ラメー タを測 定 し、バ クテリア、鞭 毛 虫お よび 鞭 毛藻
など微 生 物 の計 数 を行 った。バ クテリアの細 胞 密 度 は 、球 菌 で0.3×105-1.4×107
cells/ml、桿 菌 で1.5×IO4-3.4×106cells/mlの 範 囲 にあった。鞭 毛 虫の 細胞 密 度 は、
1.3×102-5.0×105cells/ml、 鞭 毛 藻 は2.6×104-2.1×105cells/mlの範 囲 にあっ
た。塩 分 は 、池 によって大 きく異な り、0-20%の 範 囲 にあった が、塩 分 が1.4%以 上 の池
で は、バ クテリアの細 胞密 度 が極 端 に高か った。鞭 毛 藻も同 様 に、塩 分 が1.4%以 上 の
湖 で の み 出現 した。>100μmの 巨大 なバ クテリアが観 察 され た が 、球 菌 や 桿 菌 とは逆
に、塩 分 が0.4%以 下 の池 で 多 く見 られ た。発 表 時 には 、バ クテリアや 鞭 毛 藻 は、生 物




Analysis　 of　microbial　 community　 structure　 in　soil　 in　the　 vicinity　 of　Syowa　 Station
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 based　 on　quinone　 profile　 method　 (1)
巣山弘介,大 谷修 司,井 藤和人,山 本広基(島 根大学)
Kousuke　 SUYAMA,　 Shuji　OHTANI,　 Kazuhito　 ITOH,　 Hiroki　 YAMAMOTO　(Shimane　 Univ.)
　 　 　 In　 ordcr　 to　cstablish　 microbial　 indicators　 f()r　monitoring　 the　 cffects　 of　 human　 activitics　 on　 soil
environment　 in　the　 vicinity　 of　Syowa　 station,　 microbial　 community　 structure　 and　 diversity　 in　the　 soil　were
analyzed　 by　 quinonc　 pr()file　 mcthod　 and　 the　 rclationships　 with　 eutrophicati()n　 of　the　 soil　 wcre　 discussed.
The　 soil　samplcs　 wcre　 collectcd　 at　thrce　 cutrophic　 sitcs　 as　the　results　 of　activitics　 of　JARE　 (Sl　 and　 S2)　 and
breeding　 of　 adelic　 pcnguin　 (S8)　 and　 at　othcr　 three　 olig()trophic　 sites　 (S5,　 S6　 and　 S7).　 The　 diversity　 of
quinone　 spccies　 was　 higher　 in　S8　 and　 lower　 in　SI　 and　 S2.　 MK-7(H4)　 and/or　 MK-8(H4)　 wcrc　 prcdominant
in　 S5-S7、 　howeveL　 Q-8.　 Q-9　 and　 Q-10　 werc　 pred()minant　 in　 S5-S7　 instead　 ()f　MK-7(H4).　 Also.　 the
predominance　 of　Q-8　 was　 obscrvcd　 in　S8.　 In　conclusion.　 diversity　 of　 quinone　 specics　 and　 ()ccurrence　 of
microbcs　 including　 Q-8.　 Q-9.　 Q-10　 and　 MK-7(H4)　 (corresponding　 t()　bcta-,　 gamma-,　 alfa-1)roteoわ αcteria
and　 some　 suborders　 of　、4c励oわacteria　 respcctivcly)　 are　 considercd　 to　be　 useful　 microbial　 indicat()rs　 for
monitoring　 soil　cutrophication　 as　a　rcsult　 of　human　 activities　 in　the　vicinity　 of　Syowa　 stati()n.
昭和基地 周辺 の土壌環 境 に及ぼす 人間活動 の影 響を特定 の微 生物指標 によってモニタリングする
手 法を確立することを目的として、東オングル 島およびオングルカルベン島の土壌 微生物 群集構 造を解
析 し、土壌 の富栄養化との関連性を考 察した。群集構造 の解析 には 、培養 およびPCR増 幅を伴 わない
ためバイアスが 少なく、再 現性も良いキノンプロファイル法を用いた。
JARE41に よって設置された8個 所のモニタリング定 点のうち、比較 的貧栄養な3地 点(S5、S6、S7)、
観 測隊の活動 により富栄 養化している2地 点(Slお よびS2)、 アデリーペンギンの営 巣によって富栄養
化している1地 点(S8)を 選 定し、調査地とした。　JARE42～JARE44に よって各地点か ら採取され た後 、
冷凍されて持ち帰 られた土壌 からイソプレノイドキノンを抽 出し、HPLCを 用いてユビキノン4種(Q-8～
Q-10(H2))、 メナキノン21種(MK-6～MK-11(H4))、 ブラストキノンおよびフィロキノンの存在 比を調 べた。
検 出されたキノン種数は、Slお よびS2で 少なく、次いでS5～S7で 多く、S8で 最も多かった。S5、S6
およびS7で はMK-7(H4)やMK-8(H4)の 害lj合が高い一方、Q-8、Q-9お よびQ-10は ごく僅 かであった。
一方、S1お よびS2で は逆 にMK-7(H4)は 検出されず 、Q-8、Q-9お よびQ-10の 割 合が高か った。また、
S8で は最も多数のキノン種が検出され 、Q-8の 割 合が比較 的高く、MK-7(H4)の 割合 は低 かった。
以 上 の結 果 か ら、貧 栄 養 な土壌 ではMK-7(H4)を 有 す る　Actinob∂cteri,∂　やMK-8(H4)を 有 す る
Ao肋o加otθ 〃∂が優 占しているのに対し、観 測隊の活動 により富 栄養 化 した土壌ではQ-8、Q-9お よび
Q-10を 有する微 生物(そ れぞれ 、β一、γ一および α－Proteob∂ot醐∂)が優 占しており、さらに微 生物相
が単純 化していると考えられた。一方 、アデリーペンギンの営 巣 により富栄養 化 した土壌では微 生物相
が 多様化 し、中でもQ-8を 有する微生物(β －Proteob∂cteria)が増 加していると考 えられ た。これらのこ
とか ら、昭 和基 地周辺 における人間活 動による土壌 の富 栄養 化の進 行 および回復 をモニタリングす る




Analysis　 of　eukaryotic　 microbial　 communities
in　lake　 in　the　 vicinity　 of　Syowa　 Station　 area
田辺(細 井)祥 子(学 振 ・滋賀県立大)・伴修平(滋 賀県立大)・
工藤栄 ・伊村智(極 地研)・松崎雅広(広 島大学)
Shoko　 HosoトTanabe,　 Syuhei　 Ban　 (Univ.　 of　Shiga　 Pref.),
Sakae　 Kudo,　 Satoshi　 lmura　 (NIPR),　 Masahiro　 Matsuzaki　 (Hiroshima　 Univ.)
ln　the　 vicinity　 of　Syowa　 Station　 area,　 there　 are　 a　large　 number　 of　lakes　 which　 vary　 in
environmental　 conditions　 such　 as　water　 temperature　 and　 salinity,　 and　 various　 kinds　 of
microorganisms　 are　 believed　 to　constitute　 an　 ecosystem.　 However,　 characteristics　 of
microbial　 community　 in　each　 Iake　 are　 less　 clear.　 ln　this　 study,　 eukaryotic　 microbial
diversity　 in　these　 lakes　 was　 analyzed　 on　 the　 basis　 of　 18S　 rDNA.　 Tbtal　 DNA　 of
microbial　 community　 was　 extracted　 from　 water　 sample　 collected　 from　 Lake　 Nezumi　 at
Om　 depth　 in　January　 2004.　 Eukariotic　 18S　 rDNAs　 were　 amplified　 by　 PCR　 using
eukariote-universal　primer　 set　 and　 cloned　 into　 TA　 cloning　 vector.　 When　 partial
sequences　 were　 randomly　 decided　 from　 the　 constructed　 clone　 Iibrary,　 several　 species
of　protest　 and　 fungi　 existed　 in　sample　 from　 Lake　 Nezumi.　 Next,　 total　 DNAfrom　 Lake
Bl,　 Lake　 B2,　 Lake　 Nezumi　 and　 Lake　 Naga　 were　 amplified　 using　 fungトspecific　 primer





イブラリー 法を用 いて、昭和基 地周辺湖沼の真核微生物の群集構造を解析した。
2004年1月 に採取したねずみ池の表層水から、微生物群の全DNAを 抽出した。真核
生物特異的プライマーを用いたPCRに より18S　rDNAを 増幅し、得られたPCR産 物のク
ローニングを行った。構築したライブラリー か らクローンをランダム に選択 し、部分塩基配列
を決定した。その結果、ねずみ池試水中には、数種の原生動物および菌類が存在すること







D-amino　 acid-utilizing　 microorganisms　 isolated　 from　 Antarctic　 terrains
西 川 佳 宏 ・長 沼 毅(広 島 大 学)、 伊 村 智 ・神 田 啓 史(極 地 研)
YOshihiro　 NISHlLKAwA,　 Takeshi　 NAGANuMA　 (Hiroshima　 University,　 Japan)
　　　　　　　　 Satoshi　 IMuRA,　 Hiroshi　 KANDA　 (NIPR,　 Japan)
The　 problem　 of　 amlno　 acid　 chirality,　 i.θ.,　the　 fact　 that　 L-fbrm　 amino　 acids　 are　 preferred　 by　 organisms　 of　 the
Earlh,　 has　 not　 been　 ehlcidatcd.　 However,　 some　 orgallis.ms　 utilize　 D-tk)rm　 amino　 acids　 as　 alltibi()tics　 or　 osmotic
compatible　 sohltes,　 via　 racemization　 by　 racemase.　 Moreover,　 certain　 microorganlsms　contain　 D-1brm　 amino　 acids
in　ceU　 wall　 or　 even面lizc　 D-forms　 as皿tritioll;　 physiological　 alld　 ecological　 siglli　licance　 of　 D-lbrm　 nutriti()n　 has
been　 mlkllown.　 We　 prese11日he　 D-form　 ratio　 (%)　 ill　total　 amiIlo　 acids　 of　 D-form　 amillo　 ac{d-utilizhlg
microorganisms　(DAUM)　 isolatcd　 from　 Antarctic　 lakcs　 including　 "moss　 pillaガ'.　 A　 total　 of　 l5　 strains　 of　 DAUM
were　 isolated　 alld　 culhlrcd　 with　 tlle　 media　 colltaillillg　 D-1brm　 amino　 acids　 as　 sillgle　 carbon　 sourccs.　 The　 DAUM
cells　 ill　liquidα11tllres　 were　 pelletized　 by　 celltri1、lgatioll,　 washed,　 and　 hydrolyzed　 with　 6N　 HCいo　 obtaill　 total
amillo　 acids　 (free　 +　 hydrolysable　 amiIlo　 acids)　 ill　free　 tk)rms.　 The　 free　 amillo　 acids　 were　 analyzed　 by　 high
perlbrmallcc　 liquid　 c}lromatography　(HPLC),　 alld　 D-1brm　 amillo　 acids　 were　 delecled　 ill　8　DAUM　 straills.　 The
D-from　 ratio,　 i.e.,　 D/(D+L)　 1%1,　 0f　 the　 8　strahls　 rallged　 3.6-6.4%　 1br　 D-aspartate,　 3.日O%　 tbr　 D-ghltamate,　 alld
l.9-6.8%　 1br　 D-alallille.　 Thesc　 vahles　 were　 mllch　 lower　 than　 our　 current　 records　 of　44.7%　 1br　 aspartate,　 31.9%　 1br
D-gliitamatc　 and　 23.6%　 for　D-alaIliIle　 from　 lloI1-Alltarclic　 samples.　 CombiIled　 with　 the　 dala　 from　 diverse　 samples,
eco-physiological　sigll{11cance　 of　 D－ 且brm　 amillo　 acids　 ill　Alltarctic　 orgallisms　 may　 be　 explailled.
生体 タンパ ク質を構成するア ミノ酸はほ とんどL体 であ り、ほ とん どの生物はD体 を栄養源 として利
用(資 化)し ない。 これをア ミノ酸のキラ リティ問題 といい、地球生命の基本的な謎 とされてい るが、
まだ有効な説明はない。 方 、ある種の生物は、資化で きないD体 ア ミノ酸を抗生物質あるいは浸透圧
調節物質として川 いる。このとき、L体 をD体 に変換(ラ セ ミ化)す る酵素 ラセマーゼが働 く。さ らに、
ある種 の微生物は細胞壁にD体 ア ミノ酸を有する、あるいはD体 ア ミノ酸を資化するが、その生理 ・
生態学的意義はほ とん ど不明 である。本 発表では、地 球生物 圏におけ るD体 ア ミノ酸 資化 微 生物
(DAUM)の 分布 と系統を探 る調査の 一一環 として、南極湖沼等か ら分離 したDAUMの 全ア ミノ酸 にお
けるD体%を 報告する。昭和基地周辺の湖沼の水 ・堆積物お よび コケ坊主か ら、D体 ア ミノ酸を唯一の
炭素源 とする培地 を川いてDAUM　 l5株 を分離 ・培養 した。液体培養 した菌株細胞 を遠心集菌 して洗浄
し、 もともとの遊離ア ミノ酸 と6N　HC1を 用いてタンパ ク質構成 ア ミノ酸を加水分解 した遊離ア ミノ酸
を合わせて、高速液体 クロマ トグラフ ィー　(HPLC)で 分析 した。その結果、8株 のDAUMか らD体 ア
ミノ酸が有意 に検 出されたのでD/(D+L)[%]を 求めた ところ、D体 アスパ ラギン酸(DAsp)は3.6～6.4%、
D体 グルタ ミン酸(DGIu)は3.1～10%、D体 アラニ ン(DAla)は1.9～6.8%で あった。われわれが南
極以外の試料か ら得ている現時点の最大値 はDAsp44.7%、DGlu31.9%、DAIa23.6%であ り、今 回の南
極DAUMの"D体 度 ラは決 して高 くないが、貧栄養 の南極湖沼 とい う極限環境におけるD体 ア ミノ酸の
生理 ・生態学的機能を調べ、それを他の環 境か らの例 と比較することで、D休 ア ミノ酸の一般的な機能




Reexamination　of　freezing　 treatments　 on　 the　 unicellular　 algae　 isolated　 from
　 　 　 　 　 cryptoendolithic　 microbial　 communities　 in　Antarctica
長 島 秀 行 、 八 木 彰 之(東 京 理 科 大)、 井 上 源 喜(大 要 女 子 大)
Hideyuki　 NAGASHIMA,　 Akiyuki　 YAGI　 (Tokyo　 University　 of　Science)　 and
　 　 Genki　 INOUE　 MATSUMOTO　(Otsuma　 Women's　 University)
Two　 Unicellular　 green　 algae,　 (Thlorθ1}a　 sp.　 strain　 A789-12　 and　 Stichococcus　 bacillaris
strain　 A789-13　 isolated　 from　 McMurdo　 Dry　 Valleys,　 Antarctica,　 and　 a　 mesophilic　 green
alga,　 Ch!orθHa　 vulgaiプs　 strain　 C-135　 were　 frozen　 at-　 10℃ 　to　 -　80℃ 　at　 the　 rate　 of　 -
0.1℃!min,　 then　 were　 thawed　 at　 the　 rate　 of十 〇.1℃1　 min　 up　 to　 20℃.　 The　 photosynthetic
oxygen　 evolution　 activities　 of　 both　 Antarctic　 algae　 frozen　 by-10,-20　and-30℃ 　were
recovered　 af、er　 l　days　 culture　 at　 20℃.　 An　 mesophilic　 alga,　 strain　 C-135　 was　 mostly
damaged　 by　 the　 same　 treatments,　 but　 was　 recovered　 after　 15　 days　 culture　 at　20℃.
「は じめ に」
これ まで の 研 究 か ら、 南極 大 陸 の ドライ ヴ ア レー 地 域 の 岩石 表 層 か ら分 離 した単 細 胞 緑藻
Chlorella　 sP.　A789-12株 とStichococc〃s　 baci71aris　A789-13株 を、 プmグ ラム フ リーザ ー
EspecSU240を 用 いて ±0.02～1.0℃!minの 速度 で 一20℃ まで凍 結 ・融 解 した ところ、光合 成
活 性 は低 下 したが 、20℃ で 培 養1日 後 に回復 した。 しか し、 温 帯 産緑 藻(rhlore!la　 vulgaris
C-135株 で は ほ とん ど活 性 を 失 ったが 、15日 間20℃ で培 養 す る と、 光合成 活 性は 回復 し生存
で きる こ とが わか った。今 回 は凍結 処理 温度 を一80℃ まで下 げ た ときの生 育や 光合成 活性 にっ
いて報 告 す る。
「結 果 と考察 」
これ まで の結果 か ら、細胞 への傷 害 が 少なか った凍結 融解 速度 ±0.1℃ で、プ ログラ ム フ リー
ザー を用 いて0℃ 、-10℃ 、-20℃ 、-30°C、-40℃ まで温 度 を下 げ、 さ らに 一80℃ まで はデ
ィー プフ リー ザーMYBIO　 VT78を 併 用 して行 った。 つ ぎに、 凍結 融解 後20℃ で15日 間振 と
う培 養 を行 い細 胞 の 生 育 状 態 を 調 べ る と、 南 極 産 緑 藻A789-12株 は 一20°Cま で 、 同 じ く
A789-13株 は 一30℃ まで凍 結処 理 を して も、細 胞数、 ク ロ ロフ ィル量 とも初 めは減 少 するが、
後 にほぼ 回復 する こ とが 分か っ た。次 に 、凍 結処 理後 の光合 成 酸素 発生 活性 を酸 素計Oxygraph
OXY-1を 用 いて調 べ る と、南極 産 緑藻A789-12株 とA789-13株 は 一30℃ の凍結 後減 少 したが、
20℃ で培 養1日 後 に6割 近 く回復 した。温 帯産緑藻C-135株 は 一30℃ の凍結 直後 ほ とん ど光
合 成 活性 を失 ったが 、15日 間の 培養 で6割 近 く回復 した。-40℃ 、-80℃ まで凍 結 する と、
どの株 も活性 を回復 す る こ とが で きな か った。以上 の こ とか ら、-30℃ 付 近 を境 に細胞 に不 可
逆 的 な障害 が発 生 した こ とが推 定 され る。
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IDENTIFICATION OF GLYCOLYTIC ENZYME (PFK) PRODUCING 
            PSYCHROPHILIC BACTERIUM
               Rashidah A. R., Nazalan N. and Li  Chieen  0. 
School of Biological Sciences, Universiti Sains Malaysia, 11800  Penang, MALAYSIA
Bacteria obligate psychrophilic from the Antarctic samples were screened and isolated. 
Psychrophilic bacterium producing glycolytic enzyme  (phosphofructokinase) was 
successfully isolated on nutrient agar medium and nutrient broth at 4°C.  Identification of 
the bacterium was carried out by the morphological studies, biochemical test and 16S 
rRNA. The results of phenotypic characterisation revealed that the bacterium was gram-
negative  cocobacillus, non-motile, non-pigmented and only  be able to grow at low 
temperature (4°C). The bacterium was  identified as  anaerob facultative bacterium and has 
the  catalase, lipase and protease activity. The sequencing result of the 16S rRNA genes of 
the PCR product revealed about  99% homology to Pseudomonas  sp. The intracellular 
crude enzyme was extracted and analysed  for its activity by monitoring the oxidation of 
NADH using coupled-enzymes aldolase, triose phosphate isomerase and 




Distribution　 of　freshwater　 algae　 in　the　 vicinity　 of　Syowa　 Station
大 谷 修 司(島 根 大 学,教 育 学 部)
Ohtani,　 S.　 (Faculty　 of　Education,　 Shimane　 University)
　 　 Distribution　 of　freshwater　 algae　 was　 studied　 in　the　 vicinity　 of　Syowa　 Station
in　 austral　 summer　 of　1999/2000.　 At　 Ongul　 Islands,　 Langhovde,　 Skarvsnes　 and
Skalen,　 samples　 were　 coUected　 from　 lakes,　 ponds,　 streams,　 soi　 surfaces,　 moss
colonies,　 surfaces　 and　 cracks　 of　rocks,　 and　 undersurface　 of　translucent　 quartz
stones.　 Cyanobacteria　were dominant　 in　 most　 habitats,　 whie　 green　 algae,
yellow-green　 algae　 and　 diatoms　 were　 dominant　 in　limited　 habitats.
第41次 南 極 地 域 観 測 隊(1999年11月 ～2000年3月)に 参 加 し,昭 和 基 地 周 辺 の 露
岩 域 に お い て,淡 水 産 藻 類 の 種 組 成 の 調 査 を 行 った の で,生 息 場 所 ご とに そ の 結 果 を報
告 す る 。試 料 は オ ング ル 諸 島,ラ ン グ ホ ブデ,ス カ ル ブ ス ネ ス,ス カー レン に お い て,湖 沼,
沢,コ ケ 群 落,土 壌 表 面,岩 の 表 面,岩 の 割 れ 目,半 透 明 の 石 の 裏 等 の 生 息 場 所 か ら採
集 し,現 地 に て 生 の まま 光 学 顕 微 鏡 で 観 察 し,種 の 同 定 を行 った 。
上 記 生 育 場 所 に は,藍 藻,緑 藻,珪 藻,黄 緑 藻 が 出 現 す る が,ほ とん ど の 生 育 場 所 で
藍 藻 が 優 占 し,緑 藻,珪 藻,黄 緑 藻 が 優 占 す る生 育 場 所 は 限 られ て い た 。
湖 沼 沿 岸 部 の 底 に は 藍 藻 を 基 質 とす る 藻 被 が 発 達 して お り,藍 藻Lepto/yngbya
perelegans、 　Leptolyngbya　 tenuis,　Phormidium　 irriguum,緑 藻Oedogonium　 sp.が 霞 占 ＼ノ、
緑 藻Kentrosph∂era　 sp.が しば しば 出 現 した 。雪 鳥 池 や ス カー レン 大 池 で は,円 盤 状 の 藻
類 の コロニ ー が 浮 遊 して お り,そ の 優 占 種 は 緑 藻Oedogoniuηsp.と 藍 藻Lepto/yηgbya　 sp.
で あ った 。一 般 的 に 浮 遊 性 種 は 少 な い が,雪 鳥 池 で は 緑 藻Cos・ η∂riuノη　cf.　subcaρltulu/η
が,親 子 池 で は 緑 藻 　Amphikrikos　 nanus　 が 優 占 した 。湖 沼 中 の 水 生 蘇 類 に は 藍 藻
Leptolyngbya　 perelegans、 　Leptolyngbya　 tenu;s、 緑覇業Oedogonium　 sp、 玉差薬Amphora　 sp.
が 優 占 した 。沢 の 底 に 発 達 す る藻 被 で は,Leρto/yηgbya　 pere/egans,　 Lepto/yngbya　 tenuis
が 優 占 し,沢 の 小 石 な ど に 付 着 した 緑 色 の 糸 状 藻 は 緑 藻Uiothrix　 sp.で あ った 。コケ 群 落
で は 出 現 種 として は 藍 藻 が 多 く,優 占 種 は 藍 藻 〃b5foO　 OO/η/ηune,　珪 藻 　Pinηularia
borealis,　 Hantzschia　 amρhioxysで あ った 。緑 藻 で は,　Actinot∂eniuηcucurbit∂ が しば しば
出 現 した 。土 壌 表 面 に は,藍 藻Nosto・ 　0・mmuneが 広 く分 布 し,緑 藻 ノ%S/・la　crisp∂,
PrasiOCOCCUS　 calcarlUSが ペ ンギ ンル ッカリー,ナ ン キ ョクオ オ トウ ゾ クカモ メや ユ キ ドリの
巣 周 辺 の 富 栄 養 な 土 壌 で優 占 し,藍 藻Phorηidium　 autumaleが 薄 い 黒 色 の 藻 被 を形 成 し
て い る場 合 が あ った 。岩 盤 表 面 の 黒 色 の 薄 い 藻 類 コ ロニ ー が 発 達 す るが,そ の 優 占種 は
藍藻Calothrix　 parietina,　 Gioeocapsarat、 　Gbeocaρsoρsls属(D数 種で 、い ず れ(D種 も厚 い
粘 質 の 鞘 で 細 胞 が 覆 わ れ,褐 色,黒 紫 色 等 に 着 色 し て い た 。岩 の 割 れ 目 で は,
ργ∂nothece　 ∂eruginos∂,　Gloeocaρs∂ 　cf.ρunct,∂t∂,　To/ypothrix　 ci.　eienkiniiな どが 優 占 し
た 。半 透 明 の 石 英 質 の 石 の 裏 面 か ら は,藍 藻　GloeocaPS∂ 　cf.　punctat.∂,　Lepto/yngbya
tenuis,　Phormidium　 autumaie、 　 Nostoc　 commune,　 St;gonema　 sp.が 優 占 した 。
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Algal communities in the Antarctic flowing waters
Faradina Merican, Wan Maznah, W.  0., Mashhor Mansor & Wan Asmadi W. A. 
                 School of Biological Sciences 
          Universiti Sains Malaysia, 11800 Penang, Malaysia
Abstract
An investigation of an ephemeral stream community at Reeve Hill (66°16.855'S, 
 110°31.045'E) Casey Station, Antarctica distinguished the dominant groups of algae 
found along the length of the stream. To date, 9 species of freshwater algae have been 
 identified at the upper and middle stream area which includes Oscillatoria sp. # 1, 
Oscillatoria sp. # 2, Oscillatoria sp. # 3,  Tribonema sp., Achnanthes sp. # 1, Achnanthes 
sp. # 2, Pinnularia sp. # 1, Pinnularia sp. # 2 and  Chlorococcum sp.. The abundance of 
species was higher in the upper stream compared to the middle stream. Species 
composition changes along the length of the stream. Due to the intrusion of sea water, 
samples of the lower stream were dominated mainly by marine  bacillariophytcs. The 
most abundant species is  Corethron criophilum which was spotted in high numbers in 
every sample examined. Other species detected includes Flagillaria sp. # 1, Flagillaria 
sp. # 2,  Eucampia sp., Thalassiosira sp., Pseudonitzschia sp. # 1, Pseudonitzschia sp. # 2, 
Synedra sp.,  Achnanthes sp. # 1 and  Achnanthes sp. # 2. Intensive diversity studies are 
being carried out to determine the changes in species composition, distribution and 
diversity along this flowing-water ecosystem.
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 PRELIMINARY GENETIC STUDY ON SPECIES FROM GENUS DESCHAMPSIA FROM ANTARCTIC 
              (KING GEORGE IS) AND ARCTIC (SPITSBERGEN) 
                             K. J. Chwedorzewska
  Department of Antarctic Biology, Polish Academy of Sciences, Ustrzycka 10/12, 02-141 
                              Warsaw, Poland 
 kchwedorzewska@go2.pl 
Abstract: The aim of the study was to analyze variation between three polar species 
Deschampsia antarctica, Deschampsia alpina and Deschampsia brevifolia. 
     Genomic DNA samples were extracted from individual plants and analyzed by AFLP 
technique. More than 322 polymorphic AFLP bands that allowed determination of genetic 
relationships among three Deschampsia species were obtained. Present investigation reveals 
that D. antarctica was more similar to species from Arctic (D. brevifolia) than two species 
from Arctic were similar to one another. Also genetic diversity within population of D. 
antarctica was bigger than within analyzed populations of D. brevifolia and D. alpina.
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南 極 に お け るUVカ ッ ト素 材 で 覆 っ た コ ラ ー ゲ ン 人 工 皮 膚 へ の 紫 外 線 の 影 響
The　 infiuence　 of　sollar　ultraviolet　 radiation　 on　the　collagen　 artificial　skin　covered　 with　UV
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 protection　 material　 in　Antarctica
高 橋 哲 也'1,大 谷 修 司*1,神 田 啓 史*2,伊 村 智 ‡2,工 藤 栄*2,入 江 伸 吉*3,服 部 俊 治*3,LII中 啓 友 ‡3,
*1島 根 大 学 教 育 学 部
,‡2国 立 極 地 研 究 所,*3(財)日 本 皮 革 研 究 所/(株)ニ ッヒ バ イオマトリックス研 究 所
　 Tetsuya　 Takahashi",　 Shuji　 Ohtani'1,　 Hiroshi　 Kanda'2,　 Satoshi　 Imura*2,　 Sakae　 Kudoh‡2,　 Shinkichi　 Irie'3.
Shunji　 Hattorゴ3　 and　 Keisuke　 Tanaka'3,　 *iFaculty　 of　Education,　 Shimane　 Univcrsity,　 *2National　 Institute　 ()f
　 　 　 Polar　 Research,　 *3Japan　 Institute　 of　Leathcr　 Reseach/Nippi　 Research　 Institute　 of　Biomatrix
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract
　 　 The　 ozone　 layer　 cxisting　 up　 in　the　 sky　 of　 the　 earth　 prevents　 dangerous　 short-wavelength　ultraviolet　 rays
(UV-B,　 UV-C).　 However,　 the　 ozolle　 holes　 appeared　 in　the　 South　 Pole　 due　 to　 the　 release　 of　 chlorofluorocarbon
gas,　 resulting　 ill　all　incrcasc　 in　ultraviolet　 irradiati()ll.　 The　 area　 of　 ozone　 holes　 increascd　 from　 year　 to　 year,　 alld
last　 year　 it　reachedthe　 maximum　 level　 in　 the　 past　 (about　 twice　 the　 size　 of　 the　 Antarctica　 Continent).　 In　 this
research,　 various　 Mms　 (UV　 protection　 materials)　 with　 the　 addition　 of　 UV　 protection　 agents　 such　 as　 zillc　 oxide
were　 prepared　 iIl　order　 to　 protect　 thc　 human　 body　 from　 dallgerous　 UV　 rays.　 In　 addition,　 the　 artificial　 skin
(collagen　 shcets)　 simulating　 thc　 human　 skin　 was　 prepared.　 As　 a　preliminary　 cxperiment,　 1aminated　 shcets　 made
of　 the　 UV　 protcction　 material　 and　 collagen　 sheet　 were　 exposed　 in　 the　 South　 Pole　 fbr　 30　 days　 in　 summer　 (1ate
December　 2003　 -　late　 January　 2004).
　 　 Each　 collagcn　 sheet　 afler　 exposurc　 was　 extracted　 with　 aque()us　 acetic　 acid　 solution,　 and　 the　 coloring　 degree
of　 the　 extract　 after　 treating　 with　 ninhydrin　 s()lution　 was　 measured　 at　 570　 nm　 In　 addition,　 the　 changes　 of
collagen　 molecule　 chains　 were　 examined　 with　 electrophoresis.　In the　 laminat d　 material　 of　 collagen　 sheets
(weight　 per　 unit　 arca:　 29　 g/m2)　 without　 the　 covering　 of　the　 UV　 protection　 sheet,　 amino　 group　 concentrati()n　 was
highcr　 as　 the　 sheet　 laycrafter　 exposure　 appr()achedthe　sUrface,　 and　 the　 4th　 layer　 shcct　 and　 under　 hadthe　 same
level　 as　 the　 sheet　 bcfore　 exposure.　 This　 fact　 meant　 that　 in　the　 sheets　 between　 the　 lst　 and　 3rd　 layers,　 collagen
molecule　 chains　 wcre　 scvercd　 with　 UV　 rays　 and　 the　 number　 of　 N-terminals　 remarkably　 increased.　 However,　 the
result　 of　 electrophoresis　 showed　 that　 even　 the　 4th　 layer　 sheet　 and　 under　 sh()wed　 the　 cross-linking　 ()f　molecular
chains.　 On　 lhe　 other　 hand,　 the　 collagen　 sheets　 covered　 with　 the　 UV　 protection　 material　 showed　 good　 UV
protection　 effect.　 When　 the　 UV　 protection　 material　 with　 the　 addition　 of　 O.4%　 (v/v)　 or　 over　 of　 zinc　 oxide　 was
used,　 the　 ninhydrin　 reaction　 coloring　 of　the　 collagen　 sheets　 was　 mostly　 suppressed.
要 旨
南極 ではオ ゾンホール が出現 し、紫外線照射量 が増 して い る。危 険な紫外線 か ら人体 を守 るべ
く、酸化 亜鉛 な どの紫外線 防御剤 を添加 した種 々のフ ィル ム(uvカ ヅ ト素材)を 作 製 した。 ま
た、人間の皮膚 を想定 して人工皮膚(コ ラーゲ ンシー ト)も 作製 した。予備実験 と して、 真夏の
南極 にてUVカ ヅ ト素材 とコラーゲ ンシー トを貼合 わせて、30日 間曝露 したCO3年12月 下旬 ～1
月下旬)。先ず、　UVカ ヅ ト素材で覆 わず にコラーゲ ンシー トのみを積層 して曝露 した とこ ろ、曝
露後 のコラー ゲ ンシー トの表 面層ほ どア ミノ基 濃度が高 く、4層 目以降の シー トにな る と曝露前
シー トの レベルに まで低下 した。つ ま り、1層 目か ら3層 目まで のシー トではコラーゲ ン分 子鎖
が紫外線 に よって切 断され、N末 端数が大幅に増 してい る ことがわか った。 しか し、電気泳 動で
の結 果では、4層 目以降の シー トであ って も分子鎖の架橋 が認 め られ た。一方、　UVカ ヅ ト素材 で
コラーゲ ンシー トを覆 った場合 には良いUV防 御 効果 が認 め られ、 酸化亜 鉛の添加量0.4%(v/v)
以上 のUVカ ヅト素材 の場合 ではコ ラーゲ ンシー トの ニ ンヒ ドリン反応の発色 はほぼ抑え られた。
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PT-14
高 緯 度 北 極 の 氷 河 後 退 域 に お け るsαlix　 arctica幹 の 分 解 過 程 と 菌 類 遷 移
Decomposition　 and　 fUngal　 succession　 in　dead　 stem　 of　Salix　 arctica　 in　a　high-arctic　 deglaciated　 area
大 園 享 司 ・森 章(京 都 大 学 農 学 研 究 科)・ 内 田 雅 己 ・神 田 啓 史(国 立 極 地 研 究 所)
　 T.　Osono,　 A.　Mori　 (Grad.　Sch.　Agric.,　Kyoto　 Univ.),　M.　Uchida　 &　H.　Kanda　 (NIPR)
　 Standing　 crop　 and　 decomposition　 processes　 of　dead　 prostrating　 stems　 of　arctic　 willow　 (Salix
arcticα)　 were　 studied　 in　relation　 to　biomass　 and　 species　 composition　 of　fungi.　 The　 study　 site　was
located　 in　a　high-arctic　 deglaciated　 area　 in　Canada　 dominated　 by　 Ca∬iope　 tetragona,　 Dryas
inte、glitblia,　and　 S.　arctica.　 Five　 moraine　 groups　 were　 identified　 based　 on　the　 age　 of　deglaciation.
Standing　 crop　 of　dead　 stems　 was　 highest　 at　the　younger　 moraines　 and　 except　 fbr　this　increased　 from
the　youngest　 to　the　oldest　 moraines.　 These　 accounted　 for　O.5-8.6%　 of　total　amount　 of　vascular　 plant
litter　accumulated　 on　 the　soil　surface.　 Prostrating　 stems　 in　5　decay　 classes　 (class　 O:　live　stems　 to
class　 4:　bark　 detached　 more　 than　 50%　 of　stem　 surface)　 were　 collected　 from　 4　0f　5　moraines　 and
mass　 per　volume　 and　 chemical　 composition　 (lignin,　 holocellulose,　 alcohol-benzene　 solub}es;　 N,　P,
K　 Ca,　 Mg)　 were　 investigated　 to　describe　 decomposition　 processes.　 Hyphal　 length　 was　 measured
with　 agar-film　 method,　 and　 fungi　 werc　 isolated　 with　 surface-sterilization　 mcthod,　 to　evaluate　 fUngal
ingrowth　 and　 colonization　 on　 stcms.　 Mass　 per　 volume　 decreased　 and　 hyphal　 length　 increased
during　 dccomposition.　 Thrce　 sterile　 morphotaxa,　 also　 frequent　 on　 decaying　 leaves　 of　S.　arctica,
wcre　 frequcntly　 isolated　 from　 stems　 of　 4　 moraines　 and　 their　 frcquencies　 dccreased　 during
decomposition.
カ ナ ダ ・エ ル ズ ミ ア 島 の 高 緯 度 北 極 に 位 置 す る 氷 河 後 退 域 に お い てSalix　 arcticα の 枯 死 葡
萄 幹 の 現 存 量 を 測 定 し 、 さ ら に 葡 萄 幹 の 分 解 過 程 を 菌 類 の バ イ オ マ ス と 種 組 成 に 注 目 して
調 査 し た 。調 査 地 は 最 終 氷 期 以 降 、氷 河 が 停 滞 を く り 返 し な が ら 後 退 して い る 地 域 で あ り 、
Cαssiope　 　tetrαgonα,Dryαs　 integliJoliα,.S.αrcticα が 優 占 す る 。 年 代 が 異 な る5モ レ ー ン 群(最
古 期 、 古 期A、 古 期B、 新 期 、 最 新 期)に お い て 地 表 に 集 積 す る 枯 死 葡 萄 幹 の 現 存 量 を 測
定 し た 。 葡 萄 幹 の 現 存 量 は 古 期Aで 最 も 高 く(12.9g/m2)、 そ れ を 除 け ば 最 新 期(0.ユg/m2)
か ら 最 古 期(7.5g/m2)に か け て 増 加 し た 。 こ れ ら は 各 モ レ ー ン 上 で 推 定 さ れ た 維 管 束 植 物
の 地 表 リ タ ー 総 量 の0.58.6%を 占 め て い た 。 古 期Aか ら 最 古 期 ま で の4モ レ ー ン 上 のS.
arcticaの 葡 萄 幹(直 径3mm程 度)を 、 外 見 的 特 徴 か ら5分 解 段 階(段 階0:生 き た 幹 段
階4:樹 皮 が50%以 上 脱 落)に 区 分 し て 採 取 し 、 そ の 容 積 重(体 積 あ た り の 乾 燥 重 量)、 化
学 組 成(リ グ ニ ン 、 ホ ロ セ ル ロ ー ス 、 ア ル コ ー ル ベ ン ゼ ン 抽 出 成 分 、 窒 素 、 リ ン 、 カ リ ウ
ム 、 カ ル シ ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム の 各 濃 度)を 調 べ た 。 ま た 菌 糸 長 を 寒 天 薄 膜 法 に よ り 、 菌
類 相 を 表 面 殺 菌 法 に よ り調 べ た 。 分 解 に と も な っ て 容 積 重 は 減 少 し て い た が 、 菌 糸 長 は 増
加 し て い た 。 い ず れ の モ レ ー ン 上 の 幹 か ら も 、S.　 Ctrctica落 葉 で も 優 占 して い た 胞 子 未 形 成
菌 株3形 態 種 が 高 頻 度 で 分 離 さ れ た が 、 分 離 頻 度 は 分 解 に と も な い 低 下 し た 。
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高 緯 度 北 極 ツ ン ドラ に 生 育 す る イ ワ ダ レゴ ケ の 成 長 パ ター ン と水 分 条 件 の 関 係
Growth　 form　 of　Hy/ocomium　 sρ/endens　 from　 contrasting　 water　 regimes
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 in　a　high　 arctic　tundra
上 野 健 ・神 田 啓 史(極 地 研)
Takeshi　 Ueno　 and　 Hiroshi　 Kanda　 (NIPR)
Hylocomlum　splendens,　 a　 widespread　 feather　 moss,　 is　one　 of　 the　 major　 plant
species　 found　 in　the　 high　 arctic　 tundra.　 lt　occupies　 various　 habitats　 ranging　 from
exposed　 dry　 grounds　 to　 swampy　 grounds.　 To　 reveal　 the　 morphologicaI
characteristics　 of　H.　 sρ1endens　 growing　 in　contrasting　 water　 conditions,　 i.e.　 dry
site　 (moraine),　 mesic　 site　 (outwash　 terrace)　 and　 wet　 site　 (stream　 edge),　 the
relationship　 between　 growth　 pattern　 and　 water　 conditions　 was　 investigated,　 using
retrospective　 analyses　 of　growth.　 The　 results　 and　 their　 ecological　 significance　 are
discussed.
大型 の羽状 蘇 類 であるイワダレゴケは 、北 半球 に広 域 に分 布 し、高 緯 度 北極
ツンドラにおいても植 生を構成する主要な要素 となっている。本種 のシュー トの成
長パターンは年 次 性をもつため、その成 長 パター ンを解析 することで、過 去の 年
間成 長量を追跡 することができる。よって、イワダレゴケ は気候 変 化 の 北極 域 へ
の影響をモニタリングする指標植 物 としても期 待 され ている。ところで、北極 ツンド
ラにおけるイワダレゴケの生 育地 は、乾 燥 地 か ら湿 地までと幅 広 いの 水 分 条 件
に及ぶ 。しか しなが ら、生育地 の水 分条 件 とイワダレゴケシュー トの成 長 パターン
の関係 については、まだほとんど議 論され ていない。イワダレゴケのシュー トの 成
長パターンと水分 条件 との 関係を明らか にすることは、コケ植 物の環 境 適 応 戦 略
を理解する上でも興味深 い。
今 回我 々は、カナダ北極エルズミア島オーブロや 湾地域 に生育 するイワダレゴ




スバールバ ル ・ニーオルス ンの陸上生態系の炭素循環に対する維管束植物の光合成特性 の寄与
Functional　 role　 of　 photosynthetic　 characteristics　 of　 vascular　 plants　 in　terrestrial　 ecosystem　 carbon　 dynamics　 in
む
Ny-Alesund,　 Svalbard.
村岡裕由(岐 阜大学)・ 大塚俊之(茨 城大学)・ 中坪孝之(広 島大学)・ 小泉 博(岐 阜大学)
Hiroyuki　 Muraoka　 (Gifu　 Univ.),　 T()shiyuki　 Ohtsuka　 (lbaraki　 Univ.),　 Takayuki　 Nakatsubo　 (Hiroshima　 Univ.)　 alld
Hiroshi　 Koizu㎡(Gifu　 Univ.)
As　 part　 of　 the　 study　 for　 revealing　 the　 relationships　 between　 vegetation　 distribution　 and　 environemntal　factors
む
alld　 their　 consequences　ill　terrestrial　 carbon　 balance　 on　 a　 glacier　 foreland　 in　 Ny-Alesund,　Svalbard,　 we
measured　 photosynthetic　r sponse　 to　 light　 environment　 for　 three　 vascular　 plallt　 species;　 SaliX　 ∫フolaris,　 Dり)α ∫
octopetα1a　 umdSαxifraga　 oppositifolia.　Light-saturated　 rate　 of　phot()synthesis　 on　 the　 basis　 of　 leaf　 biomass　 of
the　 threc　 species　 differred　 remarkably;　 about　 124.1　 nmol　 CO2　 91　 s'1　for　 Sα1ix,　 57.8　 for　 Dlッ α∫and24.4f()r
∫αxび 海8・α.　 Distribution　 of　 Salix　 and　 Dryas　 is　restricted　 to　 the　 area　 where　 vegetation　 and　 soil　 succession　 are
relatively　 progressed,　 while　 ∫αx折 αgαcan　 be　 established　 on　 the　 front　 ()f　glacier.　 These　 research　 suggest　 that
responsible　 plant　 species　 for　 ecosystem　 CO2　 uptake　 changes　 with　 successional　 status　 of　 the　 arctic　 terrestrial
ecosysterns・
高緯度北極域の陸上生態系では,氷 河後退時期や微地形などの違いによって遷移段階や植物種組成
が異なる小生態系が分布 してい る。陸上生態系の炭素循環機構の うち,光 合成 による二酸化炭素の吸
収 と呼吸 による放 出過程お よびそれ らの収支は,種 組成お よびバイオマス分布,葉 の光合成特性の違
いによって人 き く異 なる可能性が高い。本研究では,ス バールバル諸島ニーオルス ンのツン ドラ生態
系の様 々な一次遷移段階を代表する維管束植物の光合成特性 とバイオマス分布 を明 らかに し,氷 河後
退後の陸上生態系における炭素吸収過程の生理生態学的な特性 を評価することを目的 とした。
二一 オル ス ンの ヅ ン ドラ生態 系 を代 表 す る種 と して,　SaliXpolaris,　 Dryasoctopeta1α,∫ αx脚gα
opp・sitifoliaの3種 を調査 対 象 と した。Sαlixお よびDrya∫ は遷移 が 進み 土壌 が 比較 的肥沃 な エ リア に
分 布 す る。SαXtfragα は氷 河後 退域 に広 く分 布 し,本 生態 系で のパ イ オ ニア種 と して位 置づ け られ
る。 これ ら3種 の植 物体 を土壌 ご と採 取 し,実 験 室 内で光一 光合 成 曲 線 を得 た。測定 には葉 ・茎 ・根
の すべて が入 るア ク リル製 の特 性 チ ャ ンバ ー と光合 成 ・蒸 散測 定装 置　(LI6400,　 Li-Cor,　 USA)　 を用
い た。 すべ て の測定 は2004年7月 下旬 に行 った。
維 管束 植物3種 の光合 成 速度 は 大 き く異 な り,葉 バ イ
オ マス あ た りの最 大光合 成 速度 はSalixで 約124.1㎜ol
CO2　g'i　s'i,　Dryαsで 約57.8,Saxるfragaで 約24.4だ った
(図)。 生 育地 で観 測した光 量子密 度 のデ ータを用いて 日積
算 光合成 量 を推 定した結 果,総 光 合成 量 は ∫α娠 が最 も高
いことが示され た。遷 移段 階 に沿った種分 布 様式 お よび光
合 成特性 か ら,遷 移 初期 の生 態系 での炭 素吸 収 には
∫αx脚gα が重 要な役割 をもち,さ らに遷 移が進ん だエリアで
































viviparu〃z　 in　a　high　 a|耐ic　 region,　 Ny・Alesund,　 Svalbard
東條元昭1,西 谷里美2
1大阪府立大学大学院農学生命科学研究科,2日 本医科大学
　　 　　　　 　　　　 　　　　 　Motoaki　 Tojol　and　Satomi　 Nishitani2
1Graduate　 School　 of　Agriculture　 and　 Biological　 Scicnccs
,　Osaka　 Prcfecturc　 Univcrsity,　 Japan
2　Department　 of　 Biology
,　Nippon　 Mcdical　 Scho(、1,　 Japan
Effects　 ・f　infccti・n　 ・f　smut　 fungus　 Microわ ・卿{m　 bistortarum　 ・n　 surviv・rship　 ・f　Pθiygθnttm
む
vivipart{M　 wcrc　 invcstigatcd　 in　 a　high　 arctic　 rcgi(m,　 Ny-Alcsund,　 Svalbard　 ovcr　 a　5-ycar　 pcri(、d
from　 2000　 to　2004.　 A　 l　m　 x　10　 m　 cxpcrimcntal　 arca　 was　 sct　 up　 on　 dry　 mcadow　 or　 south　 castぬcing
slopc　 in　thc　 survcycd三lrca.　 Thc　 total　 92　 individual　 plants　 which　 havc　 ncw　 lcaves　 and　 inllorcsccnccs
in　this　 arca　 wcrc　 m(mitorcd　 k)r　 thc　 smut　 discasc　 dcvclopmcnt　 and　 survivorship　 in　 cvcry　 August
丘om　 2000　 to　2004.　 Thc　 smut　 discasc　 was　 l'ound　 in　20　 plants　 in　2000　 and　 in　l　p1乏mtin2002among
thc　 all　plants　 survcycd.　 Thc　 rcst　 71　 plants　 had　 hcalthy　 nowers　 or　bulbils　 through　 the　 5-ycar　 pcriod
exccpt　 tbr　 somc　 plants　 dicd　 or　 disappcarcd　 without　 any　 sign　 of　 infcction.　 Rcproducibility　 and
survivorship　 (、f　individual　 plants　 wcrc　 comparcd　 bctwcen　 the　 smut　 diseased　 and　 thc　 undiscascd
plants　 in　 cvcry　 August丘om　2001 to　 2〔)04.　 Thc　 rcproducibility　 was　 cvaluatcd　 as　 numbcr　 of
individual　 plants　 produccd　 ncw　 lcavcs　 and　 inllorcscenccs　 in　 cach　 year　 fr()m　 2001　 to　 2004　 pcr
numbcr　 of　 individual　 plants　 produccd　 new　 lcaves　 and　 in11(、rcsccnces　 in　2000.　 Thc　 rcproducibility
was　 consistently　 lowcr　 in　thc　 smut　 discased　 plants　 than　 in　 the　 undiscased　 plant　 through　 2001　 to
2004.　 Thc　 pcrccntagc　 of　 plants　 that　 survivcd　 until　 2004　 was　 signiricantly　 lowcr　 in　infccted　 plants
than　 in　uninfccted　 plants　 (23.8%　 vs.　 93.092・;　 Gadj　 =　35.7,　 P　<　0.001,　 G　 tcst　 of　 indcpcndcnce,　 Sokal
&　 Rohlf　 1981).　 Thcsc　 rcsults　 indicatc　 thatル1.　 bistorta1'u〃1　 disturbs　 annual　 rcproduction　 and　 rcduce
l(mgcvity　 of　 P.　 viviParUM　 in　 thc　 high　 arctic　 arca　 surveycd.　 Surface　 structure　 and　 gcrminati(m　 of
teliospores　 of　arctic　 spccimcn　 ofル1.bistortαi'um　 wcre　 also　 first　prcsentcd　 hcre.
北 極域 のムカゴトラノオ の 生存 に及 ぼす 黒穂 病 菌Microbotryuηbistort∂rum感 染 の影 響 を,ス
ピッツベ ル ゲン島 で2000年 か ら2004年 までの5年 間 に 渡って調 査 した。同 席ニ ーオ ル スンの 東
南 に面 す る斜 面 に広 がる草地 に,1mx10mの 試1験区を設 け,そ の 中 の92個 体 のムカゴトラノオ
につ い て,黒 穂 病 の 発 生 と植 物 体 の繁 殖 ・生存 状 況 を毎 年8月 に'調査 した。黒穂 病 の 発 生 は,
2000年 に20個 体,2002年 に1個 体で 見 られ た。残 りの71個 体 は,一 体一部 の原 因 不 明 で 消滅 した
個 体 を除 き,5年 間 の調 査 中,健 全 な 葉 や ムカゴを形 成 した。黒穂 病 発 生 個 体 と健 全 個 体 で,
2001年 か ら2004年 まで の葉 や ムカゴの形 成 率 と,生 存 率 を調 べ たところ,葉 や ムカゴの形 成 率 は,
健 全 個 体 よりも黒穂 病 発 生 個 体 で常 に低 かった。また,2004年 まで の生 存 個 体数 は,黒 穂 病 発
生 個 体 で 有意(P　〈　0.001,　G　test　of　independence,　 Sokal　&　Rohlf　1981)に 低 か った。これ らの結 果
か ら,黒 穂 病 菌M　 blstort∂ruノηの感 染 は,北 極 域 の ムカゴトラノオ の 繁 殖 率 と寿 命 を低 下させ てい
ると考 えられ た。なお,1Vl.　bistort∂ruηの冬 胞 子 の 表 面 構 造 と発 芽 形 態 は,木 樋 同 定 の 必須 項 目
で あるが,こ れ まで知 られ ていなかったため,こ こで合 わせ て 報 告す る。
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Typhu!∂ 　bore∂lis　 Ekstr.はTyphul∂ 　ishikariensis　 Imai　と 同種 で あ る
一 コ ペ ンハ ー ゲ ン植 物 園 に保 存 さ れ て い た東 グ リー ン ラ ン ド産
Typhul∂ 　bore∂1is　 の 標 本 の分 子 系統 解 析 －
Typhulαborealis　Ekstr.　 is　a　synonymous　 with　 T.　ishikOriensis　 Imai.
・　MolecUlar　 systematics　 of　cox3　 gene　 of　T.　boreatis　 collected　 from　 East　 Greeniand
　 　 in　the　herbarium　 of　Botanical　 museum,　 Univisersity　 of　Copenhagen　 ・
星野 保1,藤 原峰子2,湯 本 勲2
1新エネル ギー ・産 業技術 総合 開発機構 ,2産 業技術総合研究所
T.　Hoshino　 i,　M.　 Fujiwara　 2,　1.　Yumoto　 2
　 　　　 　　 1NEDO,2AIST
Abstract:
Snow　 mold,乃'p加la　ishikariensis　 was　 described　 by　 S.　 Imai　 at　 1930.　 Remsberg　 also
reported　 T　 idahoensis　 from　 North　 America　 and　 Ekstrand　 found　 T　 borealis　 and　 T乃)7pherborea　 from
Scandinavia.　 These　 species　 are　 probably　 synonyms　 of　T　 ishikariensis.　 However,　 specimens　 of　these
species　 are　 not　 compared　 with　 「L　ishikαriensis.　 Molecular　 systematic　 methods　 supported　 that　 ITS
sequence　 of　 T　 idahoensis　 has　 high　 homology　 with　 T　 ishikariensis.　 We　 also　 reported　 that
basidiospores　 of　 T　 ishikariensis丘om　Iceland　 are　 very　 smilar　 morphologies　 with　 T　 borealis　 andτ
乃}1pherわorea.　 Dn　 H.　 Knudscn　 in　 University　 of　 Copenhagen　 sent　 the　 specimen　 of　 T　 borealis
collected　 Jameson　 Land(70.47N,　22.45"W),　 East　 Greenalnd　 at　1989.　 We　 extracted　 genomic　 DNA
丘om　 this　 specimen　 and　 amplified　 by　 PCR.　 Amplified　 DNAproduct丘omτわorealis　 by　 cox3　 primer
sets　 has　 high　 homology　 with　 the　 sequences　 from　 T　 ishikαriensis　 from　 Hokkaido.　 Those　 results
suggested　 that　 7:　borealis　 aare　one　 of　 synonyms　 of　T　 ishikariensis.
要 旨
雪 腐 病 菌　Typhula　 ishikariensisは1930年 、北 大 の 今 井 三 子 に よって 記 載 され て い る。ほ ぼ
同 時 期 に 、北 米 で は 、T　idahoensisがRemsberg　 (1940)に よって 、欧 州 で は 、　T　borealisお よびZ
hyperboreaが 　Ekstrand　 に よ っ て 記 載 され て い る 。現 在 で は 、T　 borealis,　 Z　hyperborea,　 T.
idahoensisはT.　 ishikariensisの シ ノニ ム とされ て い るが 、正 確 な標 本 の 比 較 は され て い な い 。しか し、
既 に 遺 伝 子 解 析 か らT　 idahoensisはT　 ishikαriensisの シ ノニ ム 可 能 性 が 極 め て 高 く、既 に 私 共 は 、
北 欧 産 のT　 ishikαriensisは 、担 子 胞 子 の 形 態 か ら、　T　ishikariensisの 分 類 群 で ある生 物 種1がT
hyperboreα に 、生 物 種IIが τboreα1i∫ に 類 似 で あ ることを 報 告 して い る。先 に コペ ンハ ー ゲ ン 大 学
のH.　 Knudsen博 士 より、同 大 学 の 標 本 中 に東 グ リー ンラン ドJamesonLand(70.47,N,22。45"W)に
て 、1989年 に採 取 され た τ 加reα1i5の 標 本 の 分 譲 を 受 け た。抽 出 したDNAは 、プ ライマ ーITS1-4
で は 増 幅 され な か っ た が 、cox3nの フ ラ゜イ マ ー で はPCR産 物 の 増 幅 が 確 認 され 、日本 産T
ishikariensisと 高 い 相 同 性 が 確 認 され た 。これ らの 結 果 か ら、T　boreα1isは 、　T　ishikariensisの シ ノ
ニ ム と判 断 した。
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THE AGE OF THE TREES IN SPRUCE OPEN WOODLAND COMMUNITIES ALONG 
 THE TAIGA-TUNDRA BOUNDARY IN THE EAST EUROPEAN PART OF RUSSIA 
                         Adrian E. Katenin 
Laboratory of Far North Vegetation, Komarov Botanical Institute, Prof. Popov str. 2, 
                         197376, St. Petersburg, Russia
In 1960-1964 years the forest-tundra vegetation of transitional strip between the north taiga 
and southern tundra in the north-east part of Russia was studied. Now, 40 years later, we 
have repeatedly investigated the vegetation of this territory to find the changes and to reveal 
the causes of these changes. In the north part of investigated territory birch and spruce open 
woodland dominate. Large areas here are occupied by dwarf-shrub and dwarf-birch 
communities. Birch open woodlands penetrate most far into tundra along the tops of hills and 
ridges. Spruce open woodlands are restricted to moderately moisten parts of hill slopes. In 
the course of research profile 2 km length were established in south-north direction including 
the dwarf-birch communities with thin growing young spruce settlers and spruce open 
woodlands with tree stands of various density and height. On this profile four releves of 
standard communities of spruce open woodlands have been made: three on the slope of the 
hill and one – at the contact of the hill slope and valley of the creek. Within these 
communities sampling plots of 10 X 10 m were established. The vegetation of plots has been 
mapped, height and diameters of all the trees were measured. At every plot trees were 
divided into height groups. Prevailing group has been ascertained by number of individuals. 
After that in adjacent parts of standard community trees have been selected, corresponding to 
prevailing height group, and then their age has been determined. In dwarf-birch communities 
with sole spruce trees the samples of spruces of various heights also were taken. We have 
proceeded from the supposition that the  trees height directly correlates with their age. But 
analysis of the correlation between the trees heights and ages in the communities of different 
stages has shown that this supposition was wrong. In northern part of shrub tundra strip the 
spruce trees of 2 m height and 50 years age prevail. Young tree 85 cm height was 30 years 
age. In the south part of this strip, trees of 3 m height (51 y.) prevail; young tree of 45 cm 
height (45 y.) In the community of  lst stage of open woodland formation trees of 2 m height 
prevail (56 y.); the young trees of 70 cm height (40 y.). In the community of 2nd stage - trees 
of 3,4 m height (52 y.) prevail; the young trees 52 cm height (26 y.). In community of 3d 
stage the trees of 5 m height (59 y.) prevail; the young trees of 43 cm height (28 y.) In the 
community of 1st stage in the valley of the creek trees of 2 m height (51 y.) prevail; the 
young trees of 82 cm height (18 y.). We can see that there is no direct correlation between the 
trees height and age. That is because of the differences of habitats of  the comparing trees. 
The spruce trees in  dwarf-birch community can be lower than those of the forest-tundra 
community because their branches in the down part of trunk perishes during winter due to the 
thin snow cower, also the top bud can perish. It is interesting that the standard community of 
spruce open woodland, by the number of trees and their heights corresponding to the 2nd 
stage of formation, appeared to be composed by younger trees then those of the 1st stage. 
That is because the habitats of the tops of hills and terraces on their slopes have much thinner 
snow cower then those of the flat slopes due to the strong winter winds and spruce don t 
occupy them while moving into tundra. Some years late, when dwarf-shrub communities turn 
out to be surrounded by open woodland communities, their habitat conditions improved. 
Spruce begin actively settle here and have better state, then in adjacent areas, inhabited 
before. Analyzing the age of dominate trees, we can suppose that their mass penetration into 
tundra in this region took place because of the climate warming during  40-50th of XX cent. 
The open woodlands formed in the sites with the most favourable conditions.
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カ ナ ダ 亜 寒 帯 林 に お け る 航 空 レ ー ザ ー 測 距 法 と衛 星 画 像IKONOSを 用 い た
葉 面 積 指 数 推 定 法 の 検 討
Possibility　 of　estimation　 of　leaf　area　index　 using　 combination　 with　 airborne　 laser　altimetry
　 　 　 　 　 　 　 　 and　satellite　image　 IKONOS　 in　Canadian　 boreal　 f()rest
日 下 部 朝 子(早 大 人 間 科 学 学 術 院)、 都 築 勇 人 、 末 田 達 彦(愛 媛 大 農)
Kusakabe,　 T.　(Waseda　 U.),　Tsuzuki,　 H.　and　 Sweda,　 T.　(Ehime　 U.)
　 　 　 　 Leaf　 area　 index　 (LAI)　 is　the　 amount　 of　total　 leaf　 area　 per　 unit　 land　 area.　 Reliable
estimation　 of　 LAI　 at　regional　 or　 larger　 scale　 has　 become　 an　 urgent　 task　 for　 the　 global　 change　 studies
because　 it　 is　 an　 indicator　 of　 carbon,　 water　 vapour　 and　 energy　 fluxes　 between　 the　 terrestrial
ecosystems　 and　 atmosphere,　 and　 thus　 constitutes　 one　 of　 the　 critical　 boundary　 conditions　 in　general
circulation　 models,　 a　major　 tool　 fbr　 studying　 climate　 change.　 Using　 airborne　 laser　 altimetr)㌧it　 has
been　 fbund　 that　 estimation　 of　 regional　 scale　 fbr　 LAI　 is　possible丘om　 present　 studies.　 However
these　 data　 is　linear　 estimates,　 then　 we　 have　 to　 expand　 LAI　 fbr　 areal　 distribution.　 In　 this　 study,
possibility　 of　 estimation　 fbr　 more　 large　 scale　 LAI　 is　discussed　 using　 combination　 with　 airborne
laser　 altimetry　 and　 satellite　 imagery.　 Study　 area　 is　20　 x　 10　 sq.km　 and　 is　located　 around　 30　 km
from　 Wandering　 River,　 AIberta,　 Canada.　 In　 this　 region,　 species　 of　 Picea　 glauca,　 Picea　 mariana,
Pinusわanksiana　and　 1)opulus　 tremuloides　 dominate.　 For　 analysis,　 satellite　 image　 IKONOS　 acquired
at　 ll　 July　 2002,　 4　 m　 multi-spectral　 imagery,　 was　 used.　 LAI　 estimated　 from　 laser　 altimetry　 and
NormalizedDifferentialVegetationIndex(NDVI)werecalculatedrespectivel)r.　Asa esult,itwas
f()und　 that　 NDVI　 become　 constant　 as　 LAI　 increases.　 This　 result　 indices　 difficulty　 of　 estimation　 of
areal　 distribution　 of　 LAI　 using　 combination　 with　 laser　 estimated　 LAI　 and　 IKONOS　 NDVI　 fbr
Canadian　 boreal　 fbrest　 regions.
葉 面 積 指 数(leaf　 area　index,　LAI)は 単位 土地 面積 あ た りの葉 面積 で、 木 材 成 長量 の 指標
とな るだ け で な く地 表 植 生 の エ ネル ギ ー、 水 収 支 や 炭素 固 定機 能 の指 標 とな るた め 、地 球
環 境 の研 究分 野 にお い て も重 要 な指 標 で そ の 広域 的 な デ ー タ が 求 め られ る。 これ まで の研
究 か ら、航 空 レー ザ ー 測 距 法 を用 い る こ と に よ り広 域 的 な 葉 面積 指 数 の 推 定 が 可能 で あ る
こ とが 分 か って い るが 、得 られ るデ ー タ は線状 で あ り、これ を面状 に拡 張 す る必 要 が あ る。
そ こで 本研 究 で は 、 レー ザ ー 測 距 法 で 得 られ たLAI分 布 を、 衛 星 画像 を用 い て広 域 的 に推
定 で き る可 能 性 を検 討 した。 対 象 地 は カ ナ ダの アル バ 一 夕州Wandering　 Riverか ら30kmほ
ど北 の20×10kmの 範 囲 で 、 ク ロ トウ ヒ、 シ ロ トウ ヒ、バ ンク スマ ツ、 ア ス ペ ンが優 占 す る
天 然林 で あ る。用 い た衛 星 画像 は2000年5月 に撮 影 され たIKONOSで 、解 像 度 が4mの マ
ル チ ス ペ ク トル で あ る。 両 デ ー タ の 関係 を見 るた め に、 レー ザ ー 測 距 デ ー タか ら　LAI、　衛
星 画 像 デ ー タ か らは代 表 的 な植 生 指 数 の正 規 化 植 生 指 数(Normalized　 Differential　Vegetation
Index,　NDVI)　 をそ れ ぞ れ計 算 した。 結 果 、　NDVIは あ る程 度LAIが 大 き くな る と、 ほ ぼ一
定 に な る こ とが 明 らか に な った 。こ の こ とか ら、カナ ダ亜 寒 帯林 中 西 部 に お い て はIKONOS
画 像 のNDVIを 用 いて 面 的 にLAIを 推 定 す る には 十分 で な い こ とが判 明 した 。
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航 空 レー ザ ー 測 距 法 に よ る森 林LAIの 新 しい 推 定 方 法
Anew　 Method　 of　Estimating　 Leaf　 Area　 Index　 using　 Airborne　 Laser　 Altimetry
大 塚 寿 二(愛 媛 大農)、 日下 部 朝 子(早 大 人 間 科 学)、 都 築 勇 人 、 白木 紘 平、 村 上和 弥 、 末 田達 彦(愛 媛 大 農)
　 　 　 Otsuka,　 T.,Kusakabe,　 T.,Tsuzuki,　 H,,Siraki,　 K.,Murakami,　 K.,and　 Sweda,　 T.
　 　 　 The　 leaf　 area　 index　 (LAI)　 is　defined　 as　 a　total　 area　 of　green　 leaves　 on　 a　given　 piece　 of　lan(l
divided　 by　 the　 area　 of　 the　 land　 itself,　 where　 the　 total　 green　 leaf　 area　 can　 be　 represented　 as　 a
product　 of　canopy　 volume　 and　 leaf　 density　 Furtherm()re,　 canopy　 volume　 can　 be　 apl)roximated　 by
the　 spatial　 volume　 o{'　the　 stand,　 while　 the　 leaf　 density　 can　 l)e　repla(!ed　 by　 a　reciprocal　 runction　 of　the
mean　 free　 path　 /　signilying　 the　 average　 distance　 las(}r　 beams　 can　 t,ravel　 within　 canopy　 without
being　 obstructρd　 by　 leaves.　 Final|y,　 by　 replacing　 the　 qu()t　ient　 of　sta　nd　 volume　 to　sta　nd　 area　 by　 the
mean　 stand　 heightカ,LAI　 re(h1Ces　 to力/Z　 This　 ('inal　expr(}ssion　 means　 that　 LAI　 can　 be　 estimat(、d
by　 the　 airborne　 |aser　 altimetry　 data　 alon(≒ 　by　 calculating乃asでhe　difference　 1)etween　 ground　 and
canopy　 renections　 of　 laser　 beams,　 and　 /　 as　 that　 between　 canopy　 surfhce　 rellections　 and
within-canOpy　 re{1eclions.
　 　 　 To　 veri{y　 lhe　 ab()ve　 logiC,　 LAIs　 obtained　 by　 aCtuaHy　 measuring　 27　 sample　 plOts　 in　 the
Tomakomai　 National　 Forest　 were　 plotted　 against　 乃/1　 ratio　 ol)tained　 by　 laser-proming　th
corresponding　 slands　 as　 shown　 in　 Fig.　 1,　resuhing　 in　 a　highly　 significant　 correlation　 of　O.7228.
Based　 on　 thig.　veri{'icati()n.　 the　 mean　 LAI　 representing　 the　 500　 ha　 Tomakomai　 National　 Forest,　 were
estimated.
葉面積指数(leaf　area　index:LAI)は 、 単位 量地 面積あた りの葉面積のことで、後 者は樹冠 の空間体
積 と葉密度(m2/M:1)の 積で表すことがで きるので、　LAIは 単位土地面積あた りの樹冠の空間体積 と葉密
度の積 と言い換えることができる。樹冠の空間体積は森林 自体の空間体積に比例 し、それは 平均樹 高に
よって決まる。他方、葉密度は樹冠表面か らの レーザー光の貫入距離で表すことがで きる。即 ち、航空
機搭載の レーザー測距儀か ら照射 された レーザー光は、葉が密な林ほど樹冠層への貫入が浅 く、疎 な林
ほど深いので、レーザー光の貫入距離は葉密度に反比例する。結局、　LAIは 平均樹高hを レーザー光の
貫入距離 ノで割 った商 として表すことがでるが、それぞれ樹冠表 面と地面で反射 して帰って きたレーザ
ー 光 の時 間差 お よび、樹 冠表 面 と樹冠 内部 で反射 した レーザ
ー 光 の時 間差 と して、航 空 レーザ ー測 距 法 に よ り容 易 に求 め
る こ とが で きる。
この論理 を証 明 す るため、 苫小 牧 国有林 内 に設 置 した27
プ ロ ヅ トで実測 したLAIと レーザ ー測 距 で得 たh/7の 関係 を
調 べ た とこ ろ、 図1に 示 した よ うに0.7228と0.1%水 準 で
有 意 な相 関が得 られ た。 さ らに この有 意 な相 関 に基 づ き カ〃
に対 す るLAIの 回 帰式
LAI=2.4025×(一 んのo・7384











Regression　 of　 LAI　 on　 quotient　 of　 mean
stand　 height　 to　the　 mean　 free　 pass
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ハ イ マ ヅ の 立 地 と生 理 生 態 学 的 特 性
Phenology　 and　 Ecophysiological　 characteristics　 of乃ill　us　∫)umila　 on　Mt.Norikura.
永 野 聡 一 郎 東 邦 人 学 理 学 部
丸 田 恵 美 子 東 邦 大 学 理 学 部
SoichiroNagano　 FacultyofScience,TohoUniversity
EmikoMaruta　 FacultyofScience,TohoUniversity
Phenology,　 morphology　 and　 ecophysiological　 characteristics　 of　pilluspumi7a　 Regel　 were　 studied　 in
relation　 to　micro　 topography　 on　 Mt.　 Norikura　 in　the　 central　 Japan.
Shoot　 size　 was　 significantly　 different　 among　 habitats,　 most　 exposed　 site　 (ME),　 <　exposed　 site　 (E),
<　protected　 site　 (P).
For　 current-year　 shoots,　 photosynthesis　 and　 water　 potential　 were　 similar　 among　 any　 habitats,
after　 overwintering,　 photosynthes　 is　and　 water　 potential　 were　 significantly　 lower　 at　ME　 and　 E　 than
those　 at　P
ハイマヅ(乃 加s-pumi7a　Rege1)は 日本の中部山岳域において、森林限界以上の高 山に生育 している。
ハイマヅの形態は、森林限界付近では株立ち して亜高 山性の樹木 と混合林を形成することはあるが、高
山帯において、幹が地表を初旬 し、パ ヅチ状 または人面積 におよぶ楼性低木林 を形成 し、ハイマ ヅ群落
として優先 している姿が一般的であ る。
高tl」に分布 し綾性の形態 をもつハイマヅであるが、実際 には群落の成立 している立地は均一一とはいえ
ず、風の強さや冬季の積雪 といった環境条件は異な り、場所 によってハイマ ヅの形態に違いが見 られる。
山頂や尾根筋な ど強風にさらされる場所では、冬季 を通 じて積雪深は数十センチメー トルと少ない。こ
こではハイマ ヅの樹高 も20～40cmと 低 く、幹は細 く、枯れて 白骨化 している枝が 目立つ。これ に対 し
て 平坦な場所や風背地では風が比較的弱 く、冬には雪が深 く吹 き溜まる。このような場所ではハイマヅ
の樹高は約lm程 と高 く、幹 も太い。
そこで、強風にさらされ、冬季の積雪 が最小の場所 に成立する群落をME　 (MostExPosed)、 風が弱
く積雪が最大の場所 をP　(Protected)、　MEとPの 中間 をE　 (ExPosed)　 として、これ ら三つのハイマ
ヅ群落毎 に、生理生態学的特性を調査 した。
まず、当年枝 の伸長生長は6月 ～9月 まで見 られたが、三群落 とも前年に作 られた冬芽の大 きさを反
映 し、　ME<E<Pと なった。
当年枝の最大光合成活性は、9月 には三つの群落間で、差は認められないが、越冬後の夏にはME、 　E
に活性の低下が認め られ、特にMEは 測定値のばらつ きが大 きい結果 となった。同時に測定 した葉の水
ポテンシャルも9月 の当年枝では差はないが、越冬後の夏には、　ME、　Eで 低 くなってお り、越冬後の
MEとEの 枝 において光合成活性や水ポテ ンシャルは完全には回復 しないことがわかった。
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PT-23
日 本 列 島 に お け る 高 山 植 物 の 生 理 生 態1.
八 ヶ 岳 高 山 帯 に お け る オ ヤ マ ノエ ン ド ウ の 生 育 特 性
　　　　　　　　　　　　　　　　　 Physiological　 ecology　 of　alpine　 plants　 in　Japan　 I　.
The　 growth　 characteristics　 of　OxYtroρis　 nigrescens　 on　 alpine　 zone　 Mt.Yatsugatake.
梅 津 裕 里 ・増 沢 武 弘(静 岡 大 ・院 ・理 工)
Umezu　 Yuri,　Takehiro　 Masuzawa,　 (Shizuoka　 University　 Graduate　 school　 of　Science　 and　 Technology)
　 It　is　known　 that　 Leguminousae　have　 nitrogen-fixing　 by　 microorganisms.　N dule　 fixes　 nitrogen　 in　atmosphere
and　 suppiies　 nitrogen　 to　 host.　 Therefore,　 it　is　thought　 that　 the　 symbiotic　 relation　 with　 nodule　 is　advantageous
on　 the　 nutrient-poor　 habitats　 of　alpine.　 However,　 there　 are　 few　 reports　 of　growth　 characteristics　and　 influence
of　 the　 nitrogen　 on　 soil　 about　 Leguminousae.　Then,　 OxYtroρ/s　 nigrescens　 growing　 at　 the　 alpine　 was　 used　 for
material　 in　this　 experiment.　Th 　 growth　 characteristics　( hoot number,　 CF　 ratio,　 nitrogen　 to　 host,　 nitrogen　 to
soil)　 of　 O.nigrescθns　 were　 investigated.
　 Study　 site　 is　located　 on　 Mt.　 [ou　 (2760m　 a.s.1.)　 in　 Mt.Yatsugatake　range.　 0/7igrescens　 is　broadly　 distributed
from　 gravel　 ground　 to　 grass　 land.　 The　 form　 of　growth　 changed　 according　 to　 each　 environment.
　 　 Nitrogen　 content　 of　soil　 was　 determined　 by　 a　gas　 chromatography.　Consequently,　the　 nitrogen　 content　 of
soil　 also　 becomes　 high　 as　 the　 patch　 of　 the　 O.nigrescens　 becomes　 large.　 On　 gravel　 ground,　 nitrogen　 content　 of
soil　 was　 O.10%　 without　 O.nlgrescens.　 On　 the　 other　 hand,　 the　 value　 in　500cm2　 patch　 of　 O.nigrescens　 was　 O.25%.
As　 for　 the　 O/7igrescens　 grows,　 it　was　 shown　 that　 nitrogen　 content　 was　 higher　 than　 surrounding　 soil.　 It　was
















日 本 列 島 に お け る 高 山 植 物 の 生 理 生 態 　II.
八 ヶ 岳 高 山 帯 に お け る キ バ ナ シ ャ ク ナ ゲ と バ ク サ ン シ ャ ク ナ ゲ の 競 争 関 係
　　　　　　　　　　　　　　　 Physiological　 ecology　 of　 alpine　 plants　 in　Japan　 II.
Competition　 between　 Rhododendron　 aureum　 and　 R.brachycarpum　 on　alpine　 zone,Mt.Yatsugatake,
長 沼 慶 拓 ・増 沢 武 弘(静 岡 大 ・院 ・理 工)
Yoshihiro　 Naganuma,Takehiro　 Masuzawa,(Shizuoka　 University　 Graduate　 school　 of　Science　 and　Technology)
/Rhododen(かo刀bracヵ'Yc∂roum　is　distributed　 from　 a　subalpine　 zone　 to　an　 alpine　 zone,　 and　 R.∂ こノ∫θα/ηis　distributed　 at
wind-exposed　 site　 in　alpine　 zone.　 They　 have　 been　 fbrmed　 zonation　 along　 altitude　 after　 the　 last　 glacial　 stage.　 However,
the　 distribution　 area　 of　Rbノ'achyc∂.rρu/R　 is　shifting　 upward　 and　 that　 of　R.∂ αreωMis　 narrow　 is　observed　 in　recent　 years.
This　 phenomenon　 is　considered　 to　 be　 the　 influence　 by　 global　 warming.　 This　 study　 compares　 some　 features　 of　both
species　 in　Mt.　 Yatsugatake,　 and　 considers　 future　 of　dynamics.
　 On　 the　 slope　 of　Mt.iou　 (2680　 m　 a.s　J.)　 where　 both　 species　 are　 distributed,　 we　 investigated　 productive　 structure
without　 destroying　 and　 compared　 both　 of　species　 about　 biomass　 distribution,　 arrangement　 of　a　leaf　 and　 the　 angle　 of
branches　 and　 leaves.　 R.　brac力,Yc∂ ノ〕o〃ノηcan　 effTiciently　 absorb　 light　 by　 arranging　 the　 leaf　 mass　 on　 the　 upper　 layer　 and
developing　 a　shoot　 and　 a　leaf　 more　 horizontal　 than　 R.∂ureuzll.　 Moreover,　 the　 C/F　 ratio　 of　R.　brachyc∂fpuηwas　as high
as　6.52,　 and　 it　was　 almost　 the　 same　 as　 5.99　 also　 in　a　place　 where　 both　 species　 are　 mixed.　 Orl　 the　 other　 hand,　 、R.∂ur6)ulll
is　as　 low　 as　2.50,　 and　 it　decrease　 to　O.77　 in　the　 mixed　 place.　 Since　 /?,∂ureum　 can　 not　 fUlly　 gain　 light　 in　the　 mixed　 place,
the　 investment　 to　 non-photosynthetic　organ　 decrease　 and　 can　 rlot　 maintain　 the　 same　 structure　 as　the　 unmixed
communlty.
　 Furthermore,　 since　 red-brownish　 color　 change　 rate　 of　the　 upper　 leaf　 of　the　 community　 was　 high　 in　spring,　 we
compared　 both　 species　 about　 degree　 of　frost　 resistance,　 water　 relations　 and　 the　 influence　 of　strong　 light　 of　the　 leaf.
ツツジ科シャクナゲ亜属 のキバナシャクナゲ(RhododeRdronaureum)と ノ・クサンシャクナゲ(R.　brachyc∂ηα励は最終
氷期以降、標 高に沿ってZonation　(帯状分布)を 形成 してきたとされている。バクサンシャクナ ゲは亜高 山帯から高山
帯にかけての範囲 に、キバナ シャクナゲはそれよりも高標 高の風衝 地に生育してきた。しかし近年、バ クサンシャクナ
ゲの分布 域が上昇し、キバナ シャクナゲの分布域が狭まっているという現象が観察 される。これ は温暖 化による影響
だ と考えられる。本研 究では八ヶ岳 における両極の特徴をいくつか比較し、今後の動態 にっいて考察する。
八ヶ岳において両極 ともに分布す る斜面(標 高2680m)で 、生産構造 図を非破壊で作製し、物質分配と葉の配置、
枝 葉の角度 を比較 した。バクサンシャクナゲの葉群は、キバナ シャクナゲよりも上層 に位 置し、シュート、葉 ともに、キ
バ ナシャクナゲより水平 に展 開することで光を効率よく吸収することができる。また、バクサンシャクナゲはC/F比(非
同化器官乾重/同 化器 官乾重)が6.52と 高く、混生する場所 においても5.99と ほぼ同じであったのに対 し、キバナシ
ャクナゲはC/F比 が2.50と 低 く、混生する場所では0.77に 低 下した。この場合、キバナシャクナゲは光を十分に獲得
できないために、非 同化 器官 への投資 が減少し、純群落と同じような群落構 造を保 てないと考えられ る。
しかし、高 山帯では気温よりも風や積 雪の影響が大きい場所も見られ、植生が上方へ移動するという単純な影響 予
測は不十分であるかもしれない。積雪 は常緑樹を冬期の低温や 乾燥ストレスから保護する役割 があるため、高山帯の
植 物 にとって冬期に積 雪に覆われるかどうか、またストレス耐性が備わっているか どうかは 、生存 、繁殖 、さらにその種
の分布域を決 定づける重要な要 因の一つになるといえる,春 期の調査で、バ クサンシャクナゲの方が群落 上部の葉
の褐変率が高かったことから、積 雪 に覆われないシュー トがダメー ジを受 けていると予想 した。亜高 山帯の針 葉樹 で
は、乾燥ストレスや強 光ストレスによる褐変が報 告されている(丸 田・中野1999)。 今回、両種の葉の耐凍度、水分特性 、
強光の影響 について比較し、バクサンシャクナゲの分布域 がさらに上昇するのかどうかについて検討 を行なった。
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PT-25
日 本 列 島 に お け る 高 山 植 物 の 生 理 生 態III,
白馬 岳 の ウ ル ッ プ ソ ウ に お け る貯 蔵 物 質 の 季 節 変 動
　　　　　　　　　　　　　　Physiologica}　 ecology　 of　alpine　 plants　 in　Japan　 IIL
Seasonal　 changes　 in　reserve　 substances　 of　the　all)ine　p}ants,　 L∂go加g加10a.Mt.ShiroumainJapan
大 橋 雄 気 ・増 沢 武 弘(静 岡 大 ・院 ・理 工)
Yuki　 Ohashi,Takehiro　 Masuzawa(Graduate　school　 of　Science　 and　 Technology,　 Shizuoka　 University)
ムgo鯨g/auca　 is　an　 a|pine　 plant　 which　 is　(listributed　 circumpolar　 area,　 and　 it　shows　 an
isolated　 distribution　 at　 Rebun　 Island　 in　Hokkaido,　 Mt.　 Shirouma　 and　 Mt.　 Yatsugatake　 on　 Honshu
in　 Japan.　 It　is　reported　 that　 growth　 of　the　 ground　 part　 of　a　perennial　 herb　 is　greatly　 depend(、nt　 on
the　 reserve　 substances　 of　 an　 underground　 part.　 However,　 there　 are　 few　 examples　 of　 research
analyzed　 in　the　 oligosaccharide　 level,　 Moreover,　 the　 seasonal　 changes　 ()f　reserve　 substances　 related
with　 the　 phenology　 and　 biomass　 changes　 are　 not　 clear.　 The　 aim　 of　this　 resear(lh　 is　analyzing　 the
seasonal　 chang(モs　 of　the　 reserve　 l　uk)stances　 in　each　 organ　 of　L.　gia　 uca　 grown　 a{,　Mt.　 Shirouma　 in　the
oligosaccharide　 l(、vel,　and　 clari　 fying　 relati()n　 with　 phenology　 and　 biomass　 changes.
　 　 The　 experiment,al　 site　 was　 lOcate(l　 in　 Mt.　 Shirouma　 in　 the　 nOrthern　 part　 of　 the　 central
mountain　 region　 of　 Jal)an.　 The　 samphng　 was　 perlbrmed　 acc()rding　 to　 six　 growth　 stages.
Measurement　of　sugars　 and　 starch　 was　 perlbrmed　 using　 high　 perfbrmance　 liquid　 chromat()graphy.
As　 a　result　 of　this　 Study,　 it　was　 suggested　 that　 sucrose　 stored　 in　the　 und(}rground　 organ　 in　winter
was　 used　 lbr　 initial　 growth　 ol'　a　 ground　 organ,　 and　 that　 starch　 and　 glucose　 prodllced　 by
photosynthesis　 were　 stored　 in　the　 und(、rground　 organ　 as　 starch　 an(l　 sucrose.　 Moreover,　 sucrose
increased　 from　 O.()9　 to　O.13　 mg/mg・DW,　 comparing　 with　 starch　 decreased　 from　 O.13　 to　O.06　 mg/mg・
DW　 in　 the　 underground　 ()rgan　 {'rom　 withering　 term　 to　 initial　 growth　 t(、rm,　 and　 the　 conversion　 to
sucrose　 from　 starch　 was　 expected.
ゴマノバグサ科のウル ップソウ　(Lagotis　glauc∂)　は周北極地域に分布 し、 日本列 島では北海道 の礼
文島、本州の白馬岳と八 ヶ岳に隔離分布す る多年生の高 山植 物であ る。一般 に多年生草本植物の地上
部の生長は、地下部の貯蔵物質 に大 き く依 存すると報告されてい る。しか し、オ リゴ糖 レベルでの解析
例は少ない。また、フェノロジーやバイオマス変化に関連 する貯蔵物質の季節変動は明 らかにな ってい
ない。本研 究では、 白馬岳 に生育 するウル ヅプソ ウの各器官にお ける貯蔵 物質量の季節変動 をオ リゴ
糖 レベルで解析 し、フェノ ロジーやバ イオマス変化 との関係性 を明 らかにすることを 目的 と した。
調査は本州中部山岳北部 の白馬岳で行 った。サ ンプ リングは予め設定 した6つ の生育ステー ジに従
って行った。糖、デンプンの測定は高速液体 クロマ トグラフィー を用いて行 った。解析結果か ら、冬期
に地下部に貯蔵 されていたスクロースは地上部の初期生長 のために利用 され ること、光合成 によって
デ ンプン、グルコースが生産され、デンプンやスクロースの形で地下部器官に貯蔵 されることが示唆 さ
れた。また、地下部のデ ンプン濃度は枯死期 から初期生長期の間 に0,13mg/mg・DWか ら0,06mg/mg・DW






　　　　　　　　　　　　 Physiological　 ecology　 of　alpine　 plants　 in　Japan　 IV.
Mycorrhizal　 status　 of　all)ine　 plans　 community　 at　Mt.　 Arakawa　 Cirque　 of　South　 Alps.
賀川 篤1・ 藤吉 正明2・ 増 沢 武弘1
(静岡大学大学院理工学研究科1、 東海大学教養学部2)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Atsushi　 Kagawa　 ・　Masaaki　 Fujiyoshi　 ・　Takehiro　 Masuzawa
(Shizuoka　 University　 Graduate　 school　 of　 Science　 and　 Technology1、 　Tokai　 University　 Faculty　 of
Humanities　 and　 Culture2)
　 To　 clarify　 mycorrhizal　 status　 of　 alpine　 plants,　 we　 sampled　 roots　 of　 14　 family　 33　 sl〕ecies　 of
plants　 growing　 at　 Mt.　 Arakawa　 Cirque　 of　 South　 Alps　 in　 Japan.　 Ectomycorrhzia,　ericoid
mycorrhiza　 and　 arbuscular　 mycorrhiza　 (AM)　 were　 observed　 in　 the　 study　 site.　 Colonization
classified　 as　 ectomycorrhizal　was　 observed　 by　 角 力 〃5　 pumi/a　 and　 Po/ygonm　 切'吻r7rl〃 η.
Colonization　 classified　 as　 ericoid　 mycorrhizal　 was　 observedby　 Phy77∂docθ ∂ノθ〃砒 ∂,7}ripθta7eia
bracteata,　 Vaccinium　 uliginosum、 　 Rhododendron　aureum,　 Arcterica　 nana　 a"1　 Shortja
so/da刀 θノ10ides.　 AM　 plant,s　 were　 found　 in　species　 belonging　 to　t,he　 fbllowing　 families:　 Compositae,
Ranunculaseae,　Rosaceae,　 Gramineae,　Liliaceae,　 Violaceae,　 Crassulaceae,　Gentian ceae,
Campanulaceae.　 AM　 was　 the　 predominant　mycorrhizal　 type　 in　 the　 study　 site.　 The　 average
colonization　 levels　 of　AM　 species　 growing　 at　 three　 different　 plant　 communities,　 (　1　)　Fell-fielcl
community　 of　cirpue　 bottom,　 (　II　)　Alpine　 plants　 community　 dominated　 by　 perennial　 herbs,　 (皿)
角 力 αs .ρunl1ノ ∂　scrub　 of　 moraine,　 in　 cirque　 ranged　 from　 O.3　 to　 40　 percent,　 and　 did　 not　 differ
significantly　 among　 plant　 communities.　 Thus,　 the　 mycorrhizal　 associations　 were　 observed　 in
most　 (91%)　 of　the　 plant　 species　 examined　 on　 severe　 climate　 conditions　 of　alpine　 region.
高 山におけ る植物の菌根形成 を明 らかにするため、南アル プス荒川岳カールに生育 す る植 物 を14
科33種 採取 した。調査地 では、外生 菌根 、エ リコイ ド菌根 、アーバ スキュラー菌根の3タ イプが
確 認 され た。外生菌根 は、ハ イマ ツとムカゴ トラノオで確認 された。エ リコイ ド菌根は、アオ ノヅ
ガザ クラ、 ミヤマホ ッッジ、 クロマメ ノキ、キバナ シャクナ ゲ、 コメバ ヅガザクラお よびコイ ワカ
ガ ミで確認 され た。アーバ スキュラー菌根は、 キ ク科、 キ ンポ ウゲ科 、バ ラ科 、イネ科、ユ リ科、
ス ミレ科、ベ ンケイ ソウ科、 リン ドウ科、キキ ョウ科 に属 す る種 でみ られ、調査地 にお いて優 占す
る菌根 タイ プであ った。調査地 の異な る3つ の植物群 落;(1):カ ール底荒原群 落、(II):多 年生 草本
が優 占す る高山植物群 落、(IID:モ レー ンのハ イマ ヅ群落、 で生育 していた植物 のAM菌 感染率 は、
0.3か ら40%の 範囲であ り、群落 間でAM菌 感染 率の違いはみ られなか った。この ように菌根 共生
は、高山域の厳 しい環境 にもかかわ らず、多 くの植 物種(91%)で 観察 された。
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 XXVII Symposium on 
   Polar Biology
Program
December 2 and 3 2004
2 December, Thursday 3 December, Friday
Marine Biology Terrestrial Biology
Opening Remarks 10:00-10:05 Introduction 10:00-10:05
Canadian Arctic Shelf Exchange Study Ecophysiological characterisitics of polar plants
Oral Presentation 10:05-11:05




Lunch 12:20-13:30 Lunch 12:15-13:00
Physiology and behavior of diving animals Oral Presentation 13:00-14:15
Oral Presentation 13:30-15:20
 IPY  : International Polar Year 15:30-16:00
Poster Presentation 16:00-17:30 Poster Presentation 14:30-15:55
Get together Party  17:45- Closing Remarks 15:55-16:00
December 2 Thursday,2004 
Opening Remarks: Director-General, NIPR 
Oral Session: Marine Biology 
Canadian Arctic Shelf  Exchange Study
 10:00- 10:05
 Chairperson:  Sasaki, H. (Ishinomaki Senshu Univ.)
 OM-1 10:05-10:25 
       Photosynthetic characteristics of ice algae at the sea ice bottom surface, surface 
       phytoplankton, and sinking phytoplankton and ice algae off Mackenzie River, Arctic in 
      March to May, 2004 
            Yamamoto, S., Ohi, N.(Soka Univ.), Fukuchi, M.(NIPR), 
            Demers, S. (University of Quebec at Rimouski), Michel, C.(Freshwater Institute), 
            Taguchi, S. (Soka Univ.) 
 OM-2 10:25-10:45 
       Sequential zooplankton trap and its preliminary result obtained in the Amundsen  Gulf, 
      Canadian Arctic in the CASES 2003-2004. 
            Hattori, H.(Hokkaido Tokai Univ.), Sampei, M.(NIPR), 
            Sasaki, H.(Ishinomaki Senshu Univ.), Fukuchi, M.(NIPR) 
 OM-3 10:45-11:05 
       Seasonal and spatial variability in the flux of particulate organic matter in the Beaufbrt 
       Sea, 2002-2003. 
            Sampei, M.(NIPR), Sasaki, H.(Ishinomaki Senshu Univ.), 
            Hattori,  H.(Hokkaido Tokai Univ.), Kudoh, S., Fukuchi, M.(NIPR)
Climate  change and Southern Ocean ecosystems 
                                     Chairperson: Marchant, H. (Australian Antarctic Division)
 OM-4
 OM-5
11:05-11:10 Introduction Marchant, H. (Australian Antarctic Division) 
11:10-11:30 
The Southern Ocean Continuous Plankton Recorder Survey: Variation in  zooplankton species 
association in the Southern Ocean. 
     Hosie, G.W.( Australian Antarctic Division) 
11:30-11:50 
Long-term variation of surface phytoplankton chlorophyll a in the Southern 
Ocean during 1965-2002 
 Hirawake,T., Odate,T., Fukuchi, M.(NIPR)
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 OM-6 11:50-12:10 
Time-series study of the life cycle strategy of Calanoides acutus in the Antarctic Ocean 
     Takahashi, K.T.(NIPR), Hosie, G.W.(AAD), Fukuchi, M., Odate, T.(NIPR), 
12:10-12:20 Summary discussion Marchant, H. (Australian Antarctic Division)
12:20-13:30 Lunch
                                                        Chairperson: Kato, A. (NIPR) 
 OM-7 13:30-14:00 
      Aerobic dive limit: What is it and is it more misleading than useful? 
           Butler, P.J., Green, J.A. (Univ. of  Birmingham  ) 
 OM-814:00-14:20 
      Year-round behaviour and energetics of macaroni penguins 
           Green, J.A. (Univ. of Birmingham), Boyd, I.L. (Univ. of St Andrews), Woakes, A.J., 
           Butler, P.J. (Univ.of Birmingham) 
 OM-9 14:20-14:40 
      Foraging ecology of Little Penguins 
           Ropert-Coudert, Y. (NIPR), Cannell, B. (Murdoch Univ.), Kato, A. (NIPR) 
 0M-10 14:40-15:00 
      Foraging efficiences in diving Pygoscelis penguins: What options are open in areas of sympatry? 
           Wilson, R.P. (Univ. of Wales Swansea) 
 0M-11 15:00-15:20 
      Regulation of stroke and glide of an avian foot-propelled diver 
           Watanuki, Y, Takahashi, A. (Hokkaido Univ.) 
           Daunt, F., Wanless, S., Harris, M., (NERC Centre for Hydrology and Ecology), 
           Sato, K., Naito, Y. (NIPR)
15:20-15:30 Break
15:30-16:00 
Japanese IPY activities in 2007-2008 
   Kanda, H., Fukuch, M. (NIPR)
16:00-17:30 Marine Biology Poster Session
17:45- Reception
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Oral Session: Terrestrial  Biology
Eco hvsiolo ical characterisitics  of  polar  plants and  microoreanisms





Estimation of the net primary production of the lichen Cetrariella delisei on a glacier 
foreland in Ny-Alesund, Svalbard. 
  Uchida, M.(NIPR), Nakatsubo, T. (Hiroshima Univ.), Kanda, H.(NIPR), 
  Koizumi, H.(Gifu Univ.) 
10:30-10:55 
Comparison of  nitrogen concentration and carbon isotopic composition of various plant species 
growing in different successional stages in the high Arctic glacier foreland in Ny-Alesund area in 
 Svalbard. 
  Kume, A. (Toyama Univ.), Nakano, T. (YIES) Bekku, Y.S. (Tsuru Univ.),  Hanba,  Y.T. 
  (Okayama Univ.), Kanda, H. (NIPR) 
10:55-11:20 
Vegetation development on deglaciated moraines in Ellesmere Island, high Arctic Canada. 
-Importance of terrain age and microsite  conditions-






Bryosphere: comparison of fatty acid compositions from different parts of a moss pillar 
  Kanekiyo,A., Naganuma,T. (Hiroshima Univ.) Imura,S., Uchida,M., Kanda.,H. (NIPR) 
11:50-12:15 
Changes in soil and vegetation properties under different land uses in northern Scandinavia. 








                                          Chairperson:Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.) 
13:00-13:15 
Possible physiological roles of highly accumulated n-3 polyunsaturated fatty acids in 
thraustochytrids and oomycetes being distributed from boreal to tropical regions 
    Ando, H., Perveen, Z. (Hokkaido Univ.), Yamada, Y. (Japan Women's Univ.), 
   Takagi, T (Univ. Tokyo), Hasanuzzaman, M. (Hokkaido Univ., ROM Co.Ltd.), 
    Kogame, K. (Hokkaido Univ.), Kaneko, T. (Japan Women's Univ.), Tojo, M. 
   (Osaka Pref. Univ.), Okuyama, H. (Hokkaido Univ.). 
13:15-13:30 
Comparison of Rubisco and APX activities along with the growing altitudes in two perennial 
herbs of Polygonaceae that differing in altitudinal distribution on Mt. Fuji 
    Sakata, T. (Kitasato Univ.), Nakano,  T  . (YIES), Yokoi, Y. (Kitasato Univ.) 
 13:30-13:45 
Responses of  environmental stresses  of  Abies veitchii saplings in the timberline ecotone on Mt. Fuji 
    Mitamura, M. (Toho Univ.), Nakano, T (YIES), Maruta, E.  (Toho Univ.) 
13:45-14:00 
Seasonal variation in soil temperature on Dryas plant community in Mt.  Changbai, 
northeastern China: comparison with Mt. Tateyama, central Japan 
    Wada, N. (Toyama Univ.), Liu, Q-J. (IGSNRP, Chinese Academy of Science), 
    Kawada, K. (Toyama Univ.) 
14:00-14:15 
Biomass distribution along western North American boreal forest-tundra transect as 
estimated by airborne laser altimetry 
    Tsuzuki, H. (Ehime Univ.),  Kusakabe, T. (Waseda Univ.), Otsuka, T., Sweda, T. (Ehime Univ.)
14:15-14:30 Break
14:30-15:55 Terrestrial Biology Poster Session
15:55-16:00 Closing remarks
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Regional and seasonal variability of biogenic particle flux in the Amundsen Gulf of the Canadian Arctic 
in 2003-2004 (CASES) 
    Sasaki, H., Makabe, R. (Ishinomaki Senshu Univ.), Sampei, M. (NIPR), Hattori, H. 
    (Hokkaido Tokai Univ.), Fukuchi, M. (NIPR) 
Microzooplankton under the sea-ice in the Amundsen Gulf of the Canadian Arctic (CASES, 2004) 
    Suzuki, T. (Nagasaki Univ.), Ota, T. (Ishinomaki Senshu Univ.), Yamamoto, S. (Soka Univ.), 
    Sampei, M. (NIPR), Hattori, H.(Hokkaido Tokai Univ.), Sasaki, H. (Ishinomaki Senshu Univ.), 
 Fukuchi, M. (NIPR) 
Grazing rates of microzooplankton under the  sea-ice in the Amundsen Gulf of the Canadian Arctic 2004 
(CASES). 
    Ota, T. (Ishinomaki Senshu Univ.), Suzuki, T. (Nagasaki Univ.), Sampei, M. (NIPR), 
    Sasaki, H. (Ishinomaki Senshu Univ.), Hattori, H. (Hokkaido  Tokai Univ.),  Fukuchi, M. (NIPR) 
Variability of microorganisms associated with marine snow collected in sediment traps in the  Beulort Sea 
of the Canadian Arctic in 2002-2003 (CASES) 
 Shibuya, F.  (Ishinomaki Senshu Univ.), Sampei, M. (NIPR), Sasaki, H., Ohta, T. 
    (Ishinomaki Senshu Univ.), Hattori, H. (Hokkaido Tokai Univ.), Fukuchi, M. (NIPR) 
 Zooplankton composition collected in sediment traps in the seasonally ice-covered zone of the Antarctic 
Ocean in summer 2002. 
 Makabe, R., Sasaki, H. (Ishinomaki Senshu Univ.), Tanimura, A. (Mie Univ.),  Fukuchi, M. (NIPR) 
Photosynthetic properties of  phytoplankton observed at the mouth of Mackenzie River 
    Aikawa, S. (Univ. of Hyogo), Matuoka, A. (Hokkaido Univ.),Yamamoto, S. (Soka Univ.), 
    Suzuki, T (Nagasaki Univ.), Makabe, R. (Ishinomaki Senshu Univ.),Satoh, K., 
    (Univ. of Hyogo), Kudoh, S., Sampei, M.  (NIPR), Kashino, Y. (Univ. of Hyogo) 
Photosynthetic properties of psychrophilic phytoplankton and mesophilic diatom 
     Ban, A., Satoh, K., Kashino, Y. (Univ. of Hyogo) 
Compared population structure and trophic role of  Themisto  libellula on the Mackenzie Shelf and the 
Cape Bathurst  Polynya.(Beaufort Sea, Arctic Ocean) 
     Prokopowicz , A., Fortier, L., Fortier, M. (Univ. Laval) 
Feeding dynamics of Arctic cod (Boreogadus saida) in the Mackenzie  Shelf  / Amundsen Gulf study area 
During Sept.-Oct. 2002. 
     Lafrance, P., Fortier, L., (Univ. Laval),  Gagne, J.A. (Institut Maurice-Lamontane) 
Respiration and  biogenic carbon flux under the mediation of large copepods on the Mackenzie Shelf 
(Beaufort Sea). 















Faecal pellets and particulate organic carbon export in the CASES long-term sediments traps. 
    Forest, A. (Univ.Laval), Sampei, M. (NIPR), Hattori, H. (HokkaidoTokai Univ.), Sasaki, H. 
    (Ishinomaki senshu Univ.), Wassmann, P. (Univ.  Tromso), Fortier, L. (Univ.Laval) 
Arctic cod biomass paradigm. 
    Benoit, D. (Univ.  Laval), Simard, Y. (ISMER-UQAR), Fortier, L. (Univ. Laval) 
The distribution of surface phytoplankton along a mega transect (from Hobart to Mawson) in summer 
2002/2003. 
     Yasin, Z., Mohammad, M., Salleh, S., Wan Maznah W.  0. ,Aileen Tan S.H. 
     (Universiti Sains Malaysia) 
The diversity of phytoplankton in the krill-box study at mawson station, Antarctica 
     Yasin, Z., Mohammad, M., Salleh, S., Wan Maznah W. 0., Aileen Tan S. H. (Univ. Sains Malaysia). 
An observational study of the primary production and physical release of the ice algae in Lake Saroma 
    Nishi, Y, Tabeta, S. (Univ. Tokyo) 
Primary productivity of Saroma Ko lagoon in winter 
     McMinn, A. (Univ.  Tasmania) 
Vertical distribution of phytoplankton composition in the coastal waters of the Okhotsk Sea and the 
Pacific Ocean of Hokkaido in 2004 spring. 
     Shimizu, I. (National Salmon Resources Center), Ohdate, H., Kudo, I., Montani, S. 
    (Hokkaido Univ.) 
Role of meso- and macrozooplankton grazing in the Polar Frontal Zone (Southern Ocean) carbon cycle. 
     Froneman, P.W., Bernard, K.S., Bernard,  A.T.F.(Rhodes University) 
Crustacean grazers in east Antarctic pack ice 
     Swadling, K.M. (Univ. of Tasmania) 
Diet of the warty squid Moroteuthis ingens: stomach contents and fatty acid analysis of a ravenous 
piscivore from the sub-Antarctic 
    Phillips, K. (NRIFSF) 
Factors of high DMS concentrations in the Antarctic regions of the Southern Ocean 
     Kasamatsu, N. (Grad. Univ. Adv. Stud.), Odate, T., Fukuchi, M. 
    (Grad. Univ. Adv. Stud., NIPR) 
By-catch of fish taken in krill fisheries in the South Georgia area in 2002 and 2003. 
    Iwami, T. (Tokyo Kasei Gakuin  Univ.)  , Hayashi, N., Taki, K., Naganobu, M. (NRIFSF), 
Glyptonotus antarcticus (Eights) - aspects of biology, metabolism and trophochemoreception 
(Admiralty Bay, King George Island, Antarctica) 
     Janecki, T., Rakusa-Suszczewski, S. 














The reproductive cycle and intracapsular development of Antarctic whelk  Neohuccinum 
(Gastropoda: Buccinidae) 
     Numanami, H.,  Iwami, T. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.), Hirano, Y. 
    (Port of Nagoya Public Aquarium), Fukuchi, M. (NIPR)
 UV-absorbing pigments in ice algal cells induced by strong blue light 
     Kitashima, M., Mori, K., Suzuki, Y., Inoue, K.(Kanagawa Univ.) 
Capture of deep-sea organisms using the trap tank for retention pressure 
     Miwa, T., Koyama, S., Konishi, S., Hayashi, J., Aizawa, M. (XBR,JAMSTEC)
 ealoni
Comparing the growth and fate of marine algae in three different environments: open waters, coral 
reefs and springtime sea ice 
   Legendre, L. (Villefranche Oceanography Laboratory) 
Antarctic marine protists 
   Scott, F.J., Marchant, H.J.(AAD) 
A progress of  gyotaku folio of Antarctic fish 
   Fukuchi, M. (NIPR), Marchant, H. (AAD),  Iwami, T. (Tokyo  Kasei Gakuin Univ.) 
Effects of oceanic dynamic on movements of ARGOS tracked  leatherback turtles Dermochelys 
coriacea: a novel analysis. 
Georges, J.Y., Gaspar, P., Ferraroli, S., Fossette, S., Le Maho, Y. (CEPE-CNRS) 
The  fine modulation of diving behaviour of gravid leatherback turtles in relation to body condition 
   Tanaka, H. (Hokkaido Univ.), Ferraroli, S. (CNRS/CEPE), Sato, K. (Univ. Tokyo), Arai, N. 
   (Kyoto Univ.), Naito, Y. (NIPR) 
Application of automatic weighing and nest attendance recording systems to feeding ecology of 
streaked shearwater 
   Ochi, D., Matsumoto, K., Watanuki, Y. (Hokkaido Unive.),  Deguchi, T., 
   Oka, N .(Yamashina Institute of Ornithology) 
Development of flight performance in the brown booby 
   Yoda, K. (Kyoto Univ.),  Kohno, H. (Tokai Univ.), Naito, Y. (NIPR) 
Molecular-biological analysis of Gentoo penguins at Antarctic Peninsula 
   Telegeev,  G.D. (Institute of Molecular Biology and Genetics of NAS of Ukraine), 
   Legeyda , A.S. (Institute of Molecular Biology and Genetics of NAS of Ukraine, Taras 
   Shevchenko National University of Kyiv), Dybkov MN., (Institute of Molecular 
   Biology and Genetics of NAS of Ukraine),  Savoy, A.S., (Medical University Sofia), 
   Vachev, B. (Institute for Nuclear Research and Nuclear Energy), Bezrukov, V.F. 
   (Taras Shevchenko National University of Kyiv) 
Are nest-boxes too hot for Little Penguins? 











   Diving behavior of Adelie penguins during the incubation period in  Liitzow-Holm Bay 
   Yoshioka, A. (Tokyo university of Marine Science and Technology), Kato, A. (NIPR), 
   Sato, K. (Tokyo Univ.), Nagashima, H. (Tokyo university of Marine Science and Technology), 
Population dynamics of king penguins: assessing their life-history traits using data collected by an 
Automatic identification system. 
   Le Bohec, C., Gauthier-Clerc, M., Gendner, J.-P., Chatelain, N., Le Maho., Y (CEPE-CNRS)
Seal-mounted cameras detect invertebrate fauna  on underside of Antarctic ice shelf 
     Watanabe, Y. (Univ. Tokyo), Bornemann, H. (Alfred Wegener  Institut)  , 
    Liebsch, N. (Institut  fiir Meereskunde), Plotz, J. (Alfred Wegener Institut), Sato, K. (Univ. Tokyo), 
    Naito, Y. (Bio-logging Institute), Miyazaki, N. (Univ. Tokyo)
Diving behavior of a Baird's beaked whale(Berardius bairdii) 
   Minamikawa, S.(The Institute of Cetacean Research, NRIFSF), Iwasaki, T, Kishiro, T(NRIFSF) 
How many whales are there in unusual large polynya? - Impact of largest polynya in 25 years satellite 
observation periods on abundance estimation of Antarctic minke whales-
   Murase, H. (The Institute of Cetacean Research), Shimada, H. (NRISFS) 
Remote sensing based study  on influence of ocean condition on the Sei whale distribution in the 
    sub-Antartic frontal waters. 
   Kimura, K. (Tokai Univ.), Matsuoka,K. Nishiwaki, S. (ICR), Okada,Y. (Tokai  Univ.)„
Reconstruction of canine behavior and wandering trajectory by acceleration records 
    Ueda, S., Sweda, T. (Ehime Univ.), Naito, Y. (NIPR) 
Dataloggers on wild boars : Why? 
    Baubet, E. (ONCES), Ropert Coudert, Y. (NIPR) 
A newly developed animalborne camera-logger and its possible contribution to the marine biol 
ocean science 
    Naito, Y. (NIPR)
ogy and
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Studies on paleoenvironmental changes in Syowa oasis of Antarctica inferred  from organic components 
in lake sediment cores 
     Matsumoto,  G.I., Enomoto,A. (Otsuma Women's Univ.), Komori, K., 
     Takemura, T .(Tokyo Univ. Sci.), Imura, S., Ohyama, Y, Kanda, H. (NIPR) 
Moss pillar community structure: an  inferred model by fatty acid analysis 
     Kanekiyo, A., Naganuma, T. (Hiroshima Univ.) Imura, S., Kudoh., S., Uchida, M., Kanda, H. 
    (NIPR) 
The bacterial flora with DMSO respiration in the sea and Lake Suribachi 
    Matsuzaki, M.,  Kubota, K. (Hiroshima Univ.), Ban, S. (Univ. Shiga Prif.), Imura, S. (NIPR), 
    Satoh, T. (Hiroshima Univ.) 
Microbial communities in lakes of the Syowa oasis 
     Kimura, S., Ban, S.(Univ. Shiga Prif.),  Imura, S., Kudo, S.(NIPR),  Matsuzaki, M. 
    (Hiroshima Univ.) 
Analysis of microbial community structure in soil in the vicinity of Syowa Station based on quinone 
profile method (1) 
     Suyama, K., Ohtani, S., Itoh, K., Yamamoto, H. (Shimane Univ.) 
Analysis of eukaryotic microbial communities in lake in the vicinity of Showa Station area 
 Hosoi-Tanabe, S., Ban, S. (Univ. Shiga Pref.) Kudo, S. Imura, S., (NiPR), Matsuzaki, M. 
    (Hiroshima Univ.) 
D-amino acid-utilizing  microorganisms isolated from Antarctic terrains 
     Nishikawa, Y., Naganuma, T. (Hiroshima Univ.) Imura, S., Kanda, H. (NIPR), 
Reexamination of freezing treatments on the unicellular algae isolated from cryptoendolithic microbial 
communities in Antarctica 
     Nagashima, H., Yagi, A. (Tokyo Univ.of Science), Matsumoto, G.I. (Otsuma Women's Univ.) 
Identification of glycolytic enzyme (pfk) producing psychrophilic bacterium 
    Rashidah A.R., Nazalan N., Li Chieen  0. (Univ. Sains Malaysia) 
Distribution of freshwater algae in the vicinity of Syowa Station. 
    Ohtani, S. (Shimane Univ.) 
Algal communities in the Antarctic flowing waters 
     Merican, E, Wan Maznah  W.O., Mansor, M., Wan Asmadi W.A. (Univ. Sains Malaysia) 
Preliminary genetic study on species from genus Deschampsia from Antarctic (King George Is) and 
Arctic  (Spitsbergen) 













The influence of solar ultraviolet radiation on the collagen artificial skin covered with UV protection 
material in Antarctica 
    Takahashi,  T., Ohtani, S. (Shimane Univ.), Kanda, H., Imura, S., Kudoh, S. (NIPR), 
    Irie, S., Hattori, S., Tanaka, K. (Japan Institute of Leather Reseach, Nippi Research Institute of 
    Biomatrix) 
Decomposition and fungal succession in dead stem of Salix arctica in a high-arctic deglaciated area 
     Osono, T., Mori, A. (Kyoto Univ.), Uchida, M., Kanda, H. (NIPR) 
 Growth form of Hylocomium splendens from contrasting water regimes in a high arctic tundra 
     Ueno, K., Kanda, H. (NIPR) 
Functional role of photosynthetic characteristics of vascular plants in terrestrial ecosystem carbon 
dynamics in Ny-Alesund, Svalbard. 
     Muraoka, H. (Gifu Univ.), Ohtsuka, T. (Ibaraki Univ.), Nakatsubo, T. (Hiroshima Univ.), 
 Koizumi, H. (Gifu Univ.) 
Effects of smut fungus Microbotryum bistortarum infection on survivorship of Polygonum viviparum in a 
high Arctic region, Ny-Alesund, Svalbard 
    Tojo, M. (Osaka Pref.Univ.), Nishitani, S. (Nippon Medical School) 
Typhula borealis Ekstr. is a synonymous with T. ishikariensis Imai. - Molecular systematics of cox3 gene 
of T borealis collected from east Greenland in the herbarium of botanical museum, Univisersity of 
Copenhagen  – 
    Hoshino, T. (NEDO), Fujiwara, M., Yumoto, I. (AIST) 
The age of the trees in spruce open woodland communities along the taiga-tundra boundary in the east 
European part of Russia 
     Katenin,A.E. (Laboratory of Far North Vegetation, Komarov Botanical Institute RAS). 
Possibility of estimation of leaf area index using combination with airborne laser altimetry and satellite 
image IKONOS in Canadian boreal forest 
     Kusakabe, T .(Waseda Univ.), Tsuzuki, H., Sweda, T.  ( Ehime Univ.) 
A new method of estimating leaf area index using airborne laser altimetry 
     Otsuka, T (Ehime Univ.), Kusakabe, T. (WasedaUniv.), Tsuzuki, H., Shiraki, K., Murakami, K., 
     Sweda, T. (Ehime Univ.) 
Phenology and ecophysiological characteristics  of  Pinus  pamila on Mt. Norikura 
     Nagono, S., Maruta, E. (Toho Uiv.) 
Physiological ecology of alpine plants in Japan  I . The growth characteristic of Oxytropis nigrescens on 
alpine zone Mt.Yatugatake. 





Physiological ecology of alpine plants in Japan  I  I . Competition between Rhododendron aureum and 
 R.  brachycarpum on alpine  zone,Mt.Yatugatake. 
     Naganuma,Y.,  Masuzawa,T.(Shizuoka Univ.) 
Physiological ecology of alpine plants in Japan  III  . Seasonal changes in reserve substances  of  the alpine 
plants, Lagotis glauca, Mt. Shirouma in Japan 
     Ohashi, Y., Masuzawa,  T.(Shizuoka Univ.) 
Physiological ecology of alpine plants in Japan  IV  . Mycorrhizal status of alpine plants community at Mt. 
Arakawa Cirque of South Alps. 
     Kagawa, A. (Shizuoka Univ.), Fujiyoshi, M. (Tokai Univ.), Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.)
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